
大学教育開発センター委員会

名城大学FD・SD活動報告書
令和３年度



目　　　次
1．はじめに
◦令和 3年度の FD・SD活動を振り返って� ���������������������� 1

大学教育開発センター委員会委員長　山田　宗男

2 ．令和 3年度大学教育開発センター委員会
◦委員構成�������������������������������������� 3
◦活動記録�������������������������������������� 5

3 ．令和 3年度 FD・SD活動一覧
（FD・SDフォーラム、FD学習会、授業改善アンケート、
名城大学FD�NEWS、名城大学教育年報、FD・SD活動報告書、
教育功労賞表彰、学外セミナー・研究集会等への派遣）������������������ 11

4 ．令和 3年度正課外教育活動一覧
（入学前オリエンテーション、入学前学習プログラム（MECプログラム）、
名城サプリメント教育、学習サポートルーム）���������������������� 15

5 ．令和 3年度各学部・研究科等におけるFD・SD活動報告���������������� 21
◦法学部・法学研究科
◦経営学部・経営学研究科
◦経済学部・経済学研究科
◦理工学部・理工学研究科
◦農学部・農学研究科
◦薬学部・薬学研究科
◦都市情報学部・都市情報学研究科
◦人間学部・人間学研究科
◦外国語学部
◦総合学術研究科
◦教職センター

6 ．トピックス
◦第23回 FD・SDフォーラム実施報告� ����������������������� 105
◦ FD学習会������������������������������������ 124
◦教育功労賞表彰報告�������������������������������� 167

7 ．資料
◦大学教育開発センター要項����������������������������� 171
◦令和 3年度所属別FD活動参加状況������������������������� 173

8 ．おわりに
◦あ　と　が　き　��������������������������������� 175





1．はじめに





1

令和 ３年度の FD・SD活動を振り返って

大学教育開発センター委員会

委員長　山田　宗男

　今年度もコロナ禍での教育活動を強いられる 1 年でした．それでも本学では，対面・遠隔の併用

や講義収録システムの活用による欠席者への対応など，昨年度の経験を活かし，極めて短期の準備

期間にも拘らず，大きな問題もなく授業運営を行えました．これは言うまでもなく，教職員の方々

の教育を止めない思いとご尽力の賜物であったと確信すると共に，敬意を表します．

　大学教育開発センター委員会では，コロナ禍における教育の実践と共に，来年度に受審する第三

期認証評価，さらには，今後益々重要となる数理データサイエンス・DX 人材育成を見据えた

FD・SD フォーラム・FD 学習会の開催，名城サプリメント教育および学習サポートルームのリモー

ト対応など，各種対応を可能な限り行いました．今年度においても，コロナ禍によって諦めた，あ

るいは，廃止した取り組みは一つもなく，ご尽力をいただいた委員をはじめご協力をいただいた教

職員の皆様には，重ねて御礼申し上げます．以下に今年度の取り組みについて省察します．

　先ず，授業改善アンケートについては，質問項目の継続的な見直しを図ると共に，学生自身の授

業に対する姿勢についても振り返りができる質問を加えるなど，質問内容についても毎年改善を重

ねています．今年度の回答率は，前期：51.8％，後期：41.3％と過去最高となりました．これは，

昨年度の LMS による遠隔講義の経験によって，LMS の日常利用が学生に馴染んできたことや，

LMS を基本とする教員・学生間のやり取りが定着しつつあること，さらには遠隔講義の経験によっ

て，講義の内容や方法への関心が高まったものと考えられます．アンケートの回答率に関しては，

学生への周知徹底や動機付けとの相関も大きいことから，回答マニュアルの整備，アンケートの回

答を促すポスターの講義室への貼付，学生ホールおよび食堂での周知，授業改善アンケート集計結

果閲覧コーナーの設置など，引き続き努力していきたいと考えています．

　学修成果の可視化に関する外部調査については，全学部全学科にて実施していただいております．

本調査の目的は，学生個々の学修行動・学修成果について調査・可視化することで，教育の成果が

どの程度上がっているかを把握するものであり，今後の教育プログラムの在り方や FD・SD の進

め方，さらには学生指導方法の見直し等に役立つ情報を得ようとするものです．現段階では

JSAAP，PROG，GPS-Academic 等の外部団体による調査を活用する試行段階であり，本来は学部

独自でアセスメントポリシーに基づく適正な調査・評価方法を検討いただくことが望ましいと考え

ています．またこの調査は，単年度対象の調査ではなく，年次推移に関する分析・検討が重要とな

ります．今年度は多くの学部・学科において，複数年次を対象とした調査が実施され，学修成果の

可視化に関する重要性の認知とその活用が進んでいることが伺えます．本調査の実施に関しては，

引き続き援助の準備を進めていますので，ご協力の程，よろしくお願いします．

　今年度の SD・FD フォーラムは，メインテーマを「内部質保証の実質化と恒常化を目指して―

認証評価を目前に考える―」としました．本学は来年度，第三期の認証評価を受審するため，今一

度，内部質保証についての理解を深めることを目的として，オンラインにて開催しました．公益財



2

団法人 大学基準協会 評価研究部 部長の田代 守 さま，名古屋大学 教養教育院 副院長の栗本 英和 

教授を講師としてお招きし，田代さまからは，メインテーマである内部質保証の実質化と恒常化に

ついて，栗本先生からは，現場感覚により近いプログラムレベルおよび授業レベルで考える内部質

保証についてご講演いただきました．当日は193名の多くの参加があり，質疑応答も活発に行われ

関心の高さが伺えました．お忙しい中，貴重な時間を割いて参加いただいた教職員の皆様には心よ

り御礼申し上げます．

　FD 学習会については，昨年度に引き続き「数理・データサイエンス・AI 教育の必要性と実践」

のテーマで第13回 FD 学習会を開催しました（ 7 月20日（火），Zoom によるオンライン開催）．数理・

データサイエンス・AI 教育は，情報社会で活躍するために必要となる基盤的なスキルであり，本

学においても，来年度から全学共通科目としての教育がスタートします．今後，益々必要となる統

計学，数学，コンピュータサイエンス，人工知能などの「数理・データサイエンス・AI 教育」に

関して，本学理工学部において実践されている取り組みを，理工学部長 齊藤 公明 教授にご紹介い

ただきました．

　また 8 月には，新任教員 FD 研修会を兼ねての第14回 FD 学習会を開催しました（ 8 月25日（水），

Zoom によるオンライン開催）．PBL や実験・実習科目における実践レポートの客観評価および学

生が省察可能な評価手法の一つであるルーブリックについて，名古屋大学 高等教育研究センター

の加藤 真紀 教授をお招きし，ルーブリック評価方法の基礎についてご紹介いただきました．実践

事例紹介に基づくわかりやすい内容で，多くの参加者から好評を博しました．さらに 9 月には，「大

学の授業運営における著作権への考え方について」のテーマで第15回 FD 学習会を開催しました

（ 9 月 2 日（木），Zoom によるオンライン開催）．今後の遠隔・対面併用の授業運営に不可避な授

業における著作権の問題について，帝京大学 共通教育センター長の木村 友久 教授をお招きしてご

講演いただきました．

　新任教員 FD 研修会については，本学の専任教員に着任された先生方を対象に，授業運営や学生

指導にあたり困っていることや苦心していることなどを共有し意見交換することで，FD 活動の動

機づけおよび教員の交流を深める機会としたく思っており，来年度も引き続き開催していきたいと

考えています．

　FD ニュースについては，令和 3 年10月に Vol.15を，令和 4 年 1 月に Vol.16を発刊いたしました．

Vol.15では，ルーブリックの活用方法について，Vol.16では，第三期認証評価についてわかりやす

く紹介しました．FD・SD に関する学内外の最新の取り組みおよび高等教育改革の最新動向等を，

スピーディーかつ端的に情報提供・共有するための媒体として有効に活用したく考えています．

　本学における FD・SD の取り組みは，本来の趣旨を念頭に教職員の創発によって取り組みを深

めていく体制とすることで，現場感覚に基づいた実践的な FD・SD 活動が遂行可能である点が他

大学にない特色であると思います．また，「with コロナ」「after コロナ」時代においては，ICT 活

用を主軸としたこれまでにない教育改革が必須であり，それに伴う FD・SD 活動も変革の時期を

迎えていると思います．教職員の皆様におかれましては引き続き，より一層のご理解とご協力をお

願いできれば幸いです．
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令和 ３年度　大学教育開発センター委員会委員
所属等 職　名 氏　名 職　名 氏　名

大学教育開発センター長 委員長・教授 山田　宗男

学務センター長 教授 山本　雄吾

法学部 教授 渡邊　亙 准教授 仁井田　崇

経営学部 教授 堀川　新吾 准教授 相川　奈美

経済学部 教授 伊藤　健司 准教授 山田　浩貴

理工学部 教授 松村　昌紀 教授 古川　裕之

農学部 教授 新妻　靖章 准教授 橋本　啓史

薬学部 教授 大津　史子 教授 湯川　和典

都市情報学部 教授 酒井　順哉 教授 稲葉　千晴

人間学部 教授 安藤　喜代美 教授 岡戸　浩子

外国語学部 教授 ウィキン　ポール 助教 萩藤　大明

総合学術研究科 准教授 神藤　定生

教職センター 教授 竹内　英人

学務センター 事務部長 犬飼　斉

大学教育開発センター 事務部長 鶴田　弘樹
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令和 ３年度　大学教育開発センター委員会　専門委員会　分担表

【教育支援専門委員会（11名）】

所属等 職　名 氏　名 備　 考

大学教育開発センター センター長 山田　宗男 座長

法学部 教授 渡邊　亙

経営学部 准教授 相川　奈美

経済学部 准教授 山田　浩貴

理工学部 教授 松村　昌紀

農学部 教授 新妻　靖章

薬学部 教授 湯川　和典

都市情報学部 教授 稲葉　千晴 

人間学部 教授 安藤　喜代美

外国語学部 助教 萩藤　大明

学務センター 事務部長 犬飼　斉

【FD・SD 専門委員会（13名）】

所属等 職　名 氏　名 備　 考

大学教育開発センター センター長 山田　宗男

学務センター センター長 山本　雄吾

法学部 准教授 仁井田　崇

経営学部 教授 堀川　新吾

経済学部 教授 伊藤　健司 座長

理工学部 教授 古川　裕之

農学部 准教授 橋本　啓史

薬学部 教授 大津　史子

都市情報学部 教授 酒井　順哉

人間学部 教授 岡戸　浩子

外国語学部 教授 ウィキン　ポール

総合学術研究科 准教授 神藤　定生

教職センター 教授 竹内　英人
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令和 ３年度　大学教育開発センター委員会活動記録

◦［第 1 回　令和 3 年 4 月 1 日（木）］

【はじめに】

1 ．大学教育開発センター委員会について

　　（ 1 ）委員について

　　（ 2 ）2021年度開催日程について

【審議事項】

1 ．副委員長の選出について

2 ．令和 3 年度の委員会活動について

　　（ 1 ）令和 2 年度大学教育開発センター委員会活動実績について

　　（ 2 ）専門委員会の設置について

3 ．令和 3 年度院高度化費（充実施策）について

　　（ 1 ）院高度化費（充実施策）の使途及び予算配分額

　　（ 2 ）大学院生研究助成（A）・（B）の募集

　　（ 3 ）大学院生研究助成（A）・（B）の審査方法・審査項目、スケジュール

　　（ 4 ）大学院生研究助成（A）・（B）申請学生リスト

　　（ 5 ）大学院生 FD 企画参加（プレ FD）の助成について

4 ．令和 3 年度大学院生研究助成（A）・（B）の審査担当について

【その他】

1 ．令和 3 年度学習サポートルーム相談員の一次募集結果及び二次募集について

2 ．令和 3 年度前期名城サプリメント教育シラバスについて

3 ．令和 3 年度名城サプリメント教育・学習サポートルームのチラシについて

4 ．委員会欠席の際の取り扱いについて（委任状）

◦［第 2 回　令和 3 年 5 月 6 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 1 回）

【審議事項】

1 ．各学部・研究科等における FD・SD 取組を推進する組織の活動について

2 ．令和 3 年度 FD フォーラム・FD 学習会・新任教員 FD 研修会年間予定について

3 ．令和 3 年度前期授業改善アンケートについて

【報告事項】

1 ．大学教育開発センター委員会専門委員会の分担について

2 ．令和 3 年度大学院生研究助成（A）・（B）の審査担当について

3 ．令和 3 年度大学院生研究助成（A）・（B）の申請状況、審査スケジュールについて
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◦［第 3 回　令和 3 年 6 月 3 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 2 回）

【審議事項】

1 ．大学院生研究助成の採択者の決定について

2 ．令和 3 年度大学教育開発センター委員会刊行物の発刊について

　　（ 1 ）刊行物（名城大学教育年報、名城大学 FD・SD 活動報告書）の発刊について

　　（ 2 ）「各学部・研究科等における FD・SD 取組を推進する組織の活動報告」について

3 ．令和 3 年度教育年報投稿（教育実践報告）原稿の募集について

4 ．令和 4 年度入学前オリエンテーション及び MEC プログラムについて

【報告事項】

1 ．令和 3 年度入学前オリエンテーション及び MEC プログラム実施結果について

【その他】

1 ．令和 3 年度新任教員 FD 研修会について

◦［第 4 回　令和 3 年 7 月 1 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 3 回）

【審議事項】

1 ．第13回 FD 学習会の実施について

2 ．第14回 FD 学習会・新任教員 FD 研修の実施について

3 ．令和 4 年度 入学前オリエンテーションについて

4 ．令和 4 年度 MEC プログラムについて

◦［第 5 回　令和 3 年 7 月30日（金）］（メール開催）

【審議事項】

1 ．第15回 FD 学習会の実施について

【報告事項】

1 ．第13回 FD 学習会の実施報告について

◦［第 6 回　令和 3 年 9 月 2 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 4 回、第 5 回）

【審議事項】

1 ．Campusmate-J のアクセス権限付与の依頼について

2 ．令和 3 年度後期 名城サプリメント教育・学習サポートルームの実施について

3 ．FD に係る学生意見聴取の実施について
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【報告事項】

1 ．学修ポートフォリオの運用について

2 ．令和 3 年度前期 名城サプリメント教育の実績報告について

3 ．令和 3 年度前期 学習サポートルームの実績報告について

4 ．令和 3 年度前期授業改善アンケート集計結果報告について

5 ．第14回 FD 学習会・新任教員 FD 研修会　アンケート結果報告について

◦［第 7 回　令和 3 年10月 7 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 6 回）

【審議事項】

1 ．令和 3 年度教育功労賞の募集について

　　（ 1 ）内容・スケジュールについて

　　（ 2 ）審査に係る申し合わせ事項について

2 ．各学部・研究科等における FD・SD 活動報告（中間）の作成について

3 ．令和 4 年度学修成果の可視化に係る外部調査実施の希望聴取について

4 ．令和 3 年度後期授業改善アンケートの実施について

5 ．第23回 FD・SD フォーラムの開催について

　　（ 1 ）企画の名称変更について

　　（ 2 ）企画内容について

6 ．FD ニュースの発刊について

【報告事項】

1 ．令和 3 年度前期授業改善アンケート結果報告について

2 ．第15回 FD 学習会の実施報告について

3 ．令和 4 年度 MEC プログラムについて

4 ．令和 4 年度入学前オリエンテーションについて

5 ．FD に係る学生意見聴取の実施について

6 ．高等教育局主要事項－令和 4 年度概算要求－について

◦［第 8 回　令和 3 年11月 2 日（火）］（メール開催）

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 7 回）

【審議事項】

なし

【報告事項】

1 ．令和 4 年度 入学前学習プログラム（MEC プログラム）について

　　（ 1 ）英語科目の名称について
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　　（ 2 ）入学前学習プログラム（MEC プログラム）ご案内について

2 ．令和 4 年度 学修成果の把握に係る外部調査実施の希望聴取結果について

◦［第 9 回　令和 3 年12月 2 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 8 回）

【審議事項】

1 ． 「講義収録サービス」を利用した FD 動画の視聴方法及び参加（視聴）報告書の提出

について

【報告事項】

1 ．後期授業改善アンケートについて

2 ．教育年報投稿結果及び原稿確認依頼・今後のスケジュールについて

3 ．FD・SD 取組を推進する組織の活動報告（中間）について

4 ．FD に係る学生意見聴取の実施結果について

5 ．第23回 FD・SD フォーラムの実施報告について

◦［第10回　令和 4 年 1 月 6 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第 9 回）

【審議事項】

1 ．令和 3 年度教育功労賞審査について

2 ．教育年報について

3 ．授業改善アンケート結果データの利用願いについて（理工学部）

4 ．FD ニュース Vol.16の発刊について

【報告事項】

1 ．令和 3 年度後期授業改善アンケートの実施報告（中間）について

2 ．大学コンソーシアム京都「第27回 FD フォーラム」の開催案内について

◦［第11回　令和 4 年 3 月 3 日（木）］

【確認事項】

1 ．議事要旨（案）大学教育開発センター委員会（第10回）

【審議事項】

1 ．令和 4 年度名城サプリメント教育及び学習サポートルームの実施について

2 ．令和 4 年度学習サポートルーム相談員の募集について

【報告事項】

1 ．令和 3 年度後期名城サプリメント教育の実績報告について

2 ．令和 3 年度後期学習サポートルームの実績報告について
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3 ．令和 4 年度入学者向け 入学前オリエンテーションの報告について

4 ．令和 4 年度入学者向け MEC プログラム受講者数の報告について

5 ．大学教育開発センター刊行物の編集状況について

　　（ 1 ）名城大学教育年報

　　（ 2 ）FD・SD 活動報告書

6 ．学修成果の可視化に係る外部調査の予算配布について

7 ．令和 3 年度後期授業改善アンケートの実施報告について

8 ．令和 3 年度大学教育開発センター委員会の活動報告について





3．令和 3 年度

FD・SD 活動一覧





11

令和 3 年度　FD・SD 活動一覧

1 ．第23回 FD・SD フォーラム

日　　時：令和 3 年11月 4 日（木）13：30～16：00

開催方法：Zoom によるオンライン開催

基調講演テーマ：内部質保証の実質化と恒常化を目指して

基 調 講 演 講 師：田代 守 氏（公益財団法人　大学基準協会　評価研究部　部長）

事例報告テーマ：プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証

事 例 報 告 講 師：栗本 英和 氏（名古屋大学　教養教育院　教授・副院長（質保証担当））

参加者数：193人

2 ．第13回～第15回　FD 学習会・第 3 回新任教員 FD 研修会

（ 1 ）第13回 FD 学習会

 　　日　　時：令和 3 年 7 月20日（火）13：00～14：00

 　　開催方法：Zoom によるオンライン開催

 　　テ ー マ：数理・データサイエンス・AI 教育の必要性と実践

 　　講　　師：齊藤 公明 教授（名城大学　理工学部）

 　　参加者数：95人

（ 2 ）第14回 FD 学習会・第 3 回新任教員 FD 研修会

 　　日　　時：令和 3 年 8 月25日（水）13：30～14：45

 　　開催方法：Zoom によるオンライン開催

 　　テ ー マ：大学で教えるためのルーブリック（基礎編）

 　　講　　師：加藤 真紀 教授（名古屋大学　高等教育研究センター）

 　　参加者数：60人

（ 3 ）第15回 FD 学習会

 　　日　　時：令和 3 年 9 月 2 日（木）10：00～11：30

 　　開催方法：Zoom によるオンライン開催

 　　テ ー マ：大学の授業運営における著作権への考え方について

 　　講　　師：木村 友久 教授（帝京大学　共通教育センター　センター長）

 　　参加者数：124人

3 ．令和 3 年度前・後期授業改善アンケート

実 施 期 間：前期…令和 3 年 7 月 1 日～令和 3 年 7 月27日

　　　　　　後期…令和 3 年12月13日～令和 4 年 1 月15日

対 象 科 目： 学部の授業を担当する専任教員及び非常勤講師について、原則 1 人 1 科目以上対象

科目を持つこととし、昨年度（令和 2 年度）前・後期にアンケートを実施した授業

科目を中心として対象科目を設定した。昨年度の対象科目がない場合は、担当授業
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科目のうち、最も履修者数が多いものを対象科目とした。（ただし、体育科目、オ

ムニバス形式の科目、実験・実習・演習科目、履修者数が10名未満の科目は除く）

実施科目数：前期786科目（学生回答数：延べ32,603件）

　　　　　　後期765科目（学生回答数：延べ25,015件）

概　　　要： 学生の視点から授業改善の手がかりを探り、授業改善につなげることで教育の質を

向上させることを目的に実施した。

　　　　　　 アンケートは LMS である WebClass 上で実施。集計結果は教員個人にフィードバッ

クするほか、分析結果を報告書としてまとめ、学内及びホームページにて公開している。

4 ．名城大学　FD NEWS

（Vol.15）発 刊 日：令和 3 年10月

　　　　 内　　容：～ルーブリックとは何か～

　　　　　　　　　（ 1 ）ルーブリックについて

　　　　　　　　　（ 2 ） FD 学習会「大学で教えるためのルーブリック【基礎編】」の概要につ

いて

　　　　　　　　　（ 3 ）前期授業改善アンケート

　　　　　　　　　（ 4 ）刊行物の紹介

　　　　　　　　　（ 5 ）書籍の紹介

（Vol.16）発 刊 日：令和 4 年 1 月

　　　　 内　　容：～第三期認証評価の受審に向けて～

　　　　　　　　　（ 1 ）第三期認証評価について

　　　　　　　　　（ 2 ） FD・SD フォーラム「内部質保証の実質化と恒常化を目指して」の概

要について

　　　　　　　　　（ 3 ）大学教育開発センターの学生支援

　　　　　　　　　（ 4 ）刊行物の紹介

5 ．名城大学教育年報 第16号発刊

発 刊 日：令和 4 年 3 月

投稿資格： 名城大学の教職員（教員・事務職員）。本大学の教育に携わる他大学等の教育職員（非

常勤講師）の投稿も可。退職者については退職後 3 年以内を目安とする。

概　　要： 本学における教育活動の研究・実践活動を共有・蓄積し、広く教育の質の向上に資す

ることを目的として、教育実践報告を募集、教育功労賞受賞者による特別寄稿を依頼

した。投稿・寄稿された原稿は、大学教育開発センターの専門委員会委員によるチェッ

クを経たうえで、本学ホームページ上に掲載する。教育年報の種別・内容等は次のと

おりである。
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区分 令和 3 年度件数 内容等

特別寄稿 3 件 教育功労賞受賞者による特別寄稿

教育実践報告 5 件
教育実践を対象とした取り組みで、本学及び他大学の学部・研究科・
センター・部署の参考になる報告

6 ．令和 3 年度 FD・SD 活動報告書発刊

発 刊 日：令和 4 年 3 月

概　　要： 令和 3 年度の本学における FD・SD 活動についてまとめたもの。本学ホームページ

上に掲載する。

7 ．教育功労賞表彰

概　　要： 教育功労賞は、教職員の教育改善に対する意識を高め、組織の活性化を図り、本学の

教育の質の向上に資することを目的とし、各学部及び研究科等において、教育活動及

び教育改善に大きく貢献した専任教員またはグループ（事務職員を含む）に授与する

もの。令和 3 年度は計 1 件の申請があり、大学教育開発センター委員会による審査を

経て、大学協議会で協議の結果、相応しい内容であることから、表彰すると共に本報

告書に活動内容を記載し、周知を図ることとする。

令和 3 年度教育功労賞受賞一覧

候補者等氏名 所属学部 推薦対象となった活動・テーマ

佐藤　布武 理工学部 名城大学建築学科・大学院建築学専攻 優秀作品集

8 ．令和 3 年度学外セミナー・研究集会等への派遣

　【大学教育開発センター把握分のみ掲載】

No. 開催日 企画名称 主催機関 派遣
人数

1 令和 3 年
4 月19日 GPS ×学内データ可視化セミナー 株式会社ベネッセ i キャリア　

大社接続事業本部 3 名

2 5 月 7 日 これからの数理・データサイエンス・AI 教育を考える会 株式会社ベネッセコーポレーション 5 名

3 6 月 4 日 2021年度帝京大学八王子キャンパス第 1 回 FD フォーラム 帝京大学高等教育開発センター 6 名

4 6 月 5 日
～ 6 日 大学教育学会第43回大会 一般社団法人大学教育学会 1 名

5 8 月 5 日 第 8 回 大学・専門学校　教職員対象オンライン配信セミナー 株式会社ナガセ 1 名

6 8 月 6 日 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム　
2021年度関東・首都圏ブロック第 2 回ワークショップ

数理・データサイエンス
教育強化拠点コンソーシアム 9 名

7 8 月20日 大学・短期大学スタディー・プログラム（テーマ 1 ） 公益財団法人　大学基準協会 5 名
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No. 開催日 企画名称 主催機関 派遣
人数

8 8 月24日 オープンバッジ活用事例セミナー：関西学院大学 一般財団法人　
オープンバッジ・ネットワーク 4 名

9 8 月25日 2021年度 ICT 利用による教育改善研究発表会 公益社団法人　
私立大学情報教育協会 2 名

10 8 月28日 IR フォーラム
共同開催　
公益財団法人　大学コンソーシ
アム京都　株式会社リアセック

1 名

11 10月 9 日 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
総会及び公開シンポジウム

数理・データサイエンス
教育強化拠点コンソーシアム 3 名

12 9 月13日 「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制
度（リテラシーレベル）」における説明会 文部科学省高等教育局専門教育課 4 名

13 9 月21日 多摩大学 IR セミナー 多摩大学 IR 推進室 1 名

14 9 月28日 これからの数理・データサイエンス・AI 教育を考える会 株式会社ベネッセコーポレーション 1 名

15 10月14日 Society5.0における高等教育について 文部科学省高等教育局専門教育課 1 名

16 10月29日 教育の質保証・質向上オンラインセミナー 株式会社朝日ネット 1 名

17 11月 1 日 大学改革シンポジウム 一般社団法人国立大学協会 2 名

18 11月11日 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
第 2 回中部・東海ブロック会議 滋賀大学 2 名

19 11月18日 東海デジタル人材フォーラム2021　
―地域 DX 人材の育成に向けて―

東海国立大学機構教育基盤統括本部
（アカデミック・セントラル）
シームレス数理・データ科学教育共創部門

6 名

20 11月30日 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
中部・東海ブロック第 3 回 FD 研究会 滋賀大学 2 名

21 12月17日 2021年度東海地区大学教育研究会代表者会及び研究大会 東海地区大学教育研究会 5 名

22 12月24日 令和 3 年度名古屋市立大学 FD・SD 講演会
－名古屋六大学共催－ 名古屋市立大学 3 名

23 令和 4 年
1 月18日 2021年度第 5 回アカデミック・リンクセミナー 千葉大学 3 名

24 1 月26日 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
関東・首都圏ブロック第 7 回ワークショップ

数理・データサイエンス
教育強化拠点コンソーシアム 1 名

25 1 月26日 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
中部・東海ブロック第 4 回 FD 研究会 滋賀大学 5 名

26 2 月 9 日 応用基礎レベル認定制度 Q&A 会 数理・データサイエンス
教育強化拠点コンソーシアム 4 名

27 2 月19日，20日
26日，27日 2021年度　第27回 FD フォーラム 大学コンソーシアム京都 5 名

28 2 月25日 FD のための情報技術研究講習会 私立大学情報教育協会 1 名

29 3 月 3 日 第11回大学評価シンポジウム 公益財団法人　大学基準協会 1 名

30 3 月 5 日 大学教育改革フォーラム in 東海2022 大学教育改革フォーラム in 東海
2022実行委員会 8 名



4．令和 3 年度

正課外教育活動一覧
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令和 3 年度正課外教育活動一覧

1 ．令和 4 年度入学者向け 入学前オリエンテーション

　（ 1 ）概要

・対象者：総合型選抜、学校推薦型選抜、特別入試の合格者を対象とし、以下の方法で実施。

・視聴・出席人数：826名（令和 4 年 2 月 4 日時点）

学部名 期間 方法 参加者人数
法　 学　 部 12/ 9 ～ 3 /31 学部 HP 88名
経 営 学 部 12/ 9 ～ 3 /31 YouTube 114名
経 済 学 部 12/ 9 ～ 3 /31 YouTube 118名
理 工 学 部 12/ 9 ～ 3 /31 YouTube 162名
情 報 工 学 部 1 / 8 Zoom 53名
農　 学　 部 1 / 8 Zoom 68名
薬　 学　 部 12/ 9 ～ 3 /31 YouTube 44名
都市情報学部 12/ 9 ～ 3 /31 YouTube 55名
人 間 学 部 12/ 9 ～ 3 /31 YouTube 57名
外 国 語 学 部 1 / 8 Zoom 67名

　（ 2 ）アンケート結果

　質問 1 ．入学前オリエンテーションの内容はわかりやすかったですか？

法学部
経営
学部

経済
学部

理工
学部

情報工
学部

農学部 薬学部
都市情報

学部
人間
学部

外国語
学部

とてもわかりやすかった 60.2% 63.2% 66.1% 67.3% 66.7% 64.7% 81.8% 72.7% 68.4% 76.1%
わかりやすかった 38.6% 36.0% 33.1% 32.7% 33.3% 35.3% 18.2% 27.3% 31.6% 22.4%
あまりわからなかった 1.1% 0.9% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5%
わからなかった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

　質問 2 ． 入学前オリエンテーションの視聴・参加を終え、あなたご自身に当てはまることを教え

てください（複数選択可）

法学部
経営
学部

経済
学部

理工
学部

情報工
学部

農学部 薬学部
都市情報

学部
人間
学部

外国語
学部

学部・学科のカリキュラム
について理解できた

76.1% 79.8% 79.7% 65.4% 72.7% 73.5% 90.9% 80.0% 45.6% 83.6%

大学と高校の違いについて
理解できた

69.3% 78.9% 65.3% 80.9% 33.3% 69.1% 50.0% 69.1% 63.2% 58.2%

先輩や大学の雰囲気をつか
むことができた

18.2% 17.5% 9.3% 23.5% 27.3% 19.1% 15.9% 47.3% 68.4% 73.1%

大学生活でやりたいことを
考えるようになった

47.7% 35.1% 37.3% 36.4% 36.4% 41.2% 31.8% 49.1% 38.6% 61.2%

大学入学前に、高校までの学
習の復習が必要だと感じた

67.0% 73.7% 66.1% 77.8% 48.5% 79.4% 86.4% 72.7% 86.0% 74.6%

その他 0.0% 0.0% 1.7% 0.6% 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0%
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2 ．令和 4 年度入学者向け入学前学習プログラム（MEC プログラム）

　（ 1 ）概要

　本学の総合型選抜、学校推薦型選抜、特別入試に合格後、学習習慣を維持するとともに、入学

後に大学での学習を円滑に開始するための一助とすることを目的とした教育プログラム。「共通

課題」、「通信教育教材」、「自己学習テキスト」で構成されている。

◆ MEC プログラム学部別開講科目一覧　　　　 【表の見方】◎ ･･･ 学部推奨　　○ ･･･ 開講　

学部別開講科目 法
学部

経営
学部

外国語
学部

人間
学部

都市情報
学部

情報工
学部

理工
学部

農
学部

薬
学部科目 学習内容（概要）

日本語表現 大学で必要となる
「読む・書く」の基本 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

英
語

英語の基礎 高校で学ぶ英文法基礎
（英検 3 級～準 2 級） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Reading Ⅰ
（初級）

平易な中文・長文読解
（英検準 2 級～ 2 級） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Reading Ⅱ
（中級）

中文・長文読解等
（英検 2 級） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

数
学

数学（文系） 数Ⅰ A、数Ⅱ B まで
四則計算、統計等 ◎ ◎ ◎ ◎

数学（理系）
＜基礎＞

三角関数、微積等数Ⅰ・Ⅱが
不得意な人 ◎ ◎ ○

数学（理系）
＜応用＞

三角関数、微積等基礎力を
高めたい人 ◎ ◎ ○

数学（薬） 数Ⅱ・数Ⅲ、関数の極限・
微積等 ◎

物
理

物理（理系）
＜基礎＞

力学・運動方程式等
物理基礎が未履修・不得意な人 ◎ ◎ ○

物理（理系）
＜応用＞

力学・運動方程式等
基礎力を高めたい人 ◎ ◎ ○

物理（薬） 力学・運動方程式等 ◎

化学 電子配置・化学結合等 ◎ ◎

生物 細胞・遺伝子・呼吸等 ◎ ◎

※ 1 　上記から 2 科目選択。

※ 2 　経済学部は、MEC プログラムは未開講（学部独自の入学前教育を実施）。
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　（ 2 ）受講者の選択科目状況（令和 4 年 2 月 4 日時点）

学部名 対象者数 受講者数 申込率
選択された科目※ 2

日本語表現 英語 数学 物理 化学 生物

法 学 部 251名 142名 56.6% 88.0% 97.2% 14.8% － － －

経 営 学 部 218名 129名 59.2% 55.0% 89.9% 55.0% － － －

理 工 学 部 472名 233名 49.4% 6.0% 23.6% 74.7% 83.3% 12.4% －

情 報 工 学 部 89名 39名 43.8% 10.3% 23.1% 82.1% 84.6% － －

農 学 部 187名 68名 36.4% － 50.0% 2.9% 14.7% 77.9% 54.4%

薬 学 部 71名 59名 83.1% － － 79.7% 86.4% － 33.9%

都市情報学部 103名 69名 67.0% 52.2% 85.5% 62.3% － － －

人 間 学 部 109名 57名 52.3% 64.9% 77.2% 57.9% － － －

外 国 語 学 部 99名 39名 39.4% 100.0% 100.0% － － － －

合 計 1599名 835名 52.2% 326名 494名 423名 288名 82名 57名

※ 1 　経済学部は学部独自の入学前教育を実施

※ 2 　科目は英語で 3 種類、数学で 4 種類、物理で 3 種類のレベルがあるが、 1 科目として集計

　（ 3 ）実施内容

課題区分 ご自宅到着予定日 提出締切日 返却予定日

共通課題 12/20（月）～ 1 /25（火） 2 /25（金）～

通信教育
教　　材

（ 3 回分）
2
科
目
選
択

2 / 2 （水）～

第 1 回： 2 / 9 （水） 第 1 回： 2 /25（金）～

第 2 回： 2 /16（水） 第 2 回： 3 / 5 （土）～

第 3 回： 2 /24（木） 第 3 回： 3 /12（土）～

自己学習
テキスト

提出不要
（日本語表現選択者のみ提出有） 3 /18（金）締め切り
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3 ．名城サプリメント教育

　（ 1 ）概要

　本学の専門教育を履修する上で特に重要な内容であるにもかかわらず、高等学校段階において

未履修、もしくは学習が不十分な教科・科目について補習を行い、正課における学修の充実を図

る教育プログラム。

≪開講科目≫

科目名称 開講期・曜日・時間（キャンパス） 実施回数 参加者数※

日 本 語 表 現

前期
水曜日　16：30～18：00（天白） 12回 11名

木曜日　16：30～18：00（ナゴヤドーム前） 11回 0 名

後期
水曜日　16：30～18：00（天白） 13回 13名

木曜日　16：30～18：00（ナゴヤドーム前） 12回 0 名

化 　 学
前期 月曜日　16：30～18：00（天白） 14回 30名

後期 月曜日　16：30～18：00（天白） 13回 12名

生 　 物
前期 木曜日　16：30～18：00（天白） 13回 16名

後期 木曜日　16：30～18：00（天白） 12回 12名

数 　 学
前期 月曜日　16：30～18：00（天白） 14回 39名

後期 月曜日　16：30～18：00（天白） 13回 58名

物 　 理
前期 火曜日　16：30～18：00（天白） 14回 58名

後期 火曜日　16：30～18：00（天白） 13回 75名

薬学部向け物理 前期 金曜日　16：30～18：00（八事） 10回 591名

※参加者数は延べ人数

≪実施期間≫

　前期：令和 3 年 4 月14日 ～ 7 月27日

　後期：令和 3 年 9 月21日 ～ 12月24日

　※ 5 /19～ 6 /20については、原則遠隔授業となったことにより Zoom（薬学部向け物理）・

WebClass での資料掲載での対応

　※ WebClass で実施した科目については、半期内資料閲覧可能
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4 ．学習サポートルーム

　（ 1 ）概要

　主に学部生の学びに関する相談を受け付ける窓口。大学教育開発センター委員会にて選考した

大学院生を在室させ、時間割を組むことにより、授業時間中は安心して相談できる体制を構築し

ている。

　令和 3 年度は、 5 /19～ 6 /20の期間において原則遠隔授業となったことにより、全て Zoom

にて実施した。 6 /21以降は対面相談、Zoom による遠隔相談を選択できる形で実施した。

≪開室時間帯≫

天白キャンパス 月～金　10：50～16：20

ナゴヤドーム前
キャンパス

月　13：10～16：20（ 5 /14まで12：30～14：40）
木　10：50～14：40（ 5 /15より開室）
金　10：50～16：20（ 5 /14まで10：50～14：40）

　（ 2 ）利用者数延べ数

天白キャンパス
前期（令和 3 年 4 月14日～ 7 月27日） 17名

後期（令和 3 年 9 月21日～12月24日） 24名

ナゴヤドーム前
キャンパス

前期（令和 3 年 4 月14日～ 7 月27日） 12名

後期（令和 3 年 9 月21日～12月24日） 0 名

　（ 3 ）相談内容（利用実績）

◦レポート・卒業論文に関する相談

◦計算問題に関する相談

◦学習計画に関する相談





5．令和 3年度

各学部・研究科等における

FD・SD活動報告
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各学部・研究科等におけるFD・SD取組を推進する組織一覧

学部 推進組織名 推進組織構成メンバー

法学部 FD・SD委員会
法学部長、協議員、大学教育開発センター委員
（教務委員、学生委員の兼任を含む）、FD・SD委員

法学研究科 FD・SD部会 修士課程部会および博士後期課程部会構成員全員

経営学部
GP等教育支援プロジェクト
委員会・経営学部FD・SD
委員会

経営学部長、経営学部協議員、経営学科長、国際経営学科長、
キャリア委員、教務委員、FD委員、担当委員

経営学研究科 教育制度改革委員会
経営学研究科長、主任教授、経営学部協議員、経営学研究科
長が指名した者

経済学部 経済学部FD・SD委員会 経済学部長、協議員、経済学科長、産業社会学科長、教務委員

経済学研究科 経済学研究科FD・SD委員会 研究科長、主任教授、研究科委員

理工学部 理工学部　教育改善委員会
委員長、学科委員（11名）、教養教育委員、物理教室委員、
教務委員長、学部評価副委員長、大学教育開発センター委員
（ 2名）、事務職員（ 2名）

理工学研究科
理工学研究科　教育改善委
員会

委員長、専攻委員（11名）、教養教育委員、物理教室委員、
教務委員長、学部評価副委員長、大学教育開発センター委員
（ 2名）、事務職員（ 2名）

農学部 農学部FD・SD委員会
農学部FD・SD委員を中心とする農学部関係教職員
（生物資源学科、応用生物化学科、生物環境科学科の各学科
会議および農場教員会議を分科会と位置づける）

農学研究科 農学研究科FD・SD委員会
農学研究科大学院運営委員会（農学研究科主任教授、農場長、
生物資源学科長、応用生物化学科長、生物環境科学科長、農
学部学務担当職員で構成）

薬学部 薬学部FD・SD委員会
FD・SD委員長、協議員、教務委員長、学生委員長、就職委
員長、国試・CBT対策委員長、教育開発センター長、教務
係事務職員 1名

薬学研究科
大学院薬学研究科FD・SD
委員会

薬学研究科主任教授、FD・SD委員 2名、大学院担当事務職
員 1名。委員長は薬学研究科主任教授を充てる。

都市情報学部 都市情報学部FD・SD委員会 委員長、委員 2名、担当事務職員 1名

都市情報学研究科 大学院学務委員会 委員長（主任教授）、委員 4名、担当事務職員 1名

人間学部 人間学部FD・SD委員会 FD・SD委員長、FD・SD委員（ 4名）、教務事務職員 1名

人間学研究科 人間学研究科FD・SD委員会
FD・SD委員長（主任教授）、FD・SD委員（ 3名）、教務事
務職員 1名

外国語学部 外国語学部FD・SD委員会 FD・SD委員会委員長、FD・SD委員会委員（ 4名）

総合学術研究科 総合学術研究科教育検討部会
◎景山伯春教授　○伊藤康児教授　衣斐大祐准教授　
志村ゆず准教授　神藤定生准教授

教職センター 教職センターFD推進委員会
曽山和彦（教授・教職センター）
竹内英人（教授・大学教育開発センター委員会委員）



22

1 ．令和 3年度の活動報告

　令和 3年度においては前年度と同様、「学生の現況にかかる情報、ならびに授業運営の知識と

経験の共有化を図ることで、教育の改善と充実を目指す」という活動目標を掲げ、それを実施し

た。ただし新型コロナウイルスの影響により前期の活動を制約せざるを得ず、結果として活動が

後期に集中することになってしまったことは否めない。

　また、対面での活動を抑制する必要があることから、従来の活動の形態を変更する必要に迫ら

れたものも多かった。対面と遠隔では得られる効果に大きな違いがあり、その調整が必ずしもう

まくいかなかったことは大きな反省材料である。

　なお、前年度から「内部質保証」の取り組みとして、成績評価基準に関する検討を行うように

なった。今年度からは検討のポイントをより明確にしたことで、意識の浸透も進んだのではない

かと考えている。

　以下、取り組みについて具体的に報告する。

1）初年次教育研究会の開催（FD/SD）

　法学部では、質の高い初年次教育のあり方を集中的に議論するための研究会（初年次教育研究

会）を 6年前から定期的に開催しており、一定の成果を挙げている。第 1回会合では、a）初年

次生の文章作成能力の現状分析とその結果の共有、b）得られた知見を授業へフィードバックす

る方法の検討、c）GPS-Academic を用いた学生の能力把握とそれに基づく初年次教育の手法の

構築、というテーマについて議論を重ねた（12/ 9 開催）。また、第 2回会合では、上記 aに加え、

初年次教育の中核に位置付けられている「法学入門」の講義のあり方について意見を交換した

（ 3月開催予定）。【←①学生の学修成果を可視化する取組に基づく教育改善、②内部質保証、③

その他学部独自の取組（SD含む）】

2）小論文課題の実施と講評会の開催（FD）

　「学びのコミュニティ創出支援事業」と連動させる形で、初年次生を対象にした小論文課題を10

月下旬から実施しており、その講評会を 1 / 7に開催した。【←③その他学部独自の取組（SD含む）】

3）外部機関を用いた学生意識調査の実施（FD/SD）

　大学教育開発センターの協力を得て、ベネッセ i キャリアが提供するGPS-Academic を 4 ～

6 月にかけて実施しており、WebClass を用いてこのテストの意義と大学での学びにそれをどう

生かすかに関するオンライン講演会を開催した。また、12月にはこの調査によって得られたデー

タをより精緻に分析した結果にかかる会合を開催した（12/ 9 開催）。【←①学生の学修成果を可

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 法学部	 ）
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視化する取組に基づく教育改善】

4）成績評価の平準化について（FD/SD）

　学部にかかる授業科目のGP分布を算出し、現状について周知を行った。その際、履修者数に

着目して分析を行うことで、履修者数が多い科目ほど遠隔授業において成績評価が上振れする傾

向にあることが分かり、特にこの点に関しての問題意識を共有した。【←①学生の学修成果を可

視化する取組に基づく教育改善、②内部質保証】

2 ．今後の課題、方向性

　本学部においては、とりわけ初年次教育研究会を中心としたFD/SD活動が定着しつつあり、

教員間の授業運営にかかる意識と知識の共有はかなりの程度において進んできている。ただし新

型コロナウイルス問題の影響は大きく、従来の対面を前提としたFD/SD活動では不十分ではな

いかという問題意識を有している。

　そこで次年度は、従来通り学修成果の検証にかかる取り組みに特に重点を置きつつも、対面と

遠隔の効果の違いについての検証をより一層進めたいと考えている。とはいえ、基本的には大き

く体制を変化させることなく、これまでの成果をさらに発展させる方向での活動を行いたい。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1
令和 3年
4月 1日～ 5月30日

GPS-Academic の実施 FD・SD
【実施主体】
FD・SD委員会

2 令和 3年 7月 1日
GPS-Academic の結果を学びにどう
生かすかにかかる学生向けオンライ
ン講演会の実施

FD
【実施主体】
FD・SD委員会

3 令和 3年 9月16日
成績基準の平準化にかかる会合の実
施

FD・SD

【出席者】伊川、伊藤（亮）、植木、
仮屋、河北、川元、近藤、佐藤、
庄村、髙松、二本柳、野上、野口、
日比野、平井、前田、松田（恵）、
松本、柳澤（武）、柳沢（雄）、吉行、
渡邊、高橋、田中、山田、足立、川原、
川元、北見、久米、笹岡、代田、
杉浦、滝谷、仁井田、萩野、長谷川、
松田（真）、山口、小山田、仲

4 令和 3年12月 9 日 第 1回初年次教育研究会の実施 FD・SD

【出席者】足立、伊川、植木、河北、
川原、仮屋、川元、北見、久米、
庄村、代田、高橋、仁井田、野口、
萩野、長谷川、松田（真）、松本、
山口、柳澤（武）、柳沢（雄）、渡邊

5 令和 4年 1月 7日 小論文講評会の実施 FD
【実施主体】
FD・SD委員会
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

6 令和 4年 3月11日 第 2回初年次教育研究会の実施 FD・SD

【出席者】伊川、植木、河北、仮屋、
北見、久米、近藤、佐藤（一）、
庄村、代田、滝谷、仁井田、野口、
平井、前田、松本、山口、柳澤（武）、
柳沢（雄）、山田、渡邊、武末
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1 ．令和 3年度の活動報告

　従来、法学研究科においては、研究科の運営に関する議論とFD・SD活動との区別は必ずし

も明確なものではなかった。これを改めるべく、令和 3年度から、新たに「大学院委員会」と「FD・

SD研究会」を発足させた。 3ポリシーの検討・これに基づく研究科の運営（教務・入試など）・

関連する制度の検討や見直しについては、「学部等評価委員会」または「大学院委員会」で予備

的な審議を行った上で、従来どおり「研究科委員会」で審議を行うこととした。これとは別に、「教

育の質保証」やコースワーク・リサーチワークに関する各教員の取り組みなど、純粋にFD・SD

活動に分類される内容について、「FD・SD研究会」で情報の共有や検討を行うこととした。

　以下は、この「FD・SD研究会」の記録のみを報告する。

2 ．今後の課題、方向性

　今年度のFD・SD研究会で明らかになった課題は、何より、各教員による教育活動の改善に

資することが期待される。加えて、研究科全体の運営に関わる課題については、翌年度の事業計

画書に反映させ、翌年度に順次、「学部等評価委員会」または「大学院委員会」での審議を経て、

「研究科委員会」で審議する。

　FD・SD活動自体の課題としては、第 1に、今年度に続き来年度も、適宜「FD・SD研究会」

を開催し、「教育の質保証」や各教員の教育活動に関する情報と課題の共有を行う。第 2に、平

成31年度より変更となった博士後期課程のカリキュラム（コースワークとリサーチワークの区分

の明確化を柱とする）が、令和 3年度をもって完成年度を迎えるため、翌令和 4年度に、その効

果を検証する。

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 法学研究科	 ）
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3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 9月30日
第 1回 FD・SD研究会
・修士課程のコースワークについて
・大学院の教育の質保証について

FD・SD

伊川、伊藤（亮）、植木、仮屋、
河北、川元、近藤、佐藤、庄村、
髙松、二本栁、野上、野口、日比野、
平井、前田、松田（恵）、松本、
柳澤（武）、柳沢（雄）、吉行、渡邊、
北見、代田、杉浦、川原、滝谷、
仁井田、萩野、長谷川、松田（真）、
山口

2 令和 3年11月25日

第 2回 FD・SD研究会
・カリキュラムポリシー
・ディプロマポリシーとシラバス
・�修士課程のリサーチワーク：修士
論文報告会の定例化
・�博士後期課程のコースワーク（平
成31年度導入）とリサーチワーク
・その他「大学院教育・研究の質保証」

FD・SD

伊川、伊藤（博）、植木、仮屋、
河北、川元、近藤、佐藤、庄村、
髙松、二本栁、野上、野口、日比野、
平井、前田、松田（恵）、松本、
柳澤（武）、柳沢（雄）、吉行、渡邊、
北見、代田、杉浦、川原、滝谷、
仁井田、萩野、長谷川、松田（真）、
山口

3 令和 4年 2月16日
第 3回 FD・SD研究会
予定している議題：修士論文審査結
果及び修了判定の検討

FD・SD

伊川、伊藤（亮）、植木、仮屋、
河北、川元、佐藤、髙松、二本栁、
野上、野口、日比野、平井、前田、
松 田（恵）、 松 本、 柳 澤（武）、�
柳沢（雄）、吉行、渡邊、北見、
代田、杉浦、川原、滝谷、仁井田、
萩野、長谷川、松田（真）、山口
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1 ．令和 3年度の活動報告

①学修成果を可視化する取組

・�2021年度第 1回経営学部FD・SD研修会において、本年度も「学修成果可視化の外部調査

（PROGテスト）」の実施を決定した。

・�2021年度第 3回経営学部FD・SD研修会において、「学修成果可視化の外部調査（PROGテ

スト）」の実施形態、実施体制と役割分担、受験対象、周知方法について決定した。

・�経営学部懇談会の援助によって、簿記・情報処理・TOEIC 他の各種資格取得を促している。

・�専門ゼミナール単位での、インゼミ他に参加することを支援している。

②学部独自の取組

（i）学生の主体的な学びに関する取組、かつ、多様な学修経験に関する取組

・�「学びのコミュニティ創出支援事業」の資金的支援によって、「ビジネスモデル」の構築能力

の形成、「会計実務能力」の形成などの事業を実施した。ただし、今年度前期は、新型コロ

ナウイルス感染拡大によって、大きな影響を受けることになった。

・�FSP 講座を 4社の協力により「基礎ゼミナール」（ 1年配当） 4クラスで実施した。

（ⅱ）カリキュラム改正検討委員会の設置

・�現行カリキュラムの問題点を検討し、より質の高い教育を可能とするカリキュラムの策定を

行うためにカリキュラム改正検討委員会を設置し、議論を進めている。

2 ．今後の課題、方向性

　名城大学および経営学部が目指す「生涯学びを楽しむ」「学びのコミュニティを創り広げる」た

め、継続的な産学連携を可能とする（特定の個人に依存しない）制度的な受け皿の形成が課題と

なっている。そして、学部の取組については、今後も PDCAサイクルを推進する組織として、

FD・SD委員会とGP等教育支援プロジェクト委員会を一体化し、実学としての経営学部の教育

についてFD活動を進めていく。

　同委員会は、学部長・協議員・両学科長・キャリア委員・教務委員・FD委員（オブザーバー

として事務長）をメンバーとして、毎月 1回の開催を目安に招集し、その都度、学部のGP/

FD・SD活動の年度計画の PDCA活動を行うとともに、教授会開催前に、全構成員で教育改善

のための議論を行っている。

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 経営学部	 ）
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3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1
【教授会】
第 1回
令和 3年 4月 8日

障がい等を理由とする修学支援につ
いて、情報倫理教育の実施について、
「（一社）SCCC・リアルタイム経営推
進協議会　JIT 本社力養成スクール」
共催について、カリキュラム改正検
討委員会報告について、地域経済デー
タ・プラットフォーム活用説明会に
ついて

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、田中、西垣、
東田、堀川、堀畑、村松、山岡、
桑島、高山、中川、山本、山田、
木下、榊原（委任者：澤田（貴）
には別途資料配布）

2

【FD・SD研修会】
2021年度
第 1回
令和 3年 4月22日

PROGテストの実施結果について FD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、田中、西垣、
東田、堀川、堀畑、村松、山岡、
桑島、高山、中川、山本（委任者：�
澤田（貴）には別途資料配布）

3
【教授会】
第 2回
令和 3年 4月22日

障がい等を理由とする修学支援につ
いて、数理・データサイエンス・AI
に関連する科目の設置について

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、田中、西垣、
東田、堀川、堀畑、村松、山岡、
桑島、高山、中川、山本、山田、
木下、榊原（委任者：澤田（貴）
には別途資料配布）

4

【FD・SD研修会】
2021年度
第 2回
令和 3年 5月27日

学びのコミュニティ創出支援事業の
支援額について、2020年度自己点検・
評価報告書を踏まえた本年度の課題
について、「FD・SDを推進する組織」
の活動における令和 3年度共通課題
について、ららぽーと社会連携事業
について、「（一社）SCCC・リアルタ
イム経営推進協議会　JIT 本社力養
成スクール　キックオフ研修会」、
FSP の実施状況について

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
橋場、宮崎、柳田、相川、東、
五十畑、澤田（慎）、村上、新美、
大西、澤田（貴）、西垣、東田、
堀川、堀畑、村松、山岡、桑島、
高山、中川、山本、山田、木下、
榊原（委任者：長尾、槇野、田中
には別途資料配布）

5
【教授会】
第 5回
令和 3年 6月10日

障がい等を理由とする修学支援につ
いて

SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
西垣、東田、堀川、堀畑、村松、
山岡、桑島、高山、中川、山本（委
任者：田中には別途資料配布）

6
【教授会】
第 7回
令和 3年 7月 8日

成績不振者の対象基準について、令
和 4年度　学位授与方針対応表等を
用いた教育課程の自己点検の実施に
ついて

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、堀畑、
村松、山岡、桑島、高山、中川、
山本、深川、木下、榊原
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

7

【FD・SD研修会】
2021年度
第 3回
令和 3年 7月29日

「ゆとりーとライン活性化プロジェク
ト」への参加募集について、PROG
テストの実施について、FSP の実施
状況について

FD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、堀畑、
村松、山岡、桑島、高山、中川、
山本

8
【教授会】
第 8回
令和 3年 7月29日

2021年度経営学部新規開校科目につ
いて（（特Ⅰ）データサイエンス・
AI 入門）、ゆとりーとライン沿線の
魅力発信事業に関する令和 3年度連
携協定書について、産官学連携「JIT
経営本社力養成スクール」例会第 1
回講座について

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、堀畑、
村松、山岡、桑島、高山、中川、
山本、深川、木下、榊原

9

【FD・SD研修会】
2021年度
第 4回
令和 3年 9月 2日

教員間もしくは授業科目間の成績評
価基準の平準化に係る検討について

FD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
橋場、槇野、宮崎、柳田、相川、東、
五十畑、澤田（慎）、村上、新美、
大西、澤田（貴）、西垣、東田、
堀畑、村松、山岡、桑島、高山、
中川、山本（委任者：長尾、田中、
堀川には別途資料配布）

10
【教授会】
第 9回
令和 3年 9月 2日

成績不振者の対応について、障がい
等を理由とする修学支援について、
令和 4年度　学位授与方針対応表等
を用いた教育課程の自己点検の実施
について

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
橋場、槇野、宮崎、柳田、相川、東、
五十畑、澤田（慎）、村上、新美、
大西、澤田（貴）、西垣、東田、
堀畑、村松、山岡、桑島、高山、
中川、山本、深川、木下、榊原（委
任者：長尾、田中、堀川には別途
資料配布）

11
【教授会】
第10回
令和 3年 9月18日

障がい等を理由とする修学支援につ
いて

SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、堀畑、
村松、山岡、桑島、高山、中川、
山本、深川、木下、榊原

12

【FD・SD研修会】
2021年度
第 5回
令和 3年10月14日

PROGテストの実施について FD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
西垣、東田、堀川、堀畑、村松、
山岡、桑島、高山、中川、山本、
深川、木下、榊原（委任者：田中
には別途資料配布）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

13
【教授会】
第11回
令和 3年10月14日

障がい等を理由とする修学支援につ
いて

SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
西垣、東田、堀川、堀畑、村松、
山岡、桑島、高山、中川、山本、
深川、木下、榊原（委任者：田中
には別途資料配布）

14
【教授会】
第12回
令和 3年10月28日

定期試験監督・補助監督・追試験監
督のあり方について

SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、堀畑、
村松、山岡、桑島、高山、中川、
山本、深川、木下、榊原

15
【教授会】
第13回
令和 3年11月11日

「MS-26戦略プラン（部署版）」「2022
年度事業計画書（部署版）」について

FD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、村松、
山岡、桑島、高山、中川、山本、
深川、木下、榊原（欠席者：堀畑
には別途資料配布）

16
【教授会】
第14回
令和 3年11月25日

障がい等を理由とする修学支援につ
いて、国際FW2022年度日程につい
て

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
西垣、東田、堀川、堀畑、村松、
山岡、桑島、高山、中川、山本、
深川、木下、榊原（委任者：田中
には別途資料配布）

17

【FD・SD研修会】
2021年度
第 6回
令和 3年12月 2 日

PROGテストの実施とフィードバッ
クの返却について、「輝く女性講演会」
の実施について、「マナー講座」の実
施について、「キャリア特論」事前説
明会について、「ビジネスモデル・ワー
クショップ（BMW）」の開催につい
て、ららぽーと社会連携事業につい
て

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、堀畑、
村松、山岡、桑島、高山、中川、
山本、深川、木下、榊原

18
【教授会】
第16回
令和 3年12月23日

教員業績評価の評価項目・評価基準
等について

FD・SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
西垣、東田、堀川、村松、山岡、
桑島、高山、中川、山本、深川、
木下、榊原（委任者：田中、欠席
者：堀畑には別途資料配布）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

19
【教授会】
第20回
令和 4年 2月28日

ハラスメント防止研修について SD

伊藤、瀬川、田澤、田代、鳥居、
長尾、橋場、槇野、宮崎、柳田、
相川、東、五十畑、澤田（慎）、
村上、新美、大西、澤田（貴）、
田中、西垣、東田、堀川、村松、
山岡、桑島、高山、中川、山本、
深川、木下（欠席者：堀畑には別
途資料配布）
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1 ．令和 3年度の活動報告

①研究科独自の取組

・後期に修士論文事前報告会を実施。

2 ．今後の課題、方向性

　入学定員確保に向けて、学生確保における日本語運用力問題解決の試みを含め、海外協定校と

の連携強化および愛知県社会保険労務士会等との連携強化の他、学内の他研究科との連携につい

ても協議する。また、学生の学修成果を可視化する取組として、学部における「学修成果可視化

の外部調査（PROGテスト）」の結果を踏まえ、大学院における学修成果可視化の外部調査導入

の検討（予算措置含む）を行う。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月 8日

令和 3年度経営学研究科修士課程指
導教員について、2021年度（ 9月）
修士学位論文提出要領について、令
和 3年度経営学研究科博士課程指導
教員について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、長尾、西垣、
橋場、東田、宮崎、柳田、山本�
（委任者：鳥居、堀川には別途資
料配布）

2 令和 3年 5月13日

9 月修了修士学位論文事前報告会に
ついて、令和 4年度学位授与方針対
応表等を用いた教育課程の自己点検
の実施について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本

3 令和 3年 5月27日
2021（令和 3）年度大学院学業優秀
奨学生候補者の選考について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、西垣、橋場、
東田、堀川、宮崎、柳田、山本�
（委任者：田中、長尾には別途資
料配布）

4 令和 3年 6月10日
2021（令和 3）年度大学院学業優秀
奨学生候補者の選考について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、長尾、西垣、
橋場、東田、堀川、宮崎、柳田�
（委任者：田中、山本には別途資
料配布）

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 経営学研究科	 ）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

5 令和 3年 6月24日

2021年度後期追加（変更）履修登録
について、令和 3年度（ 9月修了）
修士学位論文審査委員及び審査日程
案、2022年度学位授与方針対応表に
ついて、2021年度秋季入学生オリエ
ンテーションについて

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本

6 令和 3年 7月 8日
2021年度大学院奨学生（特別奨学生）
対象者について、2022年度学位授与
方針対応表について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本

7 令和 3年 7月29日

令和 3年度（ 9月修了）修士学位論
文審査および修了判定について、
2022年度学位授与方針対応表につい
て

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
山本（委任者：柳田には別途資料
配布）

8 令和 3年 9月 2日
令和 3年度修士学位論文審査日程に
ついて

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、西垣、橋場、
東田、宮崎、柳田、山本（委任者：�
田中、長尾、堀川には別途資料配
布）

9 令和 3年 9月18日
2021年度修士学位論文提出要領につ
いて

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、西垣、橋場、
東田、宮崎、柳田、山本（委任者：�
田中、長尾、堀川には別途資料配
布）

10 令和 3年10月14日
2022年度経営学研究科（修士課程）
時間割編成について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、長尾、西垣、
橋場、東田、堀川、宮崎、柳田、
山本（委任者：田中には別途資料
配布）

11 令和 3年10月28日

2022年度経営学研究科（修士課程）
時間割編成について、2021年度経営
学研究科修士学位論文事前報告会
（案）について、令和 3年度「学位論
文ワークショップ」の日程等につい
て

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、長尾、西垣、
橋場、東田、堀川、宮崎、柳田、
山本（委任者：田中には別途資料
配布）

12 令和 3年11月11日
2022年度シラバスの作成について、
「MS-26戦略プラン（部署版）」「2022
年度事業計画書（部署版）」について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

13 令和 3年11月25日
令和 3年度経営学研究科修士学位論
文一覧について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、長尾、西垣、
橋場、東田、堀川、宮崎、柳田、
山本（委任者：田中には別途資料
配布）

14 令和 3年12月 2 日

2022年度新入生オリエンテーション
（案）について、2022年度経営学研究
科時間割表（案）、中部地区単位互換
制度について、国公私単位互換制度
について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本

15 令和 4年 1月13日
大学院入学試験出題（採点）委員等
について

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、鳥居、長尾、西垣、
東田、宮崎、柳田、山本（委任者：�
田中、橋場、堀川には別途資料配
布）

16 令和 4年 1月22日

2022年度経営学研究科（修士課程）
入学試験判定について、2021年度　
修士学位論文審査委員および審査日
程案

FD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本

17 令和 4年 2月28日 ハラスメント防止研修について SD

相川、五十畑、伊藤、大西、澤田
（慎）、澤田（貴）、瀬川、高山、
田澤、田代、田中、鳥居、長尾、
西垣、橋場、東田、堀川、宮崎、
柳田、山本
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1 ．令和 3年度の活動報告

　2019年度末から新型コロナ感染症がいまだ収束には至っていない中、今年度の活動目標を「“誰

一人取り残さない”という考え方で、コロナ禍の状況に対応して、学生に十分な教育を提供する。」

とした。

　FDに関する全学的な今年度の活動方針である「学生の学修成果を可視化する取組に基づく教

育改善」については、10月から11月にかけて学部 3年生を対象として「大学生調査　ジェイ・サー

プ」を実施した。この集計結果と「カリキュラムの自己点検・評価のためのダッシュボード」の

集計結果をもとに、FD・SD懇談会にて教育改善について意見交換をして検討した。

　SDに関する重点項目としては、「遠隔講義有効活用への対応」を設定した。特に、教室規模

と受講学生数との関係で対面授業と遠隔授業を併用で実施している授業における課題と対応につ

いてFD・SD懇談会を開催して 6名からの話題提供をもとに検討した。

　今年度は、学部のFD・SD懇談会を 6回開催した。FD・SD懇談会としての実施の他にも、

教務委員会においてコロナ禍における授業実施方法などについて継続的に検討し、教授会で認識

の共有をおこなった。特にコロナ禍において年度始めの導入教育の重要性が増していると考えら

れるため、教務委員会を中心に次年度の 1年生向け新入生ガイダンスと各学年のガイダンスの持

ち方について検討して準備を進めている。

　この他、大学教育開発センターの主催で開催された第13～15回 FD学習会、第23回 FD・SD

フォーラムに、それぞれ 1名から14名の教員が参加した。

2 ．今後の課題、方向性

　今年度に引き続き、次年度も、コロナ禍という状況の中で学生に必要な教育を提供することを

FD・SD活動においても最優先として対応していく。具体的には学部でのFD・SD懇談会を継

続的に開催して情報の収集や意見交換、対応の協議をしていく。一部授業については、次年度も

遠隔授業での実施の可能性もある。そのため授業実施レベルでは、今年度の経験をもとに効果的

な遠隔授業の授業実施方法についての共有をはかる。

　学生の学修成果の可視化については、引き続き「大学生調査　ジェイ・サープ」を実施する。

大学で実施する学生アンケートや卒業時アンケートの結果とも合わせて、特に課題を把握するこ

とで教育改善につなげていく。

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 経済学部	 ）
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3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月22日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：卒業生アンケート結
果について」

FD・SD

李、伊藤（健）、井内、太田、大瀧、
折原、川森、岸川、岸野、斎藤、
佐土井、渋井、神野、杉本、谷村、
名和、西山（賢）、松尾、蓑輪、
焼田、山田、山本、浅岡（23名）

2 令和 3年 5月24日

経済学部FD・SD委員会・経済学研
究科FD・SD委員会「テーマ：2021
年度の FD・SD活動」（今年度の活動
計画の策定）

FD・SD
新井、伊藤（志）、伊藤（健）、折原、
渋井、杉本、名和（ 7名）

3 令和 3年 5月27日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：2021年度の FD・SD
活動」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、井内、太田、
大瀧、折原、勝浦、川森、小泉、
岸川、岸野、斎藤、佐土井、渋井、
神野、杉本、谷村、名和、西山（賢）、
西山（徹）、松尾、蓑輪、焼田、
山田、山本（26名）

4 令和 3年 7月20日
第13回 FD学習会「数理・データサ
イエンス・AI 教育の必要性と実践」
（大学教育開発センター）

FD 伊藤（健）、太田、勝浦（ 3名）

5 令和 3年 8月25日
第14回 FD学習会「大学で教えるた
めのルーブリック（基礎編）」（大学教
育開発センター）

FD 山本（ 1名）

6 令和 3年 9月 2日
第15回 FD学習会「大学の授業運営
における著作権への考え方」（大学教
育開発センター）

FD
李、伊藤（健）、勝浦、佐土井、
谷村、野口、山本（ 7名）

7
令和 3年10月13日
� ～11月20日

「大学生調査ジェイ・サープ」実施 FD・SD ―

8 令和 3年11月 4 日

第23回 FD・SDフォーラム「内部質
保証の実質化と恒常化を目指して―
認証評価を目前に考える―」（大学教
育開発センター）

FD・SD

伊藤（健）、勝浦、岸川、小泉、
斎藤、佐土井、澤田、渋井、杉本、
谷村、野口、焼田、山田、山本�
（14名）

9 令和 3年11月24日

経済学部FD・SD委員会・経済学研
究科FD・SD委員会「テーマ：2021
年度の FD・SD活動」（今年度の年度
途中での進捗状況の把握）

FD・SD
新井、伊藤（志）、伊藤（健）、折原、
渋井、杉本、名和（ 7名）

10 令和 3年11月25日

経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：①シラバスの書き方
について、②「MS-26戦略プラン（部
署版）」「2022年度事業計画書（部署
版）」について」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、伊藤（志）、
井内、太田、大瀧、折原、勝浦、
川森、岸川、岸野、小泉、斎藤、
佐土井、澤田、渋井、神野、杉本、
谷村、名和、西山（賢）、西山（徹）、
野口、松尾、蓑輪、焼田、山田、
山本、薄井（30名）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

11 令和 3年12月16日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：対面授業と遠隔授業
の併用実施における課題と工夫」

FD

新井、李、伊藤（健）、井内、太田、
大瀧、折原、勝浦、川森、岸川、
岸野、小泉、斎藤、佐土井、澤田、
渋井、神野、杉本、谷村、名和、
西山（賢）、西山（徹）、野口、松尾、
蓑輪、焼田、山田、山本、薄井�
（29名）

12 令和 4年 2月22日
経済学部・経済学研究科FD・SD委
員会「テーマ：年度内に実施する取
り組み」

FD・SD
新井、伊藤（健）、伊藤（志）、折原、
渋井、杉本、名和（ 7名）

13 令和 4年 2月25日

経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：大学生調査（ジェイ・
サープ）とダッシュボードから考え
る経済学部の教育」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、伊藤（志）、
井内、太田、大瀧、折原、勝浦、
川森、岸川、岸野、小泉、斎藤、
佐土井、澤田、渋井、神野、杉本、
谷村、名和、西山（賢）、西山（徹）、
野口、松尾、蓑輪、焼田、山田、
山本、薄井（30名）

14 令和 4年 3月11日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：コロナ禍のゼミナー
ル・研究活動」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、伊藤（志）、
井内、大瀧、折原、川森、岸川、
岸野、斎藤、佐土井、澤田、渋井、
神野、杉本、谷村、名和、西山（賢）、
西山（徹）、野口、松尾、蓑輪、
山田、山本、薄井（26名）
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1 ．令和 3年度の活動報告

　2019年度末からの新型コロナ感染症の感染がいまだ収束に至っていない中、大学院経済学研究

科では、FD・SD活動に関する今年度の活動方針・目標として、“誰一人取り残さない”という

考え方で、「コロナ禍の状況に対応して、大学院生に十分な教育を提供する」こととした。

　研究科委員会では、学務センター・学部事務室・学内の様々な部署と協力して、継続的に状況

把握に努め、情報を共有しつつ対応を進めた。また、学部と合同でFD・SD懇談会を継続的に

開催するとともに、年度末には研究科の教育全般をテーマとする研究科FD・SD懇談会を開催

した。

　このほか、大学教育開発センターの主催で開催された第13～15回 FD学習会、第23回 FD・

SDフォーラムに、それぞれ 1名から14名の教員が参加した。

2 ．今後の課題、方向性

　今年度に引き続き、次年度も、コロナ禍という状況の中で、大学院生に必要な教育を提供する

ことをFD・SD活動においても最優先として対応していく。本研究科は大学院生の人数が多く

ないため、講義科目・演習科目の担当教員が日常的に連携することが、より重要と考えている。

また、研究科でのFD・SD懇談会を継続的に開催して情報の収集や意見交換、対応の協議をし

ていく。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月22日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：卒業生アンケート結
果について」

FD・SD

李、伊藤（健）、井内、太田、大瀧、
折原、川森、岸川、斎藤、佐土井、
渋井、杉本、谷村、名和、西山（賢）、
松尾、蓑輪、焼田、山田、山本、
浅岡（21名）

2 令和 3年 5月24日

経済学部FD・SD委員会・経済学研
究科FD・SD委員会「テーマ：2021
年度の FD・SD活動」（今年度の活動
計画の策定）

FD・SD
新井、伊藤（志）、伊藤（健）、折原、
渋井、杉本、名和（ 7名）

3 令和 3年 5月27日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：2021年度の FD・SD
活動」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、井内、太田、
大瀧、折原、勝浦、川森、岸川、
斎藤、佐土井、渋井、杉本、谷村、
名和、西山（賢）、西山（徹）、松尾、
蓑輪、焼田、山田、山本、浅岡�
（24名）

FD・SD活動報告
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

4 令和 3年 7月20日
第13回 FD学習会「数理データサイ
エンス・AI 教育の必要性と実践」（大
学教育開発センター）

FD 伊藤（健）、太田、勝浦（ 3名）

5 令和 3年 8月25日
第14回 FD学習会「大学で教えるた
めのルーブリック（基礎編）」（大学教
育開発センター）

FD 山本（ 1名）

6 令和 3年 9月 2日
第15回 FD学習会「大学の授業運営
における著作権への考え方について」
（大学教育開発センター）

FD
李、伊藤（健）、勝浦、佐土井、
谷村、野口、山本（ 7名）

7 令和 3年11月 4 日

第23回 FD・SDフォーラム「内部質
保証の実質化と恒常化を目指して―
認証評価を目前に考える―」（大学教
育開発センター）

FD・SD
伊藤（健）、勝浦、岸川、斎藤、
佐土井、渋井、杉本、谷村、野口、
焼田、山田、山本（12名）

8 令和 3年11月24日

経済学部FD・SD委員会・経済学研
究科FD・SD委員会「テーマ：2021
年度の FD・SD活動」（今年度の年度
途中での進捗状況の把握）

FD・SD
新井、伊藤（志）、伊藤（健）、折原、
渋井、杉本、名和（ 7名）

9 令和 3年11月25日

経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：①シラバスの書き方
について、②「MS-26戦略プラン（部
署版）」「2022年度事業計画書（部署
版）」について」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、伊藤（志）、
井内、太田、大瀧、折原、勝浦、
川森、岸川、斎藤、佐土井、渋井、
杉本、谷村、名和、西山（賢）、
西山（徹）、野口、松尾、蓑輪、
焼田、山田、山本、薄井（26名）

10 令和 3年12月16日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：対面授業と遠隔授業
の併用実施における課題と工夫」

FD

新井、李、伊藤（健）、井内、太田、
大瀧、折原、勝浦、川森、岸川、
斎藤、佐土井、渋井、杉本、谷村、
名和、西山（賢）、西山（徹）、野口、
松尾、蓑輪、焼田、山田、山本、
薄井（25名）

11 令和 4年 2月22日
経済学部・経済学研究科FD・SD委
員会「テーマ：年度内に実施する取
り組み」

FD・SD
新井、伊藤（健）、伊藤（志）、折原、
渋井、杉本、名和（ 7名）

12 令和 4年 2月25日

経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：大学生調査（ジェイ・
サープ）とダッシュボードから考え
る経済学部の教育」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、伊藤（志）、
井内、太田、大瀧、折原、勝浦、
川森、岸川、斎藤、佐土井、渋井、
杉本、谷村、名和、西山（賢）、
西山（徹）、野口、松尾、蓑輪、
焼田、山田、山本、薄井（26名）

13 令和 4年 3月11日
経済学部・経済学研究科FD・SD懇
談会「テーマ：コロナ禍のゼミナー
ル・研究活動」

FD・SD

新井、李、伊藤（健）、伊藤（志）、
井内、大瀧、折原、川森、岸川、
斎藤、佐土井、渋井、杉本、谷村、
名和、西山（賢）、西山（徹）、野口、
松尾、蓑輪、山田、山本、薄井�
（23名）
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1 ．令和 3年度の活動報告

　学部教育に必要な学生の基礎学力向上と教育改善を推進し，学生が満足できる教育体制の構築

を目的とした．具体的な取り組みとして，基礎演習科目の履修促進，数学相談室・物理相談室の

開設などを行い，目標とする基礎学力向上，教育改善への取り組みを引き続き進める．さらに，

教員の学生指導能力向上に関わる教育フォーラム（FD・SDフォーラム）への参加を促した．ま

た，各学科のFD・SD会議の活動を強化し，推進組織である教育改善委員会で各学科のFD・

SD会議議事録を集約した．今後，各学科FD・SD会議の活動内容を検討し，連携を図る．

　「学生の学修成果を可視化する取組」としては，JSAAP，�PROG，�GPS-Academic を用いた外部

機関による調査を行っている．ただし，理工学部には11の学科があり，統一的な外部調査を実施

するのではなく，先にあげた 3つの外部調査機関が実施する調査方法の有効性判断を含め，各学

科が独自に外部調査方法を選択し，実施している．選択した外部調査方法は JSAAP（数学科，

材料機能工学科，機械工学科：以上 3年次実施），PROGテスト（電気電子工学科，応用化学科，

交通機械工学科，メカトロニクス工学科，社会基盤デザイン工学科，環境創造工学科，建築学科），

GPS-Academic（情報工学科）である．将来的には理工学部全体として同一の学修成果調査方法

を選定し，学科間で連携が取れるように各学科のFD・SD会議の母体となる教育改善委員会で

検討を進めていきたい．

　理工学部では基礎学力に自信がない新入学生向けに数学・物理学・化学・英語の基礎演習科目

を置くとともに，数学・英語に関してはさらに発展的な内容を勉強できるよう基礎演習（アドバ

ンストコース）科目も開講している．入学時に，数学習熟度診断テストを実施し，学生が自ら習

熟度の判断ができるように診断テストの点数により，これらの科目の活用を促すように指導した．

　例年，数学相談室，物理相談室の運営状況は教育改善委員会で報告され，実施結果等に基づき，

今後の実施方法等について，検討を行っている．

2 ．今後の課題、方向性

　学修成果の追跡調査は，教育を改善していく上で重要な情報を与える．そのためには，複数年

次にわたり個々の学生の調査を実施することが必要となる．現在，各学科が独自に外部調査を実

施し，その有効性を判断している段階である．このような中で，FD・SDに取り組む教育改善委

員会としては，学部全体としての方向性を示し，統一した学修成果可視化の調査が必要かどうか

を検討する必要があり，今後の課題としたい．

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 理工学部	 ）
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　現在，各学科のFD・SD会議は順調に機能しており，個々の課題解決に向けた検討がなされ

ている．多様な学科から成る理工学部では，このような個別会議は重要な役割を果たす．しかし，

それらを取りまとめる教育改善委員会では，共通の課題を設定して理工学教育の改善に反映して

いきたい．

3 ．活動記録

回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

1 令和 3年 4月15日

令和 3年度教育改善委員会名簿の確
認および副委員長の任命について，
令和 2年度第12回大学教育開発セン
ター委員会報告について，令和 3年
度物理相談室について，令和 3年度
理工学部および理工学研究科の事業
計画について

FD・SD

児玉，山中，鍛治，宇佐見，田崎，
赤堀，坂東，古川，前川，大原，
中村，片桐，谷田，松村，大久保�
（教員計15名）鈴木（職員計 1名）

2 令和 3年 7月29日

スタッフ・ディベロップメント（SD）
の 課 題 に つ い て，MEC（Meijo�
EnCouraging）プログラムの対象に
ついて，MECプログラムの基礎診断
テストについて，入学前オリエンテー
ションについて，大学教育開発セン
ター委員会（第 3回）の報告につい
て

FD・SD

児玉，加鳥，山中，鍛治，宇佐見，
田崎，赤堀，坂東，古川，前川，
大原，中村，片桐，谷田，松村，
大久保（教員計16名）東海林，藤井
（職員計 2名）

3 令和 3年10月21日

令和 4年度予算要求について，附属
高校特別推薦入学者への入学前指導
について，令和 3年度前期数学相談
室の利用状況報告および後期数学相
談室について，令和 3年度 FD・SD
活動報告書（中間）について，第 4・
5・ 6・ 7回大学教育開発センター
委員会報告について

FD・SD

児玉，山中，鍛治，宇佐見，田崎，
赤堀，坂東，古川，前川，中村，
片桐，谷田，松村，大久保（教員
計14名）東海林，橘（職員計 2名）

4 令和 3年12月16日

学生面談の記録方法について，教養
教育（G科）からの教育改善委員選
出における任用ルールの変更につい
て，令和 3年度各学部・研究科等に
おけるFD・SD活動報告の作成につ
いて，線形代数及び微分積分の再試
験対象者への補講実施・課題提出に
替わる対応について，数学相談室の
運営体制について

FD・SD

児玉，山中，鍛治，宇佐見，田崎，
赤堀，坂東，古川，前川，中村，
片桐，谷田，松村，大久保（教員
計14名）東海林，橘（職員計 2名）

各学科FD・SD会議

数学科　FD・SD会議

1 令和 3年 6月24日 前期数学相談室について FD・SD

植松，内村，大西，鍜治，許斐，
佐藤，柴田，鈴木，土田，冨田，
長郷，橋本，日比野，前野，三町，
村瀬（16名）
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回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

2 令和 3年 9月 9日
教員間もしくは授業科目間の成績評
価基準の平準化に係る検討について

FD・SD

植松，内村，大西，小澤，鍜治，
許斐，佐藤，柴田，鈴木，土田，
冨田，長郷，橋本，日比野，前野，
三町，村瀬（17名）

3 令和 3年12月23日 後期数学相談室について FD・SD

植松，内村，大西，小澤，鍜治，
許斐，佐藤，柴田，鈴木，土田，
冨田，長郷，橋本，日比野，前野，
三町，村瀬（17名）

情報工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日

新入生向けスタートアップセミナー
について，リフレッシュセミナーの
アンケート集計結果の報告，PC必携
化に関するアンケート中間報告，学
生向け学科アカウントに関する報告

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎（記録），坂野，水沼，向井，
柳田，山田（啓），山田（宗），山本，
吉川，米澤（計19名）

2 令和 3年 4月22日

新入生パソコン・インターネット環境
調査結果，遠隔講義困難科目と学外実
施科目の調査，濃厚接触者の連絡につ
いて，学科 ICT関連，スタートアッ
プセミナー発表会，実験室の後始末

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，水沼，向井，柳田，
山田（啓），山田（宗），山本，吉川，
米澤（記録）（計19名）

3 令和 3年 5月13日

実験室整備計画と予算執行について，
「情報工学の世界」オープンラボ日程
と実施方法，AWS�Educate・卒業研
究向けクラスについて，数理・デー
タサイエンスについて，コロナに関
連した研究室学生の管理について

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎（記録），坂野，水沼，向井，
柳田，山田（啓），山田（宗），山本，
吉川，米澤（計19名）

4 令和 3年 5月27日
情報工学実験 III で使用する新教材検
討用の物品購入，「情報工学の世界」
オープンラボの実施方法

FD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，水沼，向井，柳田，
山田（啓），山田（宗），山本，吉川，
米澤（記録）（計19名）

5 令和 3年 6月10日 ITエンジニア育成プロジェクト SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

6 令和 3年 6月24日
教育改善委員会審議事項，フレッシュ
マンセミナー関連

SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

7 令和 3年 7月15日

ゼミナール・配属関連，後期の授業
の開講方法の調査，Google ドライブ
のセキュリティアップデートの適用
について，ハッカソン・コンテスト
関係の周知，2022年度授業時間割の
チェック

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）
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回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

8 令和 3年 9月 9日

教育改善委員会審議事項，TOEIC-IP
試験，GPS-Academic，研究室配属お
よびゼミナール，後期の講義教室の
修正，成績不振者面談，JPHACKS2021
について

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

9 令和 3年 9月30日
令和 4年度教育課程編成方針に係る
検討について

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

10 令和 3年10月14日
学習成果可視化およびMECプログ
ラムについて

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

11 令和 3年12月23日
学びのコミュニティ申請，情報工学
部ポータルサイトの提案，グローバ
ルゼミナール

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

電気電子工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 7月 9日
遠隔授業に関するアンケート実施に
ついて

FD・SD

平松，伊藤，内田，太田，熊谷，
児玉，中條，都竹，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

2 令和 3年 8月 2日 ダッシュボードの活用について FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

3 令和 3年 8月28日 2021年度前期三者面談について FD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

4 令和 3年 9月 9日 GPAを用いた成績評価に関して FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

5 令和 3年 9月30日 後期授業方法について FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

6 令和 3年10月14日
学修成果の可視化に係る外部調査に
ついて

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）
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7 令和 3年11月25日
附属高校特別推薦入学者への入学前
指導について

FD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

8 令和 3年11月12日
附属高校特別推薦入学者への入学前
指導について，ダッシュボードの活
用について

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

9 令和 4年 1月13日
コロナ禍における新しい授業の取り
組みについて

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

10 令和 4年 1月27日
誰もが安心して著作物が利用できる
環境について，2021年度活動自己点
検について

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

材料機能工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日

第 1回材料機能工学科FD・SD会
議：科学技術リテラシー（ラボツ
アー，プレゼン実習）の日程確認と
実施内容の検討，基礎学力テストの
実施内容確認，材料機能工学概論の
実施内容確認（実感教育のみ対面授
業での実施）

FD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

2 令和 3年 4月22日

第 2回材料機能工学科FD・SD会
議： 2， 3年生のグループ面談の実
施日程内容確認，ラボツアーの実施
日程内容確認，数理・データサイエ
ンス・AI に関連する科目の内容確認
と年次決定，アクティブラーニング
の実施状況と啓蒙活動報告

FD
六田，上山，竹内，宇佐美，宮嶋，
田中，今井，岩谷，服部，榎本，
赤堀（計11名）

3 令和 3年 5月27日

第 3回材料機能工学科FD・SD会
議： 2年生プレゼンテーション実習
の実施について，2，3年生のグルー
プ面談の実施状況について，本学科
および応用化学科教員との共同運営
内容の提案

FD・SD
六田，上山，竹内，宇佐美，宮嶋，
田中，今井，岩谷，服部，榎本，
赤堀（計11名）

4 令和 3年 6月10日
第 4回材料機能工学科FD・SD会
議：JABEE審査に関する審査日程お
よび内容確認

FD
六田，上山，竹内，宇佐美，宮嶋，
田中，今井，岩谷，服部，榎本，
赤堀（計11名）

5 令和 3年 6月24日

第 5回材料機能工学科FD・SD会
議：2022年度共同開講の状況説明，
学習成果の把握と可視化について
JSAAP活用と内容説明，NASを利
用した JABEE審査の効率化

FD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）
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6 令和 3年 7月 8日

第 6回材料機能工学科FD・SD会
議：コース制への移行に関する検討，
材料機能工学実験 II の成績報告と懸
念学生のリストアップ

FD・SD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

7 令和 3年 7月15日

第 7回材料機能工学科FD・SD会
議：データサイエンス・AI 入門の設
定年次決定（ 3年次前期），JABEE
審査における補助資料の作成と内容
確認ならびに改善例追加

FD・SD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

8 令和 3年 9月 9日

第 8回材料機能工学科FD・SD会
議：教員間もしくは授業科目間の成
績評価基準の平準化に関する検討，
同議題における成績分布の現状確認
及び把握，課題の有無を確認し，検
討事項以下列挙
・�コロナ禍における授業形態の変化
のため（有事），単純比較困難，平
時での比較が妥当
・�他分野の科目間での成績評価基準
の平準化は困難
・�教養・専門科目間においてGPAに
乖離あってしかるべき

FD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

9 令和 3年 9月30日

第 9回材料機能工学科FD・SD会
議：JABEE審査の評価項目の検討依
頼，卒業研究の前期取組点集計完了
報告と学生周知連絡，材料機能工学
実験Ⅲ（エンジンの組み立て）の実
験に関して他学科との装置の共同利
用の検討，卒業研究未着手の 4年生
の面談報告，キャリアアップセミナー
開催報告，フレッシュマンセミナー
開催報告

FD
六田，榎本，今井，田中，上山，
竹内，岩谷，宇佐美，服部，成塚，
赤堀，宮嶋（計12名）

10 令和 3年10月14日
第10回材料機能工学科FD・SD会
議：材料機能工学科と応用化学科の
改組に関する協議，地区懇談会の総括

FD
六田，岩谷，宇佐美，上山，竹内，
成塚，服部，宮嶋，赤堀，今井，
田中，榎本（計12名）

11 令和 3年10月28日

第11回材料機能工学科FD・SD会
議：複数教員担当科目のシラバスお
よび成績入力責任者の変更検討，新
入生オリエンテーションの説明，プ
ラクティカルイングリッシュ（ 3年
生）のコマ選択数増加の検討，研究
紹介WEB版担当者の選出，材料機
能工学科と応用化学科の改組に関す
る協議

FD
六田，岩谷，宇佐美，竹内，成塚，
宮嶋，田中，榎本，今井（計 9名）
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12 令和 3年11月25日

第12回材料機能工学科FD・SD会
議：外部評価委員会の報告，基礎ゼ
ミナール（基礎から学ぶ機械加工 1
および 2）開講の説明，JABEEの対
応表の改訂検討，新入生オリエンテー
ションおよび在学生ガイダンスの開
催説明，材料機能工学科と応用化学
科の改組に関する協議

FD
六田，服部，上山，竹内，榎本，
宇佐美，宮嶋，赤堀，今井，成塚，
田中，岩谷（計12名）

13 令和 3年12月23日
第13回材料機能工学科FD・SD会
議：データサイエンス・AI 入門の学
習教育目標対応表の確認

FD
六田，岩谷，宇佐美，服部，竹内，
宮嶋，赤堀，榎本，田中，今井，
成塚，上山（計12名）

14 令和 4年 1月13日

第14回材料機能工学科FD・SD会
議：2年次のフレッシュマンセミナー
開催説明，来年度の 1， 2年次の
TOEIC 実施の検討

FD
六田，宇佐美，成塚，田中，赤堀，
上山，宮嶋，今井，服部，竹内（計
10名）

応用化学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日

第 1回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：前期休学（SD），
校内安全環境改善（SD），学年間の
学生交流（SD），実験共通設備関連
（SD），外部評価委員（SD），MS-26
（SD），新入生啓蒙活動（SD）

SD
丸山，大脇，坂，坂東，永田，池邉，
小澤，田浦，田中，才田（計10名）

2 令和 3年 5月13日

第 2回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：大学見学会　津
島東高校（SD），安全配慮を要する
学生への対応（SD），オープンキャ
ンパス（SD），外部評価委員（SD），
教育改善関連（FD・SD），実験設備
関連（ガス集中配管）（SD），教務関
連（FD），数理・データサイエンス・
AI に関連する科目の設置（FD），カ
リキュラムWG（FD），改組検討委
員会（SD），MS-26のポスターセッ
ション（SD）

FD・SD
丸山，永田，坂，坂東，池邉，田中，
小澤，才田，田浦，大脇（計10名）

3 令和 3年 5月27日

第 3回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学科別懇談会関
連（SD）， 6月 以 降の授業形態・
PROGテストについて（SD・FD），
教務関連（FD・SD），オープンキャ
ンパス関連（SD），将来問題検討関
連（SD），実験実習費（SD）

FD・SD
丸山，池邉，大脇，小澤，才田，
田浦，田中，永田，坂東，坂（計
10名）

4 令和 3年 6月24日

第 4回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学生の面談（SD），
オープンキャンパスについて（SD），
教育改善関連（SD），カリキュラム
WG（FD）， 教 務 関 連（FD・SD），
学科予算（SD），自己点検評価（SD），
学生委員会（SD）

FD・SD
丸山，才田，坂東，田中，田浦，
小澤，池邉，坂，大脇，永田（計
10名）
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5
令和 3年 9月17日
� ～21日

第 5回応用化学科FD・SD会議（メー
ル審議）：GPAに基づく成績分布デー
タの把握および課題摘出（FD・SD）

FD・SD
丸山，才田，坂東，田中，田浦，
小澤，池邉，坂，大脇，永田（計
10名）

6 令和 3年 9月30日

第 6回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学生対応につい
て（SD），外部評価委員会（SD），就
職関連（SD），教務関連（FD），地
区懇談会（SD）

FD・SD
丸山，永田，田浦，坂，池邉，才田，
田中，小澤，大脇，坂東（計10名）

7 令和 3年10月14日

第 7回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合 同 会 議：PROGテ ス ト
（SD），将来問題検討小委員会（SD），
地区懇談会開催（SD）

SD
丸山，坂東，坂，大脇，永田，池邉，
小澤，才田，田浦，田中（計10名）

8 令和 3年11月25日

第 8回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：さくらサイエン
スプラン（SD），外部評価委員会
（SD），教務関連（FD・SD），総務関
連（SD），将来問題検討小委員会
（SD）

FD・SD
丸山，坂東，坂，大脇，永田，池邉，
才田，田浦，田中，小澤（計10名）

9 令和 3年12月 2 日

第 9回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：応用化学ゼミナー
ルオープンラボ（FD），非常勤講師
の任用（SD），R 4 年度のクラス担任
（SD），応化チャレンジの発表会
（SD），学生関係（SD），機器分析室
の使用に関して（SD），将来問題検
討会（SD）

FD・SD

丸山，永田，坂，大脇，坂東，田中，
小澤，田浦，才田，池邉（計10名）
将来問題検討会：（学部長）齊藤
先生，（協議員）児玉先生

10 令和 3年12月23日

第10回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学生関係（SD），
機器分析室の使用（SD），応化実験
時の実験ノート作成にかかわる統一
（FD）

FD・SD
丸山，坂東，坂，大脇，永田，池邉，
小澤，才田，田中，田浦（計10名）

11
令和 4年 1月 8日
� ～17日

第11回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学科機器分析室
利用について（SD），定期試験にお
けるコロナ対応（SD），R 2 棟学科使
用面積再配分について（SD）

SD
丸山，大脇，永田，坂，池邉，才田，
小澤，田中，田浦，坂東（計10名）

12
令和 4年 1月21日
� ～27日

第12回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：R 2棟の再配分
面積使用計画について（SD）

SD
丸山，大脇，永田，坂，池邉，才田，
小澤，田中，田浦，坂東（計10名）

機械工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月15日 卒業アンケートについて FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

2 令和 3年 5月27日 卒業生調査報告書について FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）
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3 令和 3年 6月10日
帝京大学FDフォーラム「大学の授
業運営における著作権への考え方に
ついて」に基づく教育改善について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

4 令和 3年 9月 9日
第13回 FD学習会「数理・データサ
イエンス・AI 教育の必要性と実践」
に基づく教育改善について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

5 令和 3年 9月 9日
教員間もしくは授業科目間の成績評
価基準の平準化に係る検討について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

6 令和 3年 9月30日
第15回 FD学習会を受講し，今後の
教育研究への活用について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

7 令和 3年11月11日

FD・SDフォーラム「内部質保証の
実質化と恒常化を目指して―認証評
価を目前に考える―」を受講し，今
後の教育研究への活用について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

交通機械工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月22日
第 1回交通機械工学科FD・SD会
議：遠隔講義終了後の対面講義対応
他について

FD・SD
加鳥，前川，鈴木，中島，西村，菅，
横谷，仙場，宮田，村尾，山崎（計
11名）

2 令和 3年 5月27日
第 2回交通機械工学科FD・SD会
議：来年度在学生ガイダンスの実施
方法他について

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，菅，横谷，仙場，宮田，早藤，
村尾，山崎（計13名）

3 令和 3年 6月24日
第 3回交通機械工学科FD・SD会
議：学位授与方針に定められた学修
目標と学修成果他について

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，菅，横谷，仙場，宮田，早藤，
村尾，山崎（計13名）

4 令和 3年 9月 9日

第 4回交通機械工学科FD・SD会
議：教員間もしくは授業科目間の成
績評価基準の平準化に係る検討他に
ついて

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，大蔵，菅，横谷，菅野，仙場，
宮田，村尾，山崎（計14名）

5 令和 3年12月23日

第 5回交通機械工学科FD・SD会
議： 1）感染症を理由とする定期試
験欠席取り扱いの説明， 2）教員間
ネットワーク　ものづくり分科会か
らの報告

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，菅，横谷，菅野，仙場，宮田，
村尾，山崎，早藤（計14名）

6 令和 4年 1月13日

第 6回交通機械工学科FD・SD会
議：1）2022年度学生便覧「卒業要件」
の一部変更について， 2）コロナ感
染拡大時の定期試験の対応について
説明

FD・SD
加鳥，前川，鈴木，中島，西村，
大蔵，菅，横谷，菅野，仙場，宮田，
村尾，山崎（計13名）
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7 令和 4年 1月27日

第 7回交通機械工学科FD・SD会
議：1）2022年度学生便覧「卒業要件」
の一部変更について， 2）就職で大
学推薦を希望する学生に対する誓約
書の署名・捺印者について， 3）修
士論文公聴会のリモート開催につい
て， 4）2024年度以降のT科入学定
員について， 5）就職で大学推薦を
希望する学生に対する誓約書の発行
開始日時について， 6）企業及び本
学大学院への推薦書発行について

FD・SD
加鳥，前川，相馬，鈴木，中島，
西村，大蔵，菅，横谷，菅野，仙場，
宮田，村尾（計13名）

メカトロニクス工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 5月13日
新型コロナ感染者・濃厚接触者発生
時の演習の実施方法について

FD
井上，楊，関山，佐伯，大原，目黒，
芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計12名）

2 令和 3年 7月15日 授業改善アンケートについて FD
井上，楊，関山，佐伯，大原，目黒，
芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計12名）

3 令和 3年 9月21日 理工学部成績分布について FD
井上，楊，関山，佐伯，福田，大原，
目黒，芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計13名）

4 令和 3年 9月30日 成績評価の方法について FD
井上，楊，関山，佐伯，大原，目黒，
芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計12名）

5 令和 3年10月14日

成績の平準化について，PROGテス
トについて，FD・SDフォーラムに
ついて，ルーブリック作成ワーキン
グについて

FD・SD
楊，井上，佐伯，関山，芦澤，市川，
目黒，野々川，星野，太田，大原�
（計11名）

6 令和 3年11月25日
1 ・ 2 年生の面談について，必修講
義の学習達成度評価作成に係る方針
について

FD
楊，井上，佐伯，関山，芦澤，市川，
目黒，野々川，星野，太田，大原�
（計11名）

7 令和 3年12月23日
PROGテストの結果の活用方法につ
いて

FD
楊，井上，佐伯，関山，芦澤，市川，
目黒，野々川，星野，太田，大原�
（計11名）

8 令和 4年 1月13日
学位授与（修士課程）のための評価
基準の検討について

FD・SD
芦澤，市川，目黒，野々川，星野，
太田，大原（計 7名）

社会基盤デザイン工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日
「グローバルインターンシップ」「社会
基盤デザインセミナーⅠ」の実施方
法について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

2 令和 3年 4月22日
「フレッシュマンセミナー」「キャリア
デザイン」の実施方法について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

3 令和 3年 5月27日
「キャリアデザイン」の実施方法と学
内業務での感染対応について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）
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回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

4 令和 3年 6月24日
外部評価委員会と重点予算配分につ
いて

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

5 令和 3年 7月15日
副査面談の実施方法と大学院奨学生
の研究業績の評価方法について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

6 令和 3年 9月 9日
成績評価基準の平準化とグローバル
インターンシップの中間報告につい
て

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

7 令和 3年 9月30日 オンライン講義のあり方について FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

8 令和 3年10月14日
グローバルインターンシップ報告会
について

FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

9 令和 3年11月25日
学科内教育改善委員会報告について
副査面談の情報共有

FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

10 令和 3年12月23日 就職について，研究室配属について FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

11 令和 4年 1月13日
HPについて，卒業時アンケートにつ
いて，卒業関連提出物の電子化につ
いて，公開講座について

FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，岩下，中村，藤井，
渡辺（計12名）

環境創造工学科　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 2日
シラバスへのアクティブ・ラーニン
グの手法の記載について

FD
道正，西山，三宅，小塩，片桐，
日比，広瀬，武藤（計 8名）

2 令和 3年 6月24日
「学位授与方針」に定められた学修目
標と学修成果に関する情報の関係に
ついて

FD・SD
道正，西山，三宅，小塩，片桐，
日比，広瀬，武藤（計 8名）

3 令和 3年 9月 9日

理工学部入学前オリエンテーション
について，FD学習会について，
PROGテストの実施について，教員
間もしくは授業科目間の成績評価基
準の平準化に係る検討について

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

4 令和 3年 9月30日 前期授業改善アンケートについて FD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

5 令和 3年10月14日
来年度の外部調査（PROGテスト）
の実施について

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

6 令和 3年11月25日

シラバスへのアクティブ・ラーニン
グの手法の記載について，附属高校
特別推薦入学者への入学前指導につ
いて

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

7 令和 3年12月23日
PROGテストの結果および返却につ
いて

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）
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回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

建築学科　FD・SD会議

1 令和 3年 9月 2日

平準化について，評価のスタンスに
ついて，科目特性について，学生レ
ベルについて，達成内容について，
大学レベルについて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

2 令和 3年 9月16日
附属高校プレテストについて，地区
懇談会について，外部評価委員会に
ついて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

3 令和 3年 9月30日
Web オープンキャンパスについて，
教育課程編成方針について，学生へ
の推奨 PCスペックについて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

4 令和 3年10月14日
PROGテストについて，国際専門研
修プログラムについて，単位認定イ
ンターンシップについて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

5 令和 3年10月28日
将来問題検討について，附属高校特
別推薦入学者への入学前指導につい
て

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

6 令和 3年11月11日
編入学基礎学力調査科目について，
外部評価委員会開催に関して

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

7 令和 3年12月 2 日
ゼミ配属方法について，エクステン
ション講座について

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

8 令和 3年12月23日
新入生オリエンテーション・在学生
ガイダンス実施方法について，フレッ
シュマンセミナーに関して

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

教養教育　FD・SD会議

1 令和 3年 4月23日 ・理工学部の事業計画書について FD

土屋（科長），中山（議長），景山，
大久保，鈴木，斎藤，大知，森口，
本田，長澤，神藤，中村，松村，
榎本，加藤，内田，日比野，田中，
宮北（書記）（計19名）

2 令和 3年 6月24日
・教員業績評価について
・授業改善アンケートについて

FD・SD

土屋（科長），中山（議長），大久保，
景山，宮北，本田，加藤，長澤，
松村，中村，森口，日比野，鈴木，
榎本，田中，齊藤，内田（書記）�
（計18名）
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回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

3 令和 3年 7月15日
・第13回 FD学習会の開催について
・第14回 FD学習会の開催について

FD

土屋（科長），中山（議長），大久保，
齊藤，森口，宮北，中村，本田，
加藤，日比野，内田，長澤，榎本，
田中，鈴木，松村，神藤（書記）�
（計17名）

4 令和 3年 9月 9日 ・成績評価基準の平準化について FD

土屋（科長），中山（議長），景山，
大久保，鈴木，斎藤，大知，森口，
長澤，神藤，中村，松村，榎本，
加藤，内田，日比野，本田（書記）
（計17名）

5 令和 3年 9月30日
・JABEE資料の提出について
・�授業評価アンケートの教員コメン
トについて

FD

土屋（科長），中山（議長），景山，
鈴木，斎藤，大知，森口，本田，
長澤，神藤，中村，松村，榎本，
加藤，内田，日比野，田中，大久保
（書記）（計18名）

6 令和 3年10月14日
・�FD・SDフォーラムの開催案内に
ついて

FD・SD

土屋（科長），中山（議長），景山，
鈴木，斎藤，大知，森口，本田，
長澤，神藤，中村，松村，榎本，
加藤，内田，日比野，田中，大久保
（書記）（計18名）

7 令和 3年12月23日

・授業改善アンケートについて
・FD研修会について
・�シラバスのアクティブラーニング
記載について

FD

土屋（科長），中山（議長），鈴木，
斎藤，大知，本田，長澤，神藤，
中村，松村，榎本，加藤，内田，
日比野，田中，森口（書記）（計16名）

8 令和 4年 1月27日
・�外国語学部FDワークショップに
ついて
・大学教育改革フォーラムについて

FD・SD

土屋（科長），中山（議長），景山，
大久保，鈴木，斎藤，大知，森口，
本田，長澤，神藤，中村，宮北，
榎本，加藤，内田，日比野，田中，
松村（書記）（計19名）
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1 ．令和 3年度の活動報告

　高等教育の改革に伴い，令和 2年度から大学院博士（後期）課程において授業科目の単位制を

導入した．これによりリサーチワークだけでなくコースワークとして特殊講義科目を設定し，博

士（前期）課程・特論科目との連携体制を敷いた．このような連携により修士（博士前期）課程

と博士（後期）課程が密接に関わり合い，学生の多様な要望に応える基盤となりうる．また，各

専攻科の大学院FD・SD活動については，各学科のFD・SD会議において，合同で大学院FD・

SDに関する議題の報告および審議を行っている．

　昨年度に引き続き，感染症拡大防止のため，学生に対して例年通りの教育，研究指導を実施す

ることができない．このような状況に対処するため，各専攻FD・SD会議を中心として，修士

課程の特論講義の実施方法，感染症拡大を予防する実験活動推進方法を検討し，実施してきた．

理工学研究科においては，研究室へ入室できる最大人数を制限した時分割や日分割方式を実施し，

研究活動の遅滞を防ぐ方策を取った．

　大学院生は国内外での積極的な学会発表により，大きな成長を遂げることが多い．しかし，本

年度も感染症拡大防止により各種学会が中止されたり，リモート開催されたりと学生の士気が落

ち込みがちであった．このような事態を踏まえ，リモート開催される学会での発表方法や質疑応

答などの指導について各専攻FD・SD会議を中心として検討を行っている．

　理工学分野における英語教育の重要性は，学際的情報を全世界に発信するという観点から必要

不可欠である．大学院への入学条件としてもTOEIC 受験を課し，理工学部 3年在籍時に全学生

が受験している．幅広くコミュニケーションを行う能力を追求するTOEIC は，学際的情報発信

という観点に立ち学生たちに大学院進学を意識させ，大学院の英語教育へと円滑に導く一翼を担

うものである．このことに加え，各専攻で独自に開設する科学技術英語は，専門性を高めるとと

もに国際的に活動できる知識・能力をもつ若手研究者・技術者養成の礎となる．このように学部

から大学院教育へと円滑に導く体制の整備活動を継続して実施している．

2 ．今後の課題、方向性

　大学院FD・SDの中心組織は，大学院理工学研究科教育改善委員会であり，各専攻FD・SD

会議（各学科FD・SD会議と合同）と連絡を密にしながら理工学研究科としての大学院FD・

SD活動を推進する．昨年度「集中講義」については，専攻横断的な研究プロジェクトとして始め，

教員間の研究プロジェクトを基盤として発足させ，学生に対する啓蒙を行い学生が自主的に参加

して行くという方向性を出したが，昨今の感染症拡大防止の方策に追われ，具体的な実施方法の

議論がなされていない状況である．今後，議論を進め，学生の自主的な研究活動をバックアップ

するための体制作りを優先させなければならない．このため単位制度のみに注目するのではなく，

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 理工学研究科	 ）
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大学院生が早い段階で研究方針を立て，自ら実践して結果を得ることができる能力を身につけさ

せることが重要であり，教育偏重にならないように検討し，方向性を打ち出す必要がある．

3 ．活動記録

回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

1 令和 3年 4月15日

令和 3年度教育改善委員会名簿の確
認および副委員長の任命について，
令和 2年度第12回大学教育開発セン
ター委員会報告について，令和 3年
度物理相談室について，令和 3年度
理工学部および理工学研究科の事業
計画について

FD・SD

児玉，山中，鍛治，宇佐見，田崎，
赤堀，坂東，古川，前川，大原，
中村，片桐，谷田，松村，大久保�
（教員計15名）鈴木（職員計 1名）

2 令和 3年 7月29日

スタッフ・ディベロップメント（SD）
の 課 題 に つ い て，MEC（Meijo�
EnCouraging）プログラムの対象につ
いて，MECプログラムの基礎診断テ
ストについて，入学前オリエンテー
ションについて，大学教育開発セン
ター委員会（第 3回）の報告について

FD・SD

児玉，加鳥，山中，鍛治，宇佐見，
田崎，赤堀，坂東，古川，前川，
大原，中村，片桐，谷田，松村，
大久保（教員計16名）東海林，�
藤井（職員計 2名）

3 令和 3年10月21日

令和 4年度予算要求について，附属
高校特別推薦入学者への入学前指導
について，令和 3年度前期数学相談
室の利用状況報告および後期数学相
談室について，令和 3年度 FD・SD
活動報告書（中間）について，第 4・
5・ 6・ 7回大学教育開発センター
委員会報告について

FD・SD

児玉，山中，鍛治，宇佐見，田崎，
赤堀，坂東，古川，前川，中村，
片桐，谷田，松村，大久保（教員
計14名）東海林，橘（職員計 2名）

4 令和 3年12月16日

学生面談の記録方法について，教養
教育（G科）からの教育改善委員選
出における任用ルールの変更につい
て，令和 3年度各学部・研究科等に
おけるFD・SD活動報告の作成につ
いて，線形代数及び微分積分の再試
験対象者への補講実施・課題提出に
替わる対応について，数学相談室の
運営体制について

FD・SD

児玉，山中，鍛治，宇佐見，田崎，
赤堀，坂東，古川，前川，中村，
片桐，谷田，松村，大久保（教員
計14名）東海林，橘（職員計 2名）

各専攻FD・SD会議

数学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 6月24日 前期数学相談室について FD・SD

植松，内村，大西，鍜治，許斐，
佐藤，柴田，鈴木，土田，冨田，
長郷，橋本，日比野，前野，三町，
村瀬（16名）

2 令和 3年 9月 9日
教員間もしくは授業科目間の成績評
価基準の平準化に係る検討について

FD・SD

植松，内村，大西，小澤，鍜治，
許斐，佐藤，柴田，鈴木，土田，
冨田，長郷，橋本，日比野，前野，
三町，村瀬（17名）
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3 令和 3年12月23日 後期数学相談室について FD・SD

植松，内村，大西，小澤，鍜治，
許斐，佐藤，柴田，鈴木，土田，
冨田，長郷，橋本，日比野，前野，
三町，村瀬（17名）

情報工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日

新入生向けスタートアップセミナー
について，リフレッシュセミナーの
アンケート集計結果の報告，PC必携
化に関するアンケート中間報告，学
生向け学科アカウントに関する報告

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎（記録），坂野，水沼，向井，
柳田，山田（啓），山田（宗），山本，
吉川，米澤（計19名）

2 令和 3年 4月22日

新入生パソコン・インターネット環境
調査結果，遠隔講義困難科目と学外実
施科目の調査，濃厚接触者の連絡につ
いて，学科 ICT関連，スタートアッ
プセミナー発表会，実験室の後始末

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，水沼，向井，柳田，
山田（啓），山田（宗），山本，吉川，
米澤（記録）（計19名）

3 令和 3年 5月13日

実験室整備計画と予算執行について，
「情報工学の世界」オープンラボ日程
と実施方法，AWS�Educate・卒業研
究向けクラスについて，数理・デー
タサイエンスについて，コロナに関
連した研究室学生の管理について

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎（記録），坂野，水沼，向井，
柳田，山田（啓），山田（宗），山本，
吉川，米澤（計19名）

4 令和 3年 5月27日
情報工学実験 III で使用する新教材検
討用の物品購入，「情報工学の世界」
オープンラボの実施方法

FD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，水沼，向井，柳田，
山田（啓），山田（宗），山本，吉川，
米澤（記録）（計19名）

5 令和 3年 6月10日 ITエンジニア育成プロジェクト SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

6 令和 3年 6月24日
教育改善委員会審議事項，フレッシュ
マンセミナー関連

SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

7 令和 3年 7月15日

ゼミナール・配属関連，後期の授業
の開講方法の調査，Google ドライブ
のセキュリティアップデートの適用
について，ハッカソン・コンテスト
関係の周知，2022年度授業時間割の
チェック

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

8 令和 3年 9月 9日

教育改善委員会審議事項，TOEIC-IP
試験，GPS-Academic，研究室配属お
よびゼミナール，後期の講義教室の
修正，成績不振者面談，JPHACKS2021
について

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）
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9 令和 3年 9月30日
令和 4年度教育課程編成方針に係る
検討について

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

10 令和 3年10月14日
学習成果可視化およびMECプログ
ラムについて

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

11 令和 3年12月23日
学びのコミュニティ申請，情報工学
部ポータルサイトの提案，グローバ
ルゼミナール

FD・SD

田中（議長），旭，宇佐見，亀谷，
川澄，小中，佐川，鈴木，中野，
野崎，坂野，向井，柳田，山田（啓），
山田（宗），山本，吉川，米澤，
水沼（記録）（計19名）

電気電子工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 7月 9日
遠隔授業に関するアンケート実施に
ついて

FD・SD

平松，伊藤，内田，太田，熊谷，
児玉，中條，都竹，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

2 令和 3年 8月 2日 ダッシュボードの活用について FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

3 令和 3年 8月28日 2021年度前期三者面談について FD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

4 令和 3年 9月 9日 GPAを用いた成績評価に関して FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

5 令和 3年 9月30日 後期授業方法について FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

6 令和 3年10月14日
学修成果の可視化に係る外部調査に
ついて

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

7 令和 3年11月25日
附属高校特別推薦入学者への入学前
指導について

FD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）
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8 令和 3年11月12日
附属高校特別推薦入学者への入学前
指導について，ダッシュボードの活
用について

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

9 令和 4年 1月13日
コロナ禍における新しい授業の取り
組みについて

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

10 令和 4年 1月27日
誰もが安心して著作物が利用できる
環境について，2021年度活動自己点
検について

FD・SD

伊藤，内田，太田，熊谷，児玉，
中條，都竹，平松，堀田，村田，
村本，山中，小林，竹田，田崎，
益田，増山，村上（計18名）

材料機能工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日

第 1回材料機能工学専攻FD・SD会
議：科学技術リテラシー（ラボツ
アー，プレゼン実習）の日程確認と
実施内容の検討，基礎学力テストの
実施内容確認，材料機能工学概論の
実施内容確認（実感教育のみ対面授
業での実施）

FD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

2 令和 3年 4月22日

第 2回材料機能工学専攻FD・SD会
議： 2， 3年生のグループ面談の実
施日程内容確認，ラボツアーの実施
日程内容確認，数理・データサイエ
ンス・AI に関連する科目の内容確認
と年次決定，アクティブラーニング
の実施状況と啓蒙活動報告

FD
六田，上山，竹内，宇佐美，宮嶋，
田中，今井，岩谷，服部，榎本，
赤堀（計11名）

3 令和 3年 5月27日

第 3回材料機能工学専攻FD・SD会
議： 2年生プレゼンテーション実習
の実施について，2，3年生のグルー
プ面談の実施状況について，本学科
および応用化学科教員との共同運営
内容の提案

FD・SD
六田，上山，竹内，宇佐美，宮嶋，
田中，今井，岩谷，服部，榎本，
赤堀（計11名）

4 令和 3年 6月10日
第 4回材料機能工学専攻FD・SD会
議：JABEE審査に関する審査日程お
よび内容確認

FD
六田，上山，竹内，宇佐美，宮嶋，
田中，今井，岩谷，服部，榎本，
赤堀（計11名）

5 令和 3年 6月24日

第 5回材料機能工学専攻FD・SD会
議：2022年度共同開講の状況説明，
学習成果の把握と可視化について
JSAAP活用と内容説明，NASを利
用した JABEE審査の効率化

FD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

6 令和 3年 7月 8日

第 6回材料機能工学専攻FD・SD会
議：コース制への移行に関する検討，
材料機能工学実験 II の成績報告と懸
念学生のリストアップ

FD・SD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）
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7 令和 3年 7月15日

第 7回材料機能工学専攻FD・SD会
議：データサイエンス・AI 入門の設
定年次決定（ 3年次前期），JABEE
審査における補助資料の作成と内容
確認ならびに改善例追加

FD・SD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

8 令和 3年 9月 9日

第 8回材料機能工学専攻FD・SD会
議：教員間もしくは授業科目間の成
績評価基準の平準化に関する検討，
同議題における成績分布の現状確認
及び把握，課題の有無を確認し，検
討事項以下列挙
・�コロナ禍における授業形態の変化
のため（有事），単純比較困難，平
時での比較が妥当
・�他分野の科目間での成績評価基準
の平準化は困難
・�教養・専門科目間においてGPAに
乖離あってしかるべき

FD
六田，成塚，上山，竹内，宇佐美，
宮嶋，田中，今井，岩谷，服部，
榎本，赤堀（計12名）

9 令和 3年 9月30日

第 9回材料機能工学専攻FD・SD会
議：JABEE審査の評価項目の検討依
頼，卒業研究の前期取組点集計完了
報告と学生周知連絡，材料機能工学
実験Ⅲ（エンジンの組み立て）の実
験に関して他学科との装置の共同利
用の検討，卒業研究未着手の 4年生
の面談報告，キャリアアップセミナー
開催報告，フレッシュマンセミナー
開催報告

FD
六田，榎本，今井，田中，上山，
竹内，岩谷，宇佐美，服部，成塚，
赤堀，宮嶋（計12名）

10 令和 3年10月14日
第10回材料機能工学専攻FD・SD会
議：材料機能工学科と応用化学科の
改組に関する協議，地区懇談会の総括

FD
六田，岩谷，宇佐美，上山，竹内，
成塚，服部，宮嶋，赤堀，今井，
田中，榎本（計12名）

11 令和 3年10月28日

第11回材料機能工学専攻FD・SD会
議：複数教員担当科目のシラバスお
よび成績入力責任者の変更検討，新
入生オリエンテーションの説明，プラ
クティカルイングリッシュ（ 3年生）
のコマ選択数増加の検討，研究紹介
WEB版担当者の選出，材料機能工学
科と応用化学科の改組に関する協議

FD
六田，岩谷，宇佐美，竹内，成塚，
宮嶋，田中，榎本，今井（計 9名）

12 令和 3年11月25日

第12回材料機能工学専攻FD・SD会
議：外部評価委員会の報告，基礎ゼ
ミナール（基礎から学ぶ機械加工 1
および 2）開講の説明，JABEEの対
応表の改訂検討，新入生オリエンテー
ションおよび在学生ガイダンスの開
催説明，材料機能工学科と応用化学
科の改組に関する協議

FD
六田，服部，上山，竹内，榎本，
宇佐美，宮嶋，赤堀，今井，成塚，
田中，岩谷（計12名）



59

回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

13 令和 3年12月23日
第13回材料機能工学専攻FD・SD会
議：データサイエンス・AI 入門の学
習教育目標対応表の確認

FD
六田，岩谷，宇佐美，服部，竹内，
宮嶋，赤堀，榎本，田中，今井，
成塚，上山（計12名）

14 令和 4年 1月13日

第14回材料機能工学専攻FD・SD会
議：2年次のフレッシュマンセミナー
開催説明，来年度の 1， 2年次の
TOEIC 実施の検討

FD
六田，宇佐美，成塚，田中，赤堀，
上山，宮嶋，今井，服部，竹内（計
10名）

応用化学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日

第 1回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：前期休学（SD），
校内安全環境改善（SD），学年間の
学生交流（SD），実験共通設備関連
（SD），外部評価委員（SD），MS-26
（SD），新入生啓蒙活動（SD）

SD
丸山，大脇，坂，坂東，永田，池邉，
小澤，田浦，田中，才田（計10名）

2 令和 3年 5月13日

第 2回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：大学見学会　津
島東高校（SD），安全配慮を要する
学生への対応（SD），オープンキャ
ンパス（SD），外部評価委員（SD），
教育改善関連（FD・SD），実験設備
関連（ガス集中配管）（SD），教務関
連（FD），数理・データサイエンス・
AI に関連する科目の設置（FD），カ
リキュラムWG（FD），改組検討委
員会（SD），MS-26のポスターセッ
ション（SD）

FD・SD
丸山，永田，坂，坂東，池邉，田中，
小澤，才田，田浦，大脇（計10名）

3 令和 3年 5月27日

第 3回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学科別懇談会関
連（SD）， 6月 以 降の授業形態・
PROGテストについて（SD・FD），
教務関連（FD・SD），オープンキャ
ンパス関連（SD），将来問題検討関
連（SD），実験実習費（SD）

FD・SD
丸山，池邉，大脇，小澤，才田，
田浦，田中，永田，坂東，坂（計
10名）

4 令和 3年 6月24日

第 4回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学生の面談（SD），
オープンキャンパスについて（SD），
教育改善関連（SD），カリキュラム
WG（FD）， 教 務 関 連（FD・SD），
学科予算（SD），自己点検評価（SD），
学生委員会（SD）

FD・SD
丸山，才田，坂東，田中，田浦，
小澤，池邉，坂，大脇，永田（計
10名）

5 令和 3年 9月30日

第 6回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学生対応につい
て（SD），外部評価委員会（SD），就
職関連（SD），教務関連（FD），地
区懇談会（SD）

FD・SD
丸山，永田，田浦，坂，池邉，才田，
田中，小澤，大脇，坂東（計10名）
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6 令和 3年10月14日

第 7回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合 同 会 議：PROGテ ス ト
（SD），将来問題検討小委員会（SD），
地区懇談会開催（SD）

SD
丸山，坂東，坂，大脇，永田，池邉，
小澤，才田，田浦，田中（計10名）

7 令和 3年11月25日

第 8回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：さくらサイエン
スプラン（SD），外部評価委員会
（SD），教務関連（FD・SD），総務関
連（SD），将来問題検討小委員会
（SD）

FD・SD
丸山，坂東，坂，大脇，永田，池邉，
才田，田浦，田中，小澤（計10名）

8 令和 3年12月 2 日

第 9回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：応用化学ゼミナー
ルオープンラボ（FD），非常勤講師
の任用（SD），R 4 年度のクラス担任
（SD），応化チャレンジの発表会
（SD），学生関係（SD），機器分析室
の使用に関して（SD），将来問題検
討会（SD）

FD・SD

丸山，永田，坂，大脇，坂東，田中，
小澤，田浦，才田，池邉（計10名）
将来問題検討会：（学部長）齊藤
先生，（協議員）児玉先生

9 令和 3年12月23日

第10回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学生関係（SD），
機器分析室の使用（SD），応化実験
時の実験ノート作成にかかわる統一
（FD）

FD・SD
丸山，坂東，坂，大脇，永田，池邉，
小澤，才田，田中，田浦（計10名）

10
令和 4年 1月 8日
� ～17日

第11回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：学科機器分析室
利用について（SD），定期試験にお
けるコロナ対応（SD），R 2 棟学科使
用面積再配分について（SD）

SD
丸山，大脇，永田，坂，池邉，才田，
小澤，田中，田浦，坂東（計10名）

11
令和 4年 1月21日
� ～27日

第12回応用化学科・応用化学専攻
FD・SD合同会議：R 2棟の再配分
面積使用計画について（SD）

SD
丸山，大脇，永田，坂，池邉，才田，
小澤，田中，田浦，坂東（計10名）

機械工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月15日 卒業アンケートについて FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

2 令和 3年 5月27日 卒業生調査報告書について FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

3 令和 3年 6月10日
帝京大学FDフォーラム「大学の授
業運営における著作権への考え方に
ついて」に基づく教育改善について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

4 令和 3年 9月 9日
第13回 FD学習会「数理・データサ
イエンス・AI 教育の必要性と実践」
に基づく教育改善について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

5 令和 3年 9月 9日
教員間もしくは授業科目間の成績評
価基準の平準化に係る検討について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）
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6 令和 3年 9月30日
第15回 FD学習会を受講し，今後の
教育研究への活用について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

7 令和 3年11月11日

FD・SDフォーラム「内部質保証の
実質化と恒常化を目指して―認証評
価を目前に考える―」を受講し，今
後の教育研究への活用について

FD・SD
久保，池本，大島，川村，來海，
清水，塚田，中西，成田，古川，
松田，横田，吉川（計13名）

交通機械工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月22日
第 1回交通機械工学専攻FD・SD会
議：遠隔講義終了後の対面講義対応
他について

FD・SD
加鳥，前川，鈴木，中島，西村，菅，
横谷，仙場，宮田，村尾，山崎（計
11名）

2 令和 3年 5月27日
第 2回交通機械工学専攻FD・SD会
議：来年度在学生ガイダンスの実施
方法他について

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，菅，横谷，仙場，宮田，早藤，
村尾，山崎（計13名）

3 令和 3年 6月24日
第 3回交通機械工学専攻FD・SD会
議：学位授与方針に定められた学修
目標と学修成果他について

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，菅，横谷，仙場，宮田，早藤，
村尾，山崎（計13名）

4 令和 3年 9月 9日

第 4回交通機械工学専攻FD・SD会
議：教員間もしくは授業科目間の成
績評価基準の平準化に係る検討他に
ついて

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，大蔵，菅，横谷，菅野，仙場，
宮田，村尾，山崎（計14名）

5 令和 3年12月23日

第 5回交通機械工学専攻FD・SD会
議： 1）感染症を理由とする定期試
験欠席取り扱いの説明， 2）教員間
ネットワーク　ものづくり分科会か
らの報告

FD・SD
加鳥，相馬，前川，鈴木，中島，
西村，菅，横谷，菅野，仙場，宮田，
村尾，山崎，早藤（計14名）

6 令和 4年 1月13日

第 6回交通機械工学科FD・SD会
議：1）2022年度学生便覧「卒業要件」
の一部変更について， 2）コロナ感
染拡大時の定期試験の対応について
説明

FD・SD
加鳥，前川，鈴木，中島，西村，
大蔵，菅，横谷，菅野，仙場，宮田，
村尾，山崎（計13名）

7 令和 4年 1月27日

第 7回交通機械工学専攻FD・SD会
議：1）2022年度学生便覧「卒業要件」
の一部変更について， 2）就職で大
学推薦を希望する学生に対する誓約
書の署名・捺印者について， 3）修
士論文公聴会のリモート開催につい
て， 4）2024年度以降のT科入学定
員について， 5）就職で大学推薦を
希望する学生に対する誓約書の発行
開始日時について， 6）企業及び本
学大学院への推薦書発行について

FD・SD
加鳥，前川，相馬，鈴木，中島，
西村，大蔵，菅，横谷，菅野，仙場，
宮田，村尾（計13名）

メカトロニクス工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 5月13日
新型コロナ感染者・濃厚接触者発生
時の演習の実施方法について

FD
井上，楊，関山，佐伯，大原，目黒，
芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計12名）
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2 令和 3年 7月15日 授業改善アンケートについて FD
井上，楊，関山，佐伯，大原，目黒，
芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計12名）

3 令和 3年 9月21日 理工学部成績分布について FD
井上，楊，関山，佐伯，福田，大原，
目黒，芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計13名）

4 令和 3年 9月30日 成績評価の方法について FD
井上，楊，関山，佐伯，大原，目黒，
芦澤，畑，市川，星野，野々川，
太田（計12名）

5 令和 3年10月14日

成績の平準化について，PROGテス
トについて，FD・SDフォーラムに
ついて，ルーブリック作成ワーキン
グについて

FD・SD
楊，井上，佐伯，関山，芦澤，市川，
目黒，野々川，星野，太田，大原（計
11名）

6 令和 3年11月25日
1 ・ 2 年生の面談について，必修講
義の学習達成度評価作成に係る方針
について

FD
楊，井上，佐伯，関山，芦澤，市川，
目黒，野々川，星野，太田，大原（計
11名）

7 令和 3年12月23日
PROGテストの結果の活用方法につ
いて

FD
楊，井上，佐伯，関山，芦澤，市川，
目黒，野々川，星野，太田，大原（計
11名）

8 令和 4年 1月13日
学位授与（修士課程）のための評価
基準の検討について

FD・SD
芦澤，市川，目黒，野々川，星野，
太田，大原（計 7名）

社会基盤デザイン工学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 8日
「グローバルインターンシップ」「社会
基盤デザインセミナーⅠ」の実施方
法について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

2 令和 3年 4月22日
「フレッシュマンセミナー」「キャリア
デザイン」の実施方法について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

3 令和 3年 5月27日
「キャリアデザイン」の実施方法と学
内業務での感染対応について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

4 令和 3年 6月24日
外部評価委員会と重点予算配分につ
いて

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

5 令和 3年 7月15日
副査面談の実施方法と大学院奨学生
の研究業績の評価方法について

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

6 令和 3年 9月 9日
成績評価基準の平準化とグローバル
インターンシップの中間報告につい
て

FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，新井，岩下，中村，
藤井，渡辺（計13名）

7 令和 3年 9月30日 オンライン講義のあり方について FD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

8 令和 3年10月14日
グローバルインターンシップ報告会
について

FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）
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9 令和 3年11月25日
学科内教育改善委員会報告について
副査面談の情報共有

FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

10 令和 3年12月23日 就職について，研究室配属について FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，渡辺，新井，岩下，
中村，藤井（計13名）

11 令和 4年 1月13日
HPについて，卒業時アンケートにつ
いて，卒業関連提出物の電子化につ
いて，公開講座について

FD・SD
石川，板橋，葛，小高，鈴木，原田，
松本，溝口，岩下，中村，藤井，
渡辺（計12名）

環境創造学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 4月 2日
シラバスへのアクティブ・ラーニン
グの手法の記載について

FD
道正，西山，三宅，小塩，片桐，
日比，広瀬，武藤（計 8名）

2 令和 3年 6月24日
「学位授与方針」に定められた学修目
標と学修成果に関する情報の関係に
ついて

FD・SD
道正，西山，三宅，小塩，片桐，
日比，広瀬，武藤（計 8名）

3 令和 3年 9月 9日

理工学部入学前オリエンテーション
について，FD学習会について，
PROGテストの実施について，教員
間もしくは授業科目間の成績評価基
準の平準化に係る検討について

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

4 令和 3年 9月30日 前期授業改善アンケートについて FD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

5 令和 3年10月14日
来年度の外部調査（PROGテスト）
の実施について

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

6 令和 3年11月25日

シラバスへのアクティブ・ラーニン
グの手法の記載について，附属高校
特別推薦入学者への入学前指導につ
いて

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

7 令和 3年12月23日
PROGテストの結果および返却につ
いて

FD・SD
道正，西山，三宅，吉村，小塩，
片桐，日比，広瀬，武藤（計 9名）

建築学専攻　FD・SD会議

1 令和 3年 9月 2日

平準化について，評価のスタンスに
ついて，科目特性について，学生レ
ベルについて，達成内容について，
大学レベルについて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

2 令和 3年 9月16日
附属高校プレテストについて，地区
懇談会について，外部評価委員会に
ついて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

3 令和 3年 9月30日
Web オープンキャンパスについて，
教育課程編成方針について，学生へ
の推奨 PCスペックについて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）
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4 令和 3年10月14日
PROGテストについて，国際専門研
修プログラムについて，単位認定イ
ンターンシップについて

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

5 令和 3年10月28日
将来問題検討について，附属高校特
別推薦入学者への入学前指導につい
て

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

6 令和 3年11月11日
編入学基礎学力調査科目について，
外部評価委員会開催に関して

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

7 令和 3年12月 2 日
ゼミ配属方法について，エクステン
ション講座について

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

8 令和 3年12月23日
新入生オリエンテーション・在学生
ガイダンス実施方法について，フレッ
シュマンセミナーに関して

FD・SD

高井，鈴木，吉久，市之瀬，武藤，
岡田，石井，大塚，生田，吉永，
平岩，谷田，三浦，高橋，松田，
米澤，佐藤（計17名）

教養教育　FD・SD会議

1 令和 3年 4月23日 ・理工学部の事業計画書について FD

土屋（科長），中山（議長），景山，
大久保，鈴木，斎藤，大知，森口，
本田，長澤，神藤，中村，松村，
榎本，加藤，内田，日比野，田中，
宮北（書記）（計19名）

2 令和 3年 6月24日
・教員業績評価について
・授業改善アンケートについて

FD・SD

土屋（科長），中山（議長），大久保，
景山，宮北，本田，加藤，長澤，
松村，中村，森口，日比野，鈴木，
榎本，田中，齊藤，内田（書記）�
（計18名）

3 令和 3年 7月15日
・第13回 FD学習会の開催について
・第14回 FD学習会の開催について

FD

土屋（科長），中山（議長），大久保，
齊藤，森口，宮北，中村，本田，
加藤，日比野，内田，長澤，榎本，
田中，鈴木，松村，神藤（書記）�
（計17名）

4 令和 3年 9月 9日 ・成績評価基準の平準化について FD

土屋（科長），中山（議長），景山，
大久保，鈴木，斎藤，大知，森口，
長澤，神藤，中村，松村，榎本，
加藤，内田，日比野，本田（書記）
（計17名）

5 令和 3年 9月30日
・JABEE資料の提出について
・�授業評価アンケートの教員コメン
トについて

FD

土屋（科長），中山（議長），景山，
鈴木，斎藤，大知，森口，本田，
長澤，神藤，中村，松村，榎本，
加藤，内田，日比野，田中，大久保
（書記）（計18名）
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回 日　程 議　題
FD・SD
区分

出席者氏名

6 令和 3年10月14日
・�FD・SDフォーラムの開催案内に
ついて

FD・SD

土屋（科長），中山（議長），景山，
鈴木，斎藤，大知，森口，本田，
長澤，神藤，中村，松村，榎本，
加藤，内田，日比野，田中，大久保
（書記）（計18名）

7 令和 3年12月23日

・授業改善アンケートについて
・FD研修会について
・�シラバスのアクティブラーニング
記載について

FD

土屋（科長），中山（議長），鈴木，
斎藤，大知，本田，長澤，神藤，
中村，松村，榎本，加藤，内田，
日比野，田中，森口（書記）（計16名）

8 令和 4年 1月27日
・�外国語学部FDワークショップに
ついて
・大学教育改革フォーラムについて

FD・SD

土屋（科長），中山（議長），景山，
大久保，鈴木，斎藤，大知，森口，
本田，長澤，神藤，中村，宮北，
榎本，加藤，内田，日比野，田中，
松村（書記）（計19名）
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1 ．令和 3年度の活動報告

　農学部は、生物資源学科、応用生物化学科、生物環境科学科の各学科会議および農場教員会議

を分科会と位置づけFD・SD活動に取り組んでいる。これらの分科会および教授会において、

学生の修学および生活について教職員間で意見交換を行い、農学部のディプロマ・ポリシーに基

づく教育および研究活動の充実を行っている。具体的な取り組みとして、定例で開催されている

学科会議や農場教員会議等において、教育改善のための意見交換を行い、授業満足度調査からの

授業内容のほかに、実験実習、研究活動、キャリア教育などの充実も視野に入れ、総合的な教育

改善を検討し推進している。そのために、学部FD・SD委員を中心に現状を分析し、各学科に

て改善策を講じ、学務委員会や学部FD・SD委員会でそれらをまとめてカリキュラムの検討・

検証および、同系の授業科目群の目標を設定し、それらを各教員が教育や研究に反映する。学科

および農場に共通する案件については学部教授会等の時間に学部全教員で情報交換することで、

教育改善への具体的取り組みについてのイメージを共有できるようにする。下記の活動記録に記

述した通り、各分科会で具体的に取り組んでいる。

①�昨年度に引き続き今年度も学修成果を可視化する取組に基づく教育改善のために、外部調査と

して 1年次、 3年次を対象にGPS-Academic によるアンケート調査を実施した。 3年間実施

したことで 1年次から 3年次までの 2年間の学修成果の可視化が可能になったことから、外部

調査委託先のベネッセ i キャリアに解析を依頼した。その結果概要を報告してもらうFD・SD

学習会を開催した。

②�各学科ともに「履修系統図」「ポートフォリオ」への取り組みに加え、生物資源学科では新研究

室設立に向けた議論を進めている。また昨年度に引き続き本年度も新型コロナウイルス感染症

の拡大に伴い、教室の座席配置を千鳥配置にするなど徹底した感染予防対策を実施した。感染

が落ち着いている時期は原則対面授業を実施し、感染が拡大した時期はスムーズに遠隔授業に

切り替える体制を整備した。また、実験室の広さに対する学生数を考慮して、一部の実験授業

ではソーシャルディスタンスを確保するため、少人数受講体制を整えた。

2 ．今後の課題、方向性

　遠隔授業の実施を経て、学部や学科等の組織単位ならびに教員個々の単位でメリットとデメ

リットが議論できる体制になった。今後の社会的状況（例えばパンデミック）に応じた授業体制

の構築についての議論の場を、積極的に設定していく必要がある。

　経常的な課題として、入試区分や入学時の成績、在学中のGPAベースでの成績、キャリア形

成支援に至る学生個別のポートフォリオを作成することで、より学修行動に限定せず、学生その

ものの属性と動向を紐付け調査し、教育効果を高める方法について検討する必要がある。そのた

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 農学部	 ）
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め、入試委員会、学務委員会、キャリア委員会との連携が必要である。

　今後も学科会議および農場教員会議単位での検討体制に変わりなく、従来からの一貫性と継続

性を強く意識した対応のあり方を模索する。また、個別の学科に限定せず、学科横断的に検討す

べき、ならびに学部全体で取り組むべき、ひいては大学院教育ともリンケージさせた対応を提言

する、という立場から、農学部FD・SD委員会で積極的に情報交換を行うこととする。

3 ．		活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月 2日
第 1回農場教員会議
・�教員編成方針について
・�農場における授業の実施について

FD・SD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

2 令和 3年 4月 8日

第 1回農学部教授会
・�ハラスメント防止に関する研修会
・�著作権法改正の概要と対応が必要
となる事項について

FD・SD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、田村、津呂、寺田、新妻、
林（利）、日野、平野、前林、松儀、
湊、森上、山岸、山口、天野、荒川、
上船、奥村、長田、香村、近藤、
志水、塚越、中尾、橋本、濱本、
平児、細田、村野、森田（隆）、
森田（裕）、安原、黒川、近澤、藤、
長澤、楢崎

3 令和 3年 4月 8日

第 1回生物資源学科会議
・�農学部教員編制について
・�成績不振者の対応等について
・�遠隔授業が困難な科目に関して
・�学位授与方針対応表を用いた教育
課程の自己点検の実施について

FD・SD
山岸、寺田、平野、津呂、荒川、
平児、上船、塚越、黒川、鈴木

4 令和 3年 4月 8日

第 1回応用生物化学科会議
・�遠隔授業が不可能で大学において
実施する授業について
・�応用生物化学科 2年次ミキサーに
ついて
・�学位授与方針対応表・履修系統図
等の確認について
・�応用生物科学概説と基軸科目「生
命・�食料・�環境」の実施について

FD・SD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）

5 令和 3年 4月 8日

第 1回生物環境科学科会議
・�遠隔授業が困難な科目に関する調
査票について
・�障がい学生の対応
・�1 年生オリエンテーションについ
て

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

6 令和 3年 4月15日
第 2回生物資源学科会議
・�農学部教員編制について

SD
森上、山岸、平野、津呂、荒川、
平児、上船、塚越、黒川、鈴木
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

7 令和 3年 4月22日

第 3回生物資源学科会議
・�遠隔授業が困難な科目に関する調
査
・�授業録画システムの運用について

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

8 令和 3年 4月22日
第 2回応用生物化学科会議
・�学生実験テキストの変更・修正に
ついて

FD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）

9 令和 3年 4月22日

第 2回生物環境科学科会議
・�オムニバス講義の動画の取り扱い
について
・�地学実験における学外活動の申請
について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

10 令和 3年 5月 7日
第 2回農場教員会議
・�農場実習 4の開講について

FD
平野、中尾、森田（隆）、林（義）、
森田（裕）、片山

11 令和 3年 5月13日
第 3回農学部教授会
・�数理・データサイエンス・AI に関
連する科目の設置形態等について

FD・SD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、田村、津呂、寺田、新妻、
林（利）、日野、平野、前林、松儀、
湊、森上、山岸、山口、天野、荒川、
上船、奥村、長田、香村、近藤、
志水、塚越、中尾、橋本、濱本、
平児、細田、村野、森田（隆）、
森田（裕）、安原、黒川、近澤、藤、
長澤、楢崎

12 令和 3年 5月13日
第 4回生物資源学科会議
・�新研究室の設立について

FD・SD
津呂、寺田、平野、森上、山岸、
荒川、上船、塚越、平児、黒川、
鈴木

13 令和 3年 5月13日

第 3回生物環境科学科会議
・�2022年度時間割について
・�DP対応ポートフォリオの確認につ
いて
・�障がい学生について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

14 令和 3年 5月21日
第 3回農場教員会議
・�農場実習での学生対応について

FD
平野、中尾、森田（隆）、林（義）、
森田（裕）、片山

15 令和 3年 5月24日

第 4回応用生物化学科会議
・�2021年度 6月 1日以降の授業形態
について
・�研究室・授業等における感染防止
対策案の集約について

FD
天野、氏田、加藤、志水、近澤、
長澤、濱本、林（利）、前林、松儀、
山口（秀）

16 令和 3年 5月27日
第 4回農学部教授会
・�入学前オリエンテーションの実施
方法について

FD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、田村、津呂、寺田、新妻、
林（利）、日野、平野、前林、松儀、
湊、森上、山岸、山口、天野、荒川、
上船、奥村、長田、香村、近藤、
志水、塚越、中尾、橋本、濱本、
林（義）、 平 児、 細 田、 村 野、
森田（隆）、森田（裕）、黒川、近澤、
藤、長澤、楢崎
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

17 令和 3年 5月27日

第 5回生物資源学科会議
・�新型コロナウイルス感染症にかか
わる欠席者の扱いについて
・�6 月以降の授業対応について
・�新研究室の名称について

FD・SD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

18 令和 3年 5月27日

第 5回応用生物化学科会議
・�新型コロナウイルス感染不安での
欠席への配慮の継続について
・�原則遠隔授業実施期間の一部対面
授業実施に関する学生への説明に
ついて
・�研究室やゼミ室等の運営における
感染対策について

FD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）

19 令和 3年 5月27日

第 5回生物環境科学科会議
・�名城カレンダーについて
・�在校生のガイダンス方法について
・�研究室配属方法について
・�2022年度時間割について
・�TA雇用の在り方について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

20 令和 3年 6月 3日

第 4回農場教員会議
・�授業に関する取扱いについて
・�遠隔授業が不可能な授業について
・�農場本館改修工事について

FD・SD
平野、中尾、森田（隆）、林（義）、
森田（裕）、片山

21 令和 3年 6月10日

第 6回生物環境科学科会議
・�成績不振学生への対応について
・�時間割について
・�非常勤講師について
・�情報科学のTAについて
・�学位授与方針対応表の確認
・�研究室配属について
・�コロナ感染予防対策について
・�生物環境科学科公開講座（11/20）
について
・�生物環境科学実習について

FD・SD
汪、長田、新妻、田村、近藤、藤、
礒井、村野、橋本、楢崎、大浦

22 令和 3年 6月24日

第 7回応用生物化学科会議
・�令和 4年度　学位授与方針対応表
等を用いた教育課程の自己点検に
ついて
・�応用生物科学概説と生命・食料・
環境の成績評価について

FD・SD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

23 令和 3年 6月24日

第 7回生物環境科学科会議
・�名城カレンダーについて
・�学位授与方針対応表の確認
・�後期授業形態アンケートについて
・�数理・データサイエンス（ 1年）
について
・�生物環境科学実習（ 1年）と生物
保全学実験実習・緑地創造学実験
実習（ 2年）の担当責任者につい
て

FD・SD
汪、長田、新妻、田村、細田、近藤、
藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

24 令和 3年 7月 8日

第 7回農学部教授会
・�2022年度学位授与方針対応表等を
用いた教育課程の自己点検の実施
について

FD・SD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、津呂、寺田、新妻、林（利）、
平野、前林、松儀、湊、森上、山岸、
山口、天野、荒川、上船、奥村、
長田、香村、近藤、志水、塚越、
中尾、橋本、濱本、平児、細田、
村野、森田（隆）、森田（裕）、黒川、
近澤、藤、長澤、楢崎

25 令和 3年 7月 8日

第 8回生物資源学科会議
・�来年度の学生実験（生物学実験、
生物資源学実験）について
・�卒業研究発表会について

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

26 令和 3年 7月 8日
第 8回応用生物化学科会議
・�数理・データサイエンス・AI 教育
の充実について

FD・SD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）

27 令和 3年 7月 8日

第 8回生物環境科学科会議
・�生環実習・実験 Iにおける学外活
動について
・�卒業発表会について
・�自己点検等重点課題の状況につい
て
・�データサイエンス・AI 入門につい
て
・�学生対応について

FD・SD
汪、長田、新妻、細田、近藤、藤、
礒井、村野、橋本、楢崎、大浦

28 令和 3年 7月 9日

第 5回農場教員会議
・�収穫祭および見学会の実施につい
て
・�農場本館リファイニング工事につ
いて

FD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

29 令和 3年 7月29日

第 9回生物環境科学科会議
・�後期の授業形態について
・�名城カレンダーについて
・�学生便覧の修正について　
・�障がい学生の対応について

FD・SD
汪、長田、新妻、田村、細田、近藤、
藤、礒井、村野、橋本、大浦
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

30 令和 3年 8月 5日

第 6回農場教員会議
・�2022年度農場における授業の実施
について
・�農場本館リファイニング工事の進
捗状況について

FD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

31 令和 3年 9月 3日

第 7回農場教員会議
・�農場開講科目について
・�プロジェクト実習の日程案につい
て
・�農場本館リファイニング工事の進
捗状況について

FD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

32 令和 3年 9月 9日
第 9回農学部教授会
・�教員間もしくは授業科目間の成績
評価基準の平準化について

FD・SD

礒井、氏田、汪、大浦、鈴木、田村、
寺田、新妻、林（利）、日野、平野、
前林、松儀、湊、森上、山岸、山口、
天野、荒川、奥村、長田、塚越、
中尾、橋本、濱本、平児、細田、
村野、森田（隆）、森田（裕）、黒川、
近澤、藤、長澤、楢崎

33 令和 3年 9月 9日

第10回生物資源学科会議
・�大学院科目の担当者について
・�遠隔授業が困難な科目に関して
・�卒業研究発表会の実施形態につい
て

FD・SD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

34 令和 3年 9月 9日

第11回応用生物化学科会議
・�後期の遠隔授業困難科目等の指定
について
・�2021年度卒業研究発表会の実施方
法について
・�教育活動の見直しに係るデータの
提供について
・�2021年度後期実験実習科目の感染
症対策について

FD・SD
天野、氏田、奥村、近澤、長澤、
濱本、林（利）、前林、松儀、湊、
山口（秀）

35 令和 3年 9月 9日

第10回生物環境科学科会議
・�遠隔授業困難科目の追加について
・�次年度実験実習に係るバス予約に
ついて
・�卒業発表会の形式について
・�学外実習の対応
・�アセスメント・ポリシーの見直し
と教育活動に係るアンケート結果
の確認依頼

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

36 令和 3年 9月21日

第11回生物資源学科会議
・�教育活動の見直しについて
・�学部として検討すべき課題につい
て
・�アセスメントポリシーの適切性に
ついて
・�学生アンケートについて、必要な
データについての検討

FD・SD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

37 令和 3年 9月22日

第 8回農場教員会議
・�コロナ禍での実験実習における対
応について
・�農場本館リファイニング工事後の
展示室での展示について

FD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

38 令和 3年 9月30日

第12回生物資源学科会議
・�新研究室設立に関する教授会への
議題提出について
・�2021年度卒業論文発表会など

FD・SD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

39 令和 3年 9月30日
第12回応用生物化学科会議
・�2021年度卒業研究発表会について
・�今後の遠隔授業の利用について

FD・SD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）

40 令和 3年 9月30日

第11回生物環境科学科会議
・�遠隔講義の運用について
・�卒業発表会の形式について
・�GPS-Academic について
・�TA予算の変更
・�障がい学生の対応について
・�生物環境科学科公開講座について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

41 令和 3年10月14日
第11回農学部教授会
・�生物資源学科の新研究室の設立に
ついて

FD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、田村、津呂、寺田、新妻、
林（利）、日野、平野、前林、松儀、
湊、森上、山岸、山口、天野、荒川、
上船、奥村、長田、香村、近藤、
志水、塚越、中尾、橋本、濱本、
平児、細田、村野、森田（隆）、
森田（裕）、黒川、近澤、藤、長澤、
楢崎

42 令和 3年10月14日
第13回生物資源学科会議
・�厳格な成績評価を行うための方策
の検討

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

43 令和 3年10月14日
第13回応用生物化学科会議
・�2022年度以降の遠隔授業取扱い
ルールについて

FD
天野、氏田、奥村、加藤、志水、
近澤、長澤、濱本、林（利）、前林、
松儀、湊、山口（秀）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

44 令和 3年10月14日

第12回生物環境科学科会議
・�講義・実験実習の日程変更につい
て
・�学生実験用物品購入の提案依頼に
ついて
・�TA予算について
・�出張の取り扱いについて
・�障がい学生ならびにコロナ関連学
生の対応について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

45 令和 3年10月27日

第 9回農場教員会議
・�農場施設説簿の修理について
・�農場本館の展示スペース、多目的
会議室について

FD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

46 令和 3年10月28日

第14回生物資源学科会議
・�卒業研究発表会について等
・�生物資源学科の採用人事について
等

FD・SD
津呂、寺田、平野、森上、山岸、
荒川、上船、塚越、平児、黒川、
鈴木

47 令和 3年10月28日

第13回生物環境科学科会議
・�卒論発表方式について
・�公開講座について
・�健康チェックシートについて
・�施設設備改修工事・機器備品につ
いて

FD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、橋本、楢崎、
大浦

48 令和 3年10月29日

第15回生物資源学科会議
・�生物資源学科の採用人事について
・�令和 4年度施設設備改修工事・機
器備品要求について

SD
津呂、寺田、平野、森上、山岸、
荒川、上船、塚越、平児、黒川、
鈴木

49 令和 3年11月 2 日
第16回生物資源学科会議
・�教員編成方針案および研究室構成
変更案について

SD
平野、森上、山岸、荒川、上船、
塚越、平児、黒川、鈴木

50 令和 3年11月18日
第12回農学部教授会
・�生物資源学科の研究室構成変更案
について

FD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、田村、津呂、寺田、新妻、
林（利）、日野、平野、前林、松儀、
湊、森上、山岸、山口、天野、荒川、
上船、奥村、長田、香村、近藤、
志水、塚越、中尾、橋本、濱本、
平児、細田、村野、森田（隆）、
森田（裕）、黒川、近澤、藤、長澤、
楢崎

51 令和 3年11月18日

第17回生物資源学科会議
・�令和 4年度の研究室配属について
・�2022年度フレッシュマンミキサー
の日程等について

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

52 令和 3年11月24日
第10回農場教員会議
・�教職課程と学芸員課程の科目名称
変更について

FD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

53 令和 3年11月28日

第18回生物資源学科会議
・�卒業研究発表会の実施要項等につ
いて
・�研究室構成変更案について

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

54 令和 3年11月28日
第14回生物環境科学科会議
・�後援会費の使途について

FD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

55 令和 3年12月 2 日

第15回生物環境科学科会議
・�後援会費の使途について
・�学科共通機器について
・�学びのコミュニティープログラム
応募について
・�卒論発表会について
・�実務家教員に指定された教員のシ
ラバス記載について
・�次年度時間割について
・�指導教員面談について
・�取得可能資格について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、橋本、楢崎、
大浦

56 令和 3年12月 3 日
第11回農場教員会議
・�令和 4年度農場行事の開催につい
て

FD・SD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

57 令和 3年12月16日
第15回農学部教授会
・�生物資源学科の研究室構成変更案
について（再提案）

FD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、田村、津呂、寺田、新妻、
林（利）、日野、平野、前林、松儀、
湊、森上、山岸、山口、天野、荒川、
上船、奥村、長田、香村、近藤、
志水、塚越、中尾、橋本、濱本、
平児、細田、村野、森田（隆）、
森田（裕）、安原、黒川、近澤、藤、
長澤、楢崎

58 令和 3年12月16日

第19回生物資源学科会議
・�令和 4年度の研究室配属について
・�卒業研究発表会の開始 /終了時刻
の決定等について

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

59 令和 3年12月16日

第16回応用生物化学科会議
・�2022年度化学実験について
・�2022年度シラバスの確認について
・�2021年度卒業研究発表会の実施方
法について

FD・SD
天野、氏田、奥村、志水、近澤、
長澤、濱本、林（利）、前林、松儀、
湊、山口（秀）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

60 令和 3年12月16日

第16回生物環境科学科会議
・��卒業論文発表会におけるスケ
ジュール案について
・��三峡大学とのシンポジウム開催に
ついて
・��次年度のスポーツ大会の実施案に
ついて
・��学科共通機器費について
・��インターンシップについての注意
喚起

FD
汪、長田、日野、新妻、田村、細田、
近藤、藤、礒井、村野、橋本、
大浦

61 令和 4年 1月 7日

第12回農場教員会議
・�卒業研究発表会の日程について
・�大学院奨学金制度の見直しについ
て
・�農場本館改修工事について

FD・SD
平野、中尾、森田（隆）、森田（裕）、
片山

62 令和 4年 1月16日

第17回応用生物化学科会議
・�大学院奨学生について
・�実験、実習を長期欠席する学生へ
の対応について
・�2023年度以降の教員組織編成に向
けた学部等の考え方について

FD・SD
天野、氏田、奥村、志水、近澤、
長澤、濱本、林（利）、前林、松儀、
湊、山口（秀）

63 令和 4年 1月16日

第17回生物環境科学科会議
・�卒論発表会について
・�選択必須科目の再試験の取り扱い
について
・�次年度からの大学院生奨学金給付
方法について
・�新型コロナ関連学生の対応につい
て
・�2022年度生物環境科学科公開講座
について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、田村、近藤、
藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦

64 令和 4年 1月27日
FD・�SD学習会
・�「学修成果の可視化とその活用」

FD・SD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、津呂、寺田、新妻、林（利）、
日野、平野、前林、松儀、湊、森上、
山岸、山口、天野、荒川、上船、
奥村、長田、香村、近藤、志水、
塚越、中尾、橋本、濱本、平児、
細田、村野、森田（隆）、森田（裕）、
安原、黒川、近澤、藤、長澤、
楢崎
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

65 令和 4年 1月27日

第17回農学部教授会
・�学部の教員編成方針の確認と2023
年度以降の教員編成に向けた農学
部の考え方について

FD・SD

礒井、氏田、汪、大浦、加藤、木岡、
鈴木、津呂、寺田、新妻、林（利）、
日野、平野、前林、松儀、湊、森上、
山岸、山口、天野、荒川、上船、
奥村、長田、香村、近藤、志水、
塚越、中尾、橋本、濱本、平児、
細田、村野、森田（隆）、森田（裕）、
安原、黒川、近澤、藤、長澤、
楢崎

66 令和 4年 1月27日

第21回生物資源学科会議
・�卒業研究発表会の実施方法につい
て
・�2022年度の指導教員の取り扱いに
ついて
・�「生命・食料・環境」のアクティブ
ラーニング型授業の点検について

FD
津呂、寺田、平野、山岸、荒川、
上船、塚越、平児、黒川、鈴木

67 令和 4年 1月27日
第18回応用生物化学科会議
・�卒業研究発表会の欠席者への対応
について

FD・SD
天野、氏田、奥村、志水、近澤、
長澤、濱本、林（利）、前林、松儀、
湊、山口（秀）

68 令和 4年 1月27日

第18回生物環境科学科会議
・�実習科目の成績評価について
・�選択必須科目の再試験について
・�卒論発表について

FD・SD
汪、長田、日野、新妻、細田、近藤、
藤、礒井、村野、橋本、楢崎、
大浦
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1 ．令和 3年度の活動報告

活�動方針：令和 3年度は新カリキュラム 3年目となる。コロナ禍にはあるが、新たな試みである

指導教員グループ制や修士課程の中間発表などの実施においてさらなる創意工夫を重ねる。

活動目標：コロナ禍ではあるが、新カリキュラムを確実に実施

活動内容：

①FD共通課題（学生の学修成果を可視化する取組を踏まえた教育改善）

　大学院生全員が受講する農学特別演習において、毎回提出を義務づけているレポートの取り

扱いについてこれを着実に遂行している。すなわち、発表者の発表内容に対して、その「価値」、

「質疑」、「触発」、「質問」に分けてコメント、さらに、発表全体に対する意見を報告させ、特

任助手の協力により集まったレポートに記されたコメントを発表者にフィードバックしてい

る。

② SD共通課題（ハラスメント）

　ハラスメントの疑いがある事案については、個人情報の保護に気を配りながら教員と職員が

協同して解決に向け取り組んでいる。

③その他研究科独自の取組

　副指導教員による最終審査時以外の指導が総じて行われていない現状を鑑み、新カリキュラ

ムが始まった一昨年度より副指導教員を含む指導教員グループによる修士課程あるいは博士後

期課程の中間段階における研究進捗状況の確認作業を実施している。修士課程においては、新

カリキュラムへ移行後実施している中間発表を、新型コロナウイルス感染予防のため当初予定

していたポスター発表から口頭発表に変更して実施した。

　博士後期課程への進学者が少ない状況を鑑み、修士課程 1年生を対象に「博士後期課程に関

するアンケート」を実施するとともに、博士後期課程修了者を招いた「院生・教員討論会」を

実施した。

2 ．今後の課題、方向性

　修士課程入学者は定員の1.5倍を超える年度が続いているのに対して、博士後期課程進学者は定

員に満たない年度が続いている。修士課程については定員増加に向けた検討を始める。また、博

士後期課程については定員削減をすでに行ったが、定員確保に向けた方策について検討を続ける。

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 農学研究科	 ）
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3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月30日

・事業計画書についての検討
・�大学院奨学生見直しについての検
討
・中間発表についての検討

FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
河村・奥田　計 7名

2 令和 3年 6月 3日

・�大学院奨学生見直しについての検
討
・社会人入学者についての検討
・博士後期課程についての検討
・�学位授与方針対応表についての検
討
・中間発表についての検討

FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
河村・奥田　計 7名

3 令和 3年 6月 8日
・最終発表についての検討
・中間発表についての検討

FD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
河村　計 6名

4 令和 3年 7月13日

・�大学院奨学生見直しについての検
討
・中間発表会の反省
・最終発表についての検討
・院生・教員討論会についての検討

FD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦　
計 5名

5 令和 3年 8月19日 ・後期開講科目についての検討 FD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田・岡本　計 7名

6 令和 3年 9月13日

・�大学院奨学生見直しについての検
討
・非常勤講師についての検討
・特論科目についての検討

FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田・岡本　計 7名

7 令和 3年 9月24日 ・奨学生の選考について SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田　計 6名

8 令和 3年12月 8 日

・修論発表会について
・�研究倫理（博士後期課程）につい
て
・奨学金制度の見直しについて

FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田・岡本　計 7名

9 令和 3年12月24日
・�研究倫理（博士後期課程）につい
て
・奨学金制度の見直しについて

FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田・岡本　計 7名

10 令和 4年 1月14日 ・奨学金制度の見直しについて FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田・岡本　計 7名

11 令和 4年 1月24日

・�博士論文公聴会、修士論文発表会
の実施形態について
・�アドミッションポリシーと入試方
式との対応表の作成について

FD・SD
礒井・平野・鈴木・前林・大浦・
奥田・岡本　計 7名
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1 ．令和 3年度の活動報告

1 ）薬学部 FD・SD 委員会活動目標及び活動項目

FD・SD活動の定義：薬学部の教育理念、目標に到達するために、教職員組織で取り組む教育

改善をサポートする。

A．実質的な授業改善

①授業改善アンケートによる学生の学びの問題点の抽出

②学びの問題点に対する教育改善方法の検討 ･提案

B．学生の主体的な学びの促進

①学生の主体的活動のサポート

②�学びの成果の可視化→全学共通FD課題：①学生の学修成果を可視化する取組に基づく教育

改善

C．教育活動の可視化と IRの実施

①教育活動の可視化

② IRの実施と教育改善の提案→全学共通 SD課題：遠隔講義への対応、IR

2 ）令和 3 年度活動内容

A. 実質的な授業改善

①授業改善アンケートによる学生の学びの問題点の抽出

　前期61科目実施　　回収率平均　93.8％　（昨年度92.3％、一昨年度78.1％）

　後期52科目実施　　回答率平均　88.9％���（昨年度91.9％、一昨年度72.9％）

・�前期授業改善アンケート結果及び成績を用い、2019、2020、2021年度で比較したところ、

概ね遠隔の繰り返しできる環境は学修効果が相対的に高いこと、ディスカッションや発話

を中心とする科目は遠隔環境では学修効果が低下して傾向があること、2021年度は遠隔で

の経験を踏まえた改善がなされたことが影響して全体的に改善していること、目標達成、

成長実感、満足度など、他者との関わりで気づきやすいものは、横ばいか低下しているこ

となどを確認した。

・�学生へのフィードバックとして、授業改善アンケートの自己評価部分をレーダーチャート

化し、当該学年の平均を含めて可視化した。

・�教員へのフィードバックでは、授業改善のヒントとなるように、下記のデータを IRの一

環として作成し、フィードバックした。

　フィードバック内容：当該科目の各アンケート項目の単純集計グラフ、学生の当該科目の

授業スキル及び自己評価についてのレーダーチャート（全科目平均及び当該学年平均含む）、

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 薬学部	 ）
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当該科目成績と満足度の関係、当該科目成績と各指標の関連の散布図（基礎学力、授業外学

習時間、授業集中、理解度、到達度、満足度）、各系列の科目の各指標の分布グラフ

・�教員から各科目履修学生への授業改善アンケートについてのフィードバックは、専任教員

で93.5％（昨年度93.8％）であった（前期）。

・後期についても同様の検討及びフィードバックを行う。

②学びの問題点に対する教育改善方法の検討・提案

　下記内容でFD講演会及び検討を行った。

・「反転授業のための授業デザインワークショップ」

実施日：2021年 9 月13日

講師：田口真奈氏（京都大学高等教育研究開発推進センター・准教授）

・「成績評価の平準化についての検討」

実施日：2021年 9 月16日

薬学部教務委員会と合同開催

・「コアカリ改訂の基盤となる教育の考え方（認知、行為）や概念化について」

実施日：2022年 3 月15日

講師：山田　勉氏（名古屋市立大学�高等教育院）

・FD報告

実施日：2022年 3 月16日

B. 学生の主体的な学びの促進

① 学びの成果の可視化→全学共通 FD 課題：①学生の学修成果を可視化する取組に基づく教育

改善

　 1－ 4年生を対象に、ディプロマ・ルーブリックと学修成果サマリーを利用した振り返り

を半期毎に行った。 1－ 3年生については、指導教員の面談時に利用した。

　 1、 4年生を対象に、外部指標としてGPS-Academic を実施。

　 6年生については、国家試験模擬試験の推移をレーダーチャートとし、努力を可視化する

と共に、教員からのアドバイスのサポートを行った。

C．教育活動の可視化と IR の実施→全学共通 SD 課題：遠隔講義への対応、IR

①教育活動の可視化

　教育活動の可視化として、一昨年度より行っているディプロマ・ルーブリックによる振り

返りを半期毎に実施すると共に、半期の学びを振り返る学習成果サマリーの作成を行い、学

生の学修のサポートを行った。

○振り返りの実施時期

　前期： 8月中（未実施は、再実施メールにて督促）　

　後期： 3月中（未実施は、再実施メールにて督促）
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○内容

・ディプロマ・ルーブリックを用いた振り返り

・�半期の学びを振り返り、「満足な成果」、「不満足な成果」について 2科目ずつ選択し、

以下の様な振り返りを行う。

・�思うように行ったこと、・思うよ

うに行かなかったこと、・できる

ようになったこと

・�まだ不十分なこと、・次に活かす

こと

② IR の実施と教育改善の提案

・令和 3年度薬学部遠隔授業アンケート結果について

　回収率平均　90.9％

コロナ禍により前期に行った遠隔授業についての薬学部独自のアンケート調査分析を行

い、改善に向けての提案を行った。

・令和 2年度学位授与方針対応表の検証について

a．領域、順次性、難易度を踏まえた体系性

b．ディプロマ・ポリシーでうたっている能力の育成とカリキュラムの整合性

c．学生の学修成果の確認

d．アセスメントポリシーに基づく評価（学位プログラムの評価）

材料：

間接データ：ディプロマ・ルーブリック、授業評価アンケートなど

　直接データ：GPS-Academic、ディプロマ・ルーブリック毎の成績、修得度など　

　上記の情報を材料として、分析を行い、学位授与方針対応表にもとづく学修成果が得られ

ているか、また、学修成果を評価し、課題と改善点を提案した。

・学生の主体的な学びの促進

　①学びの成果の可視化

　デ�ィプロマルーブリックの自己評価、学習成績のレーダーチャート作成、模試結果推移の

レーダーチャート作成、学習スタイル、外部学修成果調査指標などの学生自身の学びの

サマライズとリフレクションを促すサポート。

　 1、 4年生を対象に、外部指標としてGPS-Academic を実施。

実施率
（％）

ディプロマ
ルーブリック

学修成果
サマリー

令和 3年度
前期

1年生 97 93
2 年生 95 86
3 年生 94 84
4 年生 88 76
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2 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 5月20日
令和 2年度 IR報告
　2015年入学生の IR結果に
ついて報告

FD

飯田 ,打矢 ,梅田 ,大津 ,岡本（浩）,
小田 ,亀井 ,北垣 ,黒野 ,小森 ,神野 ,
田口 ,築山 ,永松 ,灘井 ,丹羽 ,能勢 ,
長谷川 ,早川 ,原 ,平松 ,松本 ,村田 ,
森 ,柳澤 ,山田 ,湯川 ,脇田 ,伊東 ,
衣斐 ,今西 ,牛田 ,岡本（誉）,奥田 ,
金子 ,栗本 ,小島 ,高谷 ,武田 ,根岸 ,
半谷 ,リバック ,間宮 ,水本 ,輪島 ,
青木 ,植田 ,近藤（梨）,榊原 ,武永 ,
都築 ,西川 ,橋本 ,日坂 ,守屋 ,吉田 ,
酒井　計57名

2 令和 3年 7月19日

第 1回 FD・SD委員会（メー
ル審議）
1．�授業評価アンケートにつ
いて

2．2,3年生の面談出力資料
3．�遠隔授業についてのアン
ケート

FD・SD
大津委員長，飯田，打矢，北垣，
小森，田口，能勢，贄　計 8名

3 令和 3年 7月13日

第 2回 FD・SD委員会
1．�令和 3年度 FD・SD委員
会活動について

2．�令和 3年度 FD・SD活動
計画と実施状況

3．�その他

FD・SD
大津委員長，飯田，打矢，北垣，
小森，能勢，贄　計 7名

4 令和 3年 8月 5日

第 3回 FD・SD委員会
1．�アセスメントポリシーに
基づく学修成果エビデン
ス対応表の確認

2．�学位授与方針対応表を用
いた教育課程の自己点検
及びアセスメントポリ
シーに基づく評価

FD・SD
大津委員長，飯田，打矢，北垣，
小森，田口，能勢，贄　計 8名

5 令和 3年 9月 2日

令和 4年度学位授与方針対応
表およびアセスメントポリ
シーに基づく学修成果のエビ
デンスについて

FD

青木 ,飯田 ,伊東 ,井藤 ,衣斐 ,今西 ,
植田 ,牛田 ,打矢 ,梅田 ,大津 ,岡本
（浩）,岡本（誉）,奥田 ,小田 ,加藤 ,
金子 ,亀井 ,北垣 ,栗本 ,黒野 ,小島 ,
小森 ,近藤（梨）,酒井（隆）,坂井 ,
榊原 ,神野 ,高谷 ,田口 ,武田 ,武永 ,
田辺 ,築山 ,都築 ,豊田 ,永松 ,灘井 ,
西川 ,丹羽 ,根岸 ,能勢 ,野田 ,橋本 ,
長谷川 ,早川 ,原 ,半谷 ,日坂 ,平松 ,
リバック ,松本 ,間宮 ,水本 ,村田 ,
森 ,守屋 ,柳澤 ,山田 ,湯川 ,吉田 ,
吉見 ,脇田 ,輪島　計64名
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

6 令和 3年 9月13日

FDワークショップ
反転授業のための授業デザイ
ンワークショップ
講師：�田口真奈先生（京都大

学高等教育研究開発推
進センター・准教授）

FD・SD

井藤 ,� 永松 ,� 奥田 ,� 間宮 ,� 牛田 ,�
橋本 ,� 根岸 ,� 山田 ,� 酒井 ,� 小森 ,�
松本 ,� 神野 ,� 水本 ,� 村田 ,� 打矢 ,�
大津 ,�長谷川 ,�田口 ,�能勢 .�飯田 ,�
北垣 ,�野田 ,�輪島　計23名

7 令和 3年11月15日

第 4回 FD・SD委員会
1．�令和 3年度前期授業改善
アンケートについて

2．�令和 3年度後期授業改善
アンケートについて

3．�遠隔授業アンケートにつ
いて

4．�学生の主体的な学びにつ
いて

5．�学位授与方針対応表を用
いた教育課程の自己点検
及びアセスメントポリ
シーに基づく評価と対策

FD・SD
大津委員長，飯田，打矢，北垣，
小森，田口，能勢，贄　計 8名

8 令和 4年 2月 2日

第 5回 FD・SD委員会
1．�令和 3年度後期授業改善
アンケート結果について

2．FD・SD講演会
3．学生フォーラム
4．2021年度学びの可視化
5．�学位授与方針対応表を用
いた教育課程の自己点検
及びアセスメントポリ
シーに基づく評価と対策
（継続）

6．その他

FD・SD
大津委員長，飯田，打矢，北垣，
小森，田口，能勢，贄　計 8名

9 令和 4年 3月15日

第 6回 FD・SD委員会
1．�令和 3年度後期授業改善
アンケート結果について

2．学びの可視化一覧

FD・SD
大津委員長，飯田，打矢，北垣，
小森，田口，能勢，贄　計 8名

10 令和 4年 3月15日

FDフォーラム
内容：�概念的理解による認知・

行為システムの構築　
―薬学教育モデル・コア・
カリキュラム（令和 4年
度改訂版）の読み方―

講師：�山田　勉先生（名古屋
市立大学　高等教育院　
教授）

FD・SD

飯田，井藤，打矢，大津，岡本（浩），
亀井，北垣，黒野，小森，田口，
築山，永松，灘井，能勢，長谷川，
柳澤，山田，伊東，衣斐，牛田，
奥田，根岸，半谷，間宮，水本，
植田，近藤（梨），酒井（隆），榊原，
武永，橋本，日坂，守屋，吉見，
贄　計35名
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

11 令和 4年 3月16日
FD報告会
（第24回薬学部拡大教授会内）

FD

飯田，井藤，打矢，大津，岡本（浩），
亀井，北垣，黒野，小森，神野，
田口，築山，永松，灘井，丹羽，
能勢，野田，長谷川，早川，原，
平松，村田，森，山田，湯川，脇田，
伊東，衣斐，今西，牛田，岡本（誉），
奥田，加藤，栗本，坂井，武田，
半谷，リバック，輪島，青木，植田，
近藤（梨），酒井（隆），武永，都築，
橋本，日坂，守屋，吉見　計49名
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1 ．令和 3年度の活動報告

1 ）大学院薬学研究科FD・SD委員会の活動方針と目標

　薬学研究科における教育の質の向上を図るため、薬学研究科FD・SD委員会が中心となっ

てFD・SD活動を推進する。この活動を通じて研究科全教員が実効性の高い授業改善を進め

るとともに、所属学生の研究活動が活性化されるよう教育遂行能力や指導力の向上を図る。

2）令和 3年度の FD・SD委員会の活動内容

　以下について活動を行った。（行っている。）

◦教員・学生に対する授業評価アンケートの実施と評価のフィードバック

◦教員・学生に対する特殊研究評価アンケートの実施と評価のフィードバック

◦副指導教員との面談の実施

◦シラバスに記載する特論・特殊研究科目とDP・CPの対応についての検討

3）FD・SDの取り組みを推進する具体的な活動実績

Ⅰ．授業評価アンケートを活用した今後の授業改善について 

　令和 3年度「特論」科目（講義）に関するアンケートを前期終了時に実施した（該当科

目： 1教科、回答率　学生：33％、教員：56％）。アンケート結果を担当教員に配布し、次

年度のシラバスや授業内容・方法の改善へ向けた情報としての利用を促した。後期開講科目

についても、現在実施中である。

Ⅱ．特殊研究評価アンケートについて 

　 3月初旬に実施する特殊研究成果発表会の後に特殊研究評価アンケート調査を予定してお

り、結果を教員・学生双方にフィードバックする予定である。

Ⅲ．副指導教員との面談について

　昨年度に引き続き、副指導教員との面談機会を設け（面談シート回収率：56％）、主指導

教員とは異なる多様な助言が得られるような環境づくりを推進した。

2 ．今後の課題、方向性

（ 1）授業改善へ向けたアンケートの実施

　次年度も今年度と同様に大学院講義に対するアンケートを実施する。ここ数年は学生、教員

ともに回収率が低下傾向にあるため、アンケートの実施方法を工夫しつつ、学生・教員双方か

らの要望や改善点を大学院運営委員会で報告・共有化し、講義が学生にとっての継続的な学び

の場となるよう講義内容や実施方法を改善していく。また、必要に応じて、大学院講義の在り
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方について、学部FD・SD委員会と協同し、FDワークショップの実施を検討する。

（ 2）「教育」の工夫や実践を知る機会の提案、提供

　FD・SD講演会の開催と教員への研修機会の提供は、今後の検討課題である。学部との共催

も視野に入れ検討したい。

3．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 9月 2日
令和 3年度　前期授業評価アンケー
トについて

FD
小田彰史、村田富保、早川伸樹、
山田修平、湯川和典、栗本英治、
豊田行康、根岸隆之、水本秀二

2
令和 3年
9月～10月

副指導教員との面談 FD・SD

全学生
平松正行、井藤千裕、岡本�浩一、
永松　正、灘井雅行、柳澤� 聖、
脇田康志、衣斐大祐、加藤美紀、
半谷眞七子、高谷芳明、根岸隆之

3 令和 4年 1月27日
令和 3年度　後期授業アンケートに
ついて

FD 柳澤　聖、築山郁人

4
令和 4年
3月初旬～下旬

令和 3年度�特殊研究評価アンケート
について

FD

全学生
【主指導教員】
井藤千裕、大津史子、神野透人、
灘井雅行、丹羽敏幸、野田幸裕、
平松正行、湯川和典
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1 ．令和 3年度の活動報告

≪活動方針≫

① FD 共通課題

　外部調査（アセスメントテストGPS-Academic）により、学生の学修成果を可視化し、学

年間での比較、学年進行による学修進捗確認を通じて、専門科目、ゼミナール等での学生指

導に役立てる。

② SD 共通課題（遠隔講義有効活用への対応）

　他大学での実施状況について情報収集し、本学での遠隔講義実施に有効となる事例につい

て、教授会で共有した。

③その他学部独自の取組

　社会人基礎力診断テストを継続的に実施することにより、学生の成長度合いを組織的に確

認し、学生の修学意欲を向上させる取組として活用していく。

　社会人基礎力診断テストにおける入学から卒業までの推移把握を実施し、経年比較による

在学生の傾向を分析し、その結果を全教員に共有する。

≪目標≫

　全教員が、本学部学科の人材養成目的を認識し、学位授与方針（Diploma�Policy）に記載す

る資質能力を身につけさせることを意識したうえで、授業における課題、工夫を明確にし、特

にゼミナール運営・指導の工夫に取り組み、改善に繋げることによって学生の成長に役立てる。

また、組織として、学生の成長推移、学修進捗を分析確認しながら、取組を展開する。

≪活動内容≫

①学生の学修成果を可視化する取組に基づく教育改善

・�『アセスメントテストGPS-Academic（ 1 年次及び 3年次）』の経年での集計・分析結果を

教授会で共有した。 3年次の結果については、委託先（ベネッセ i キャリア）の担当者に

対面で説明を依頼し、質疑を行った。

・�全学年の学生を対象に社会人基礎力診断テストを実施し、集計結果を教授会で共有した。

各教員が集計結果を活かしてゼミナール実施方法を工夫し、ゼミナール指導による学生の

研究力向上、プレゼンテーション能力向上に繋げる。

②その他学部独自の取組（SD 含む）

　授業改善アンケートの対象科目を 1教員 2科目以上で実施し、フィードバックされた結果

を各教員が授業改善に繋げる。

　後期授業終了後には、各教員へ今年度の授業実施に関する独自アンケートを実施し、学生

の授業改善アンケート結果も含めた振り返りと自己点検の機会を提供している。アンケート
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結果は、集計して教授会で公表する予定である。

　ゼミナールにおいては、中間発表会、卒業論文発表会を実施することで、研究力、プレゼ

ンテーション能力等の成長度についての検証をする。

　在学生の状況や様子、講義受講状況を報告しあい、情報共有、情報交換を活発に行うこと

によって、学生の修学支援に繋げる。

2 ．今後の課題、方向性

　FD・SD委員会を中心として、学部内関連委員会との連携による系統的な取組の検討・実施

を実現する。具体的には、講義・ゼミナール運営の工夫・改善点についての意見交換、学生の

受講状況等についての情報共有を通して、教育の組織的な改善に繋げていくための取組の場と

する。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1
令和 3年 4月 8日
（FD・SD委員会）

アセスメントテストGPS-Academic
実施及び社会人基礎力診断テスト実
施方法を検討し、 4月 8日開催教授
会へ審議提案した。

FD・SD
酒井、稲葉、手嶋　
� 計 3 名

2
令和 3年 5月13日
（FD・SD委員会）

FD・SD取組を推進する組織の活動
について SD活動として取り組む
テーマを検討し、 5月27日開催教授
会へ審議提案した。

SD
酒井、稲葉、手嶋　
� 計 3 名

3
令和 3年 6月17日
（FD・SD委員会）

『SD共通課題（遠隔講義有効活用へ
の対応）』に係る事例研究と教授会へ
の提案を検討した。

SD
酒井、稲葉、小池、手嶋　
� 計 4 名

4
令和 3年 6月24日
（教授会）

『SD共通課題（遠隔講義有効活用へ
の対応）』に基づき、事例研究結果を
共有した。

SD

亀井、赤木、稲葉、宇野、大野、
鎌田、柄谷、小池、酒井、島田、
杉浦（真）、鈴木（淳）、手嶋、張、
西野、福島、水野、宮本、森杉、
若 林、 杉 浦（伸）、 鈴 木（千）、
田口� 計23名

5
令和 3年 7月15日
（FD・SD委員会）

社会人基礎力診断テスト結果（ 1・
2・ 3年・ 4年次）実施分析結果確
認と教授会への提案を検討した。

FD・SD
酒井、稲葉、小池、手嶋　
� 計 4 名

6 令和 3年 7月20日 第13回 FD学習会 FD
杉浦（伸）、大野、西野　
� 参加者計 3名

7
令和 3年 7月29日
（教授会）

社会人基礎力診断テスト結果（ 1・
2・ 3年・ 4年次）実施分析結果を
共有し意見交換した。

FD・SD

亀井、赤木、稲葉、宇野、大野、
鎌田、柄谷、小池、酒井、島田、
杉浦（真）、鈴木（淳）、手嶋、張、
西野、昇、福島、水野、宮本、森杉、
山谷、若林、杉浦（伸）、鈴木（千）、
田口　� 計25名
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

8 令和 3年 8月25日 第14回 FD学習会 FD
杉浦（伸）、酒井、手嶋、山谷　
� 参加者計 4名

9 令和 3年 9月 2日 第15回 FD学習会 FD
杉浦（伸）、大野、手嶋、田口、
杉浦（真）　� 参加者計 5名

10
令和 3年 9月16日
（FD・SD委員会）

令和 4年度入学前教育実施、 3年次生
対象アセスメントテストGPS-Academic
の実施確認、 1年次生対象アセスメン
トテストGPS-Academic の実施・分析
結果の確認をそれぞれ行い、 1年次生
対象アセスメントテストGPS-Academic
の実施・分析結果については、 9月30
日開催教授会への報告を検討した。

FD
酒井、小池、手嶋　
� 計 3 名

11
令和 3年 9月30日
（教授会）

1年次生対象アセスメントテスト
GPS-Academic の実施・分析結果を
説明し意見交換した。
前期授業改善アンケート実施結果を
報告した。

FD

亀井、赤木、稲葉、宇野、大野、
鎌田、柄谷、酒井、島田、杉浦（真）、
鈴木（淳）、手嶋、張、西野、昇、
福島、宮本、森杉、山谷、若林、
杉浦（伸）、鈴木（千）、田口　
� 計23名

12
令和 3年10月21日
（FD・SD委員会）

令和 4年度アセスメントテスト�
GPS-Academicの実施予定を審議した。

FD
酒井、小池、手嶋　
� 計 3 名

13 令和 3年11月 4 日 第23回 FD・SDフォーラム FD・SD
酒井、昇、杉浦（伸）、大野、手嶋、　
� 参加者計 5名

14
令和 3年12月23日
（教授会）

アセスメントテストGPS-Academic
実施結果（ 3年次）まとめ及び学修
成果の現状を確認し、課題抽出した。
（講演：ベネッセ i キャリア黒田氏）

FD・SD

赤木、稲葉、大野、鎌田、亀井、
柄谷、小池、酒井、島田、杉浦（真）、
鈴木（淳）、張、手嶋、西野、昇、
福島、水野、宮本、森杉、山谷、
若 林、 杉 浦（伸）、 鈴 木（千）、　
田口　� 計23名

15
令和 4年 1月20日
（FD・SD委員会）

アセスメントテストGPS-Academic
実施結果（ 3年次）報告の振り返り
と次年度取組への展開について議論
した。

FD
酒井、小池、手嶋　
� 計 3 名

16 令和 4年 1月31日 FD・SD企画参加（動画視聴報告） FD
酒井、鎌田、張、宮本　
� 計 4名

17
令和 4年 2月22日
（FD・SD委員会）

専任教員に対して実施した『授業改
善の達成度に関する評価アンケート』
結果を集計し共有

FD・SD
酒井、稲葉、小池、手嶋　
� 計 4名

18
令和 4年 2月25日
（教授会）

専任教員に対して実施した『授業改
善の達成度に関する評価アンケート』
の集計結果を報告、意見交換を実施

FD・SD

赤木、宇野、大野、鎌田、亀井、
柄谷、小池、酒井、島田、杉浦（真）、
鈴木（淳）、手嶋、西野、昇、福島、
水野、宮本、森杉、山谷、若林、
杉浦（伸）、鈴木（千）、田口
� 計23名
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1 ．令和 3年度の活動報告

≪活動方針≫

1 ）�大学院生の専門知識や問題解決力の向上と社会人基礎力のスキルアップを目指し、「社会

人基礎力育成プログラム」への参加を促すとともに、社会人基礎力調査を継続的に実施す

る。

2）�成績評価・研究進捗の評価・論文審査など、大学院修了に向けた研究プロセスの中で、研

究指導担当者としての関わり方、研究指導の効果、適切性などを確認するとともに、研究

者養成における課題の検討と改善についてFD・SD活動の継続的取り組みとする。

3）�個別の研究指導のなかでは、研究者として研究推進に関わりながら、研究発表の活性化を

促し、修士論文や博士論文の成果向上に繋げる。

≪目標≫

1 ）�社会人基礎力に必要な「基礎学力」や「専門知識」などの『技術的能力』に加え、「コミュ

ニケーション能力」や「バイタリティー」、「積極性」、「協調性」などの『行動能力』を意

識させるため、社会人基礎力診断テストを年 2回程度行う。

2）�大学院入学後、遅くとも半年以内に研究テーマ及び研究計画書を主査教員の指導で作成す

るとともに、副査を含めた研究に関するディスカッションの機会を学生自ら計画し、実施

する。

3）学会参加や研究発表を推奨する。

4）�年度末に行われる研究報告会（中間発表及び審査発表）に、すべての大学院生及び教員の

参加を促し、学生相互で研究報告内容を評価する。

5）�すべての大学院教員に教室内での座学に留まらず、少なくとも半年に 1回以上の学外での

体験学習や外部講師とのディスカッションの機会の設定を推奨する。

≪活動内容≫

① FD 共通課題

　修士課程及び博士後期課程の 1年次を対象として実施する「研究中間発表会」においては、

聴講者が共通の観点での評価を行い、その評価結果を、研究指導教員を通じて発表者へフィー

ドバックする。発表者は評価結果を受け止めながら、研究の深化、研究者としての成長をは

かるとともに論文の完成を目指し、審査発表会に向けて発表技術の向上に努める。

② SD 共通課題

　研究倫理教育を徹底し、eL�CoRE の修了証書提出を義務付けた。

　修士課程及び博士後期課程でそれぞれ策定した『研究指導プロセス』について、指導学生

の研究進捗の状況を確認し、プロセスの適切性について意見交換を行う。
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③その他課題

2 ．今後の課題、方向性

1 ）�本研究科が掲げるディプロマポリシーを確実に身につけることができるように、研究進捗

のプロセス管理の方法等について、組織的な取り組みの適切性の検証を継続的に行う。

2）�修士論文や博士論文の成果向上の定期的な検証を継続的に行う。

3）�大学院修了時アンケート及び大学院生満足度調査の結果から、学生の学習成果、意見・要

望等を把握し改善に努めるととともに、学部FD・SD委員会との連携の下、組織的な取

り組み・改善に繋げていく場とする。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1
令和 3年 6月10日
（学務委員会）

修士論文作成基準の確認
研究中間発表会、修士論文発表会及
び学位論文公聴会実施方法の意見交
換
学位授与に関する取扱いの確認

FD・SD
森杉、西野、昇、福島、山谷　
� 計 5名

2
令和 3年 7月15日
（学務委員会）

修士論文作成基準の確認
研究中間発表会、修士論文発表会及
び学位論文公聴会実施方法の見直し
提案
学位授与に関する取扱いの確認・改
正検討

FD・SD
森杉、西野、昇、福島、山谷　
� 計 5名

3
令和 3年 9月16日
（学務委員会）

学位授与に関する取扱いの改正案作
成

FD・SD
森杉、西野、昇、福島、山谷　
� 計 5名

4
令和 3年12月 9 日
（学務委員会）

社会人基礎力診断テスト結果を確認
論文発表会における聴講者による評
価について、ディプロマポリシーの
総合能力に関しての客観的評価の必
要性を確認、評価票を一部修正
大学院生を対象としたアンケート設
問項目を確認
2020年度改正カリキュラムの検証の
必要性を確認、検証方法を検討

FD・SD
森杉、西野、福島、山谷　
� 計 4名

5
令和 4年 1月13日
（学務委員会）

学位授与申請受理に係り、学位審査
基準に則り、ディプロマポリシーと
の確認を審査委員へ依頼

FD・SD
森杉、西野、昇、福島、山谷　
� 計 5名

6
令和 4年 3月10日
（学務委員会）

論文発表会・公聴会及び中間発表会
の聴講者評価を集計し、結果を共有
するとともに、指導教員へフィード
バック
修了年次生の社会人基礎力診断テス
ト結果の 2年間の推移を確認し、指
導教員へフィードバック

FD
森杉、西野、昇、福島、山谷　
� 計 5名
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1 ．令和 3年度の活動報告

　人間学部FD・SD委員会は、委員長 1名、委員 4名、人間学部事務職員 1名により構成される。

教員団の教育・研究を含めた資質・能力向上を活動目標としてFD・SD活動に取り組んでいる。

令和 3年度（令和 4年 1月まで）には以下に取り組んだ。

•人間学部FD委員会の開催

•人間学部FDフォーラムの開催

•前期と後期における学修成果の可視化を目的とした外部調査（GPS-Academic）の実施

•人間学部 SDフォーラムの開催

　本年度よりFD活動に加え、教育に関わる SD活動にも取り組むことになったことから、組織

名称をこれまでの「人間学部FD委員会」から「人間学部FD・SD委員会」に変更した。人間

学部FD・SD委員会および人間学部教授会においては大学教育開発センター委員会からのFD・

SDに関連する事項が報告され、本学のFD・SD活動についての情報共有が図られている。

　 4月には人間学研究科と合同で「GPS-Academic の集計結果からみる人間学部の学修の傾向に

ついて」と題し、Zoomを使用して令和 3年度第 1回 FDフォーラムを開催した。 1年生と 3年

生を対象とした学修成果の把握を目的とする外部調査として2020年度に実施したGPS-Academic

の結果報告をベネッセ i キャリアの担当者より受けた後、質疑応答が行われた。本年度も学生の

学修成果を可視化する取組としてGPS-Academic を同じく 1年生と 3年生を対象に実施してい

る。実施期間は11月末までである。

　 9月には Zoomを使用し、「学修困難な学生の支援について～発達障がいの学生を中心に～」

をテーマとした令和 3年度第 1回 SDフォーラムが開催された。人間学部障がい学生支援委員長

より本学部での「障がい学生への対応」について専門的な視点から説明および参考となる助言が

なされた後、質疑応答を通して共通認識が図られた。

　なお、 3月には人間学研究科と合同でのFD・SDフォーラムを開催し、2021年度に実施した

GPS-Academic の結果について、昨年度実施分の結果とも照らし合わせながら討論する場を設け

る予定である。

2 ．今後の課題、方向性

　人間学部の学生の 4年間における学びを支援するための教育内容および教育環境のさらなる改

善に向けた取組を検討、実施する。次年度に向けては以下のFD・SD活動を予定している。

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 人間学部	 ）
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• 人間学部 FD・SD委員会の開催

• FD・SD情報の共有化のための活動

•学修成果を可視化する取組としてのGPS-Academic の実施

•�学部および研究科における学生の学修の現状と課題に関する合同FDおよび SDフォーラム

の開催

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月 8日

＜第 1回　人間学研究科、人
間学部合同FDフォーラム＞
テーマ：�GPS-Academic の集

計結果からみる人間
学部の学修の傾向に
ついて

講師：�ベネッセ i キャリア黒
田様

FD・SD

岡戸、笠井、安藤、一ノ谷、伊藤
（康）、伊藤（俊）、神谷、加茂、
塩﨑、谷口、畑中、船田、水尾、
宮嶋、和田、櫻井、西村、志村、
原田、ウェストビィ、加藤、ビーチ、
山田、久德、大西
［教員22名、職員 3名］

2 令和 3年 4月22日

＜第 1回　人間学部FD委員
会＞
・2021年度事業計画について
・�3 年生 GPS-Academic の実
施について

FD
岡戸、安藤、谷口、志村、大西
［教員 4名、職員 1名］

3 令和 3年 5月13日

＜第 2回　人間学部FD委員
会＞
・�3 年生 GPS-Academic の実
施について
・�各学部・研究科等における
FD・SD取組の推進組織一
覧表について
・�各学部・研究科等における
FD・SD取組を推進する組
織の活動について

FD
岡戸、安藤、宮嶋、志村、大西
［教員 4名、職員 1名］

4 令和 3年 6月23日

＜第 3回　人間学部FD・SD
委員会＞
・�SD活動「発達障害を抱える
学生の対応」について
・�3 年生 GPS-Academic の受
検状況について

FD・SD
岡戸、安藤、谷口、宮嶋、志村、
大西
［教員 5名、職員 1名］

5 令和 3年 9月 2日

＜第 1回　人間学部 SDフォー
ラム＞
テーマ：�学修困難な学生の支

援について～発達障
がいの学生を中心に～

講師：塩﨑万里教授

SD

岡戸、安藤、一ノ谷、伊藤（康）、
伊藤（俊）、笠井、神谷、加茂、
塩﨑、谷口、西村、畑中、船田、
水尾、宮嶋、和田、ウェストビィ、
加藤、櫻井、志村、原田�、ビーチ、
荒川、久德
［教員22名、職員 2名］
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

6 令和 3年10月20日

＜第 4回　人間学部FD・SD
委員会＞
・�令和 4年度　学修成果の把
握にむけた外部調査の実施
について
・�FD・SD活動報告（中間）
の作成について
・�令 和 4年 度 入 学 者 向 け　
MECプログラムについて
・�令和 4年度�入学前オリエン
テーションについて

FD・SD
岡戸、安藤、谷口、宮嶋、志村、
大西
［教員 5名、職員 1名］

7 令和 3年11月17日

＜第 5回　人間学部FD・SD
委員会＞
・�「2021年度事業計画書（部署
版）」の中間報告について
・�MS-26戦略プラン（部署版）」
の見直し及び「2022年度事
業計画書（部署版）」の作成
について
・�3 年生 GPS-Academic の受
験状況について

FD・SD
岡戸、谷口、宮嶋、志村、大西
［教員 4名、職員 1名］

8 令和 4年 1月12日

＜第 6回　人間学部FD・SD
委員会＞
・�2021年度　学部研究科合同
FD・SDフォーラムについ
て
・�2021年度　FD・SD活動報
告書について
・�2022年度　FD・SD委員会
の活動について

FD・SD
岡戸、安藤、谷口、宮嶋、志村、
大西
［教員 5名、職員 1名］

9 令和 4年 3月 1日

＜第 2回　人間学部、人間学
研究科合同FD・SDフォーラ
ム＞
テーマ：�GPS-Academic の集

計結果からみる人間
学部の学修の傾向に
ついて

講師：�ベネッセｉキャリア黒
田様

FD・SD

岡戸、笠井、安藤、一ノ谷、伊藤
（康）、伊藤（俊）、神谷、加茂、
谷口、畑中、船田、水尾、宮嶋、
和田、櫻井、西村、志村、原田、�
ウェストビィ、加藤、久德、大西
［教員20名、職員 2名］
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1 ．令和 3年度の活動報告

　人間学研究科のFD・SD活動は、研究科主任教授、委員 3名（内 1名は学部FD委員長を兼務）

および研究科担当の教務事務職員 1名の 5名からなるFD・SD委員会を中心に実施されている。

　本年度の活動の目標は、教員団の教育・研究を含めた資質・能力向上のための①教育内容及び

教育環境の改善、②教育技法の改善・向上のための具体的活動、③教員の資質開発を図るための

組織的な研修である。計画内容（具体的取り組み）［達成度指標］は、以下の通りである。（ 1）

学部のFD・SD委員会と合同で教員の資質向上につながるFD・SD活動を実施する［実施した

FD・SD活動回数］。（ 2）大学院生に対する聴き取り調査を行い、問題点を明らかにするととも

に、要望への対応策を検討する［聴き取りの実施割合、配慮事例数］。

　教授法の充実等については、学部と合同でのFDフォーラムを実施した。 1年生に対しては、

面接による授業アンケートを行った。学生が 1名だけであることからくる制約は感じられたもの

の、本年度は対面授業も実施されており、概ね良好な反応であった。研究科委員会において、ア

ンケート結果を報告し全教員での共有を図った。教育課程の自己点検の一環として、令和 4

（2022）年度研究科の学位授与方針対応表（科目ナンバリング）を作成した。

　なお、 3月には学部と合同でのFD・SDフォーラムを開催し、2021年度に実施した�

GPS-Academic の結果について、昨年度実施分の結果とも照らし合わせながら討論する場を設け

る予定である。

2 ．今後の課題、方向性

　本研究科におけるFD・SD活動については、従来のように院生を対象にした授業・研究環境

に関するアンケートを継続すると同時に、講義のあり方や研究指導のあり方を検討する。今後の

計画としては、作成された学位授与方針対応表に沿ったシラバスの作成と点検、先日実施した後

期授業アンケートの結果について分析内容の検討が予定されている。

FD・SD活動報告
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3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月 8日

第 1回人間学研究科、人間学
部合同FDフォーラム
テーマ：�GPS-Academic の集

計結果からみる人間
学部の学修の傾向に
ついて

講師：�ベネッセ i キャリア黒
田様

FD

岡戸、笠井、安藤、一ノ谷、伊藤
（康）、伊藤（俊）、神谷、加茂、
塩﨑、谷口、畑中、船田、水尾、
宮嶋、和田、櫻井、西村、志村、
原田、ウェストビィ、加藤、ビーチ、
山田、久德、大西
［教員22名、職員 3名］

2 令和 3年 6月14日

第 1回人間学研究科FD・SD
委員会
・�前期授業アンケートについ
て
　�アンケート内容および、ア
ンケート実施方法について
（メール審議）

FD
岡戸、笠井、加茂、塩﨑、久德
［教員 4名、職員 1名］

3 令和 3年 6月24日
第 3回研究科委員会
・�2021年度前期 FD授業アン
ケートについて

FD

安藤、一ノ谷、伊藤�（康）、伊藤
（俊）、岡戸、笠井、神谷、加茂、
塩﨑、西村、畑中、船田、水尾、
宮嶋、櫻井、原田、山田、久徳
［教員16名、職員 2名］

4 令和 3年 9月 2日

第 5回研究科委員会
・�令和 4年度学位授与方針対
応表を用いた教育課程の自
己点検の実施について

FD

安藤、一ノ谷、伊藤�（康）、伊藤
（俊）、岡戸、笠井、神谷、加茂、
塩﨑、西村、畑中、船田、水尾、
宮嶋、櫻井、原田、荒川、久徳
［教員16名、職員 2名］

5 令和 3年 9月30日
第 6回研究科委員会
・�2021年度前期授業アンケー
トについて

FD

安藤、一ノ谷、伊藤�（康）、伊藤
（俊）、岡戸、笠井、神谷、加茂、
塩﨑、西村、畑中、船田、水尾、
宮嶋、櫻井、原田、荒川、久徳
［教員16名、職員 2名］

6 令和 3年11月15日

第 2回人間学研究科FD・SD
委員会
・�FD・SD活動報告（中間）
の作成について
・�2021年度事業計画中間報告、
2022年度事業計画について
・�2021年度後期授業アンケー
トの実施について

FD・SD
岡戸、笠井、加茂、塩﨑、久徳
［教員 4名、職員 1名］
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

7 令和 4年 1月12日

第 3回人間学研究科FD・SD
委員会
・�2021年度　学部研究科合同
FD・SDフォーラムについ
て
・�2021年度　FD・SD活動報
告書について
・�2022年度　FD・SD委員会
の活動について

FD・SD
岡戸、笠井、塩﨑、久徳
［教員 3名、職員 1名］

8 令和 4年 3月 1日

第 2回　人間学部、人間学研
究科合同FD・SDフォーラム
テーマ：�GPS-Academic の集

計結果からみる人間
学部の学修の傾向に
ついて

講師：�ベネッセｉキャリア黒
田様

FD・SD

岡戸、笠井、安藤、一ノ谷、伊藤
（康）、伊藤（俊）、神谷、加茂、
谷口、畑中、船田、水尾、宮嶋、
和田、櫻井、西村、志村、原田、�
ウェストビィ、加藤、久德、大西
［教員20名、職員 2名］
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1 ．令和 3年度の活動報告

　外国語学部では、定例で行われている教授会や各委員会等において、教育改善のための意見交

換を行っている。ICTワークショップ、授業方法の研修会、授業参観プログラム等を通して、総

合的な教育改善を推進している。とりわけ英語教育委員会は必修の英語科目の担当教員を支援し、

ICT委員会は教員の ICT能力を伸ばし、学務委員会は全体的にカリキュラムを改善することに

努めている。下記の通り、FD・SD委員会は各委員会と情報共有し、必要に応じてFD・SD活

動を行った。

①FD・SD共通課題

a）学修成果を可視化する取り組み

・�1 、3 年生を対象に学修行動調査としてGPS-Academic を実施、その結果分析を共有した。（ 3

年生分は 2月下旬共有予定）

b）授業改善アンケートの実施（前期・後期　計 2回）

・大学教育開発センター委員会で指定された科目について、授業改善アンケートを実施した。

②その他、学部独自の取り組み

a）R 3 年度第 1回ワークショップ：「新しい�WebClass�の特徴・使用」の実施

・�WebClass 新バージョンの機能について理解を深めること、また新任教員が基本的な機能に対

する理解を深めることを目的に実施した。

b）教員向けのFDに関するアンケートの実施

・今後求められるFD・SD活動を把握するため、教員にアンケートを実施した。

c）授業参観プログラムの実施

・�外国語学部教員15名がオムニバス形式で開講する「現代に生きる」の授業を他の教員が参観した。

d）R 3 年度第 2回ワークショップ：「授業紹介（日本の政治）」の実施

・授業紹介を通じて、教員間の経験やアイデアを共有し、学部としての教育力の向上を図った。

e）R 3 年度第 3回ワークショップ：「Google�Jamboard の使い方」の実施

・授業におけるアクティブ・ラーニングを促進するため、Jamboard アプリの使い方を学んだ。

2 ．今後の課題、方向性

次年度に向けたFD・SD活動の課題は下記の通りである。

• 英語必修科目のコーディネーションを続けること。

• 令和 4年度授業改善アンケートを実施すること。

FD・SD活動報告
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• 教員間で教授法に関する意見交換する機会を作ること。

• 教員が相互に助け合い、支え合っていけるよう授業を紹介する機会を設けること。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月 5日

第 1回ワークショップ：
「新しい�WebClass�の特徴・使用」
場所：DN302
時間：11：00～12：00
発表者：�柳沢　学部 ICT委員長

FD・SD

冨岡、豊田、津村、柳沢、ロジャース、
二神、藤田、藤原、鈴村、呉、岩井、
西尾、ウィキン、宮崎、宮下、萩藤、
プレーバー、マレー、マイネハン、
ディキンソン、ホール、ガラカー、
児玉　計23名

2 令和 3年 4月15日

第 1回 FD・SD委員会
1．�2021年度前期のFD・SD活動の計画
2．�教員向けのFDに関するアンケー
トの実施

FD・SD
外国語学部FD・SD委員会
（ウィキン・岩井・呉・豊田・萩藤）
計 5名

3
令和 3年 4月26日
� ～ 7 月26日

授業参観プログラム
外国語学部教員15名がオムニバス形
式で開講する「現代に生きる」の授
業を参観。

FD・SD
西尾、ウィキン、柳沢、藤原、
ディキンソン、宮下、二神、藤田、
萩藤、津村　計10名

4 令和 3年 6月 9日

第 2回 FD・SD委員会
1．�2021年度前期のFD・SD活動の計画
2．�教員向けのFDに関するアンケー
トの結果

3．�FD報告書の指針

FD・SD
外国語学部FD・SD委員会
（ウィキン・岩井・呉・萩藤）
計 4名

5 令和 3年 9月30日

第 3回 FD・SD委員会
1．�2021年度後期のFD・SD活動の計画
第 1回：�効果的な成績評価方法～ルー

ブリックについて
第 2回：授業紹介

FD・SD
外国語学部FD・SD委員会
（ウィキン・岩井・呉・豊田・萩藤）
計 5名

6 令和 3年11月11日 WebClass のルーブリック機能デモ FD
豊田、津村、柳沢、藤田、藤原、呉、
岩井、西尾、ウィキン、宮下、萩藤、
愛葉、池　計13名

7 令和 3年11月25日
第 2回ワークショップ：
「授業紹介（日本の政治）」

FD

二神、冨岡、豊田、津村、柳沢、
ロジャース、藤田、藤原、呉、岩井、
西尾、ウィキン、宮崎、鈴木、有薗、
宮下、萩藤、プレーバー、マレー、
マイネハン、池　計21名

8 令和 4年 1月13日

第 4回 FD・SD委員会
1．�2021年度後期のFD・SD活動の計画
第 3回：�Google�Jamboard の使い方
2．�2022年度前期の計画

FD・SD
外国語学部FD・SD委員会
（ウィキン・岩井・呉・豊田・萩藤）
計 5名

9 令和 4年 1月27日
第 3回ワークショップ：
「Google�Jamboard の使い方」

FD・SD

ロス（発表者）、二神、冨岡、プレー
バー、ウィキン、池、藤原、ホール、
西尾、藤田、柳沢、宮下、マレー、
萩藤、マイネハン、豊田、呉、
岩井　計18名
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1 ．令和 3年度の活動報告

≪①学生の学修成果を可視化する取組に基づく教育改善≫

　総合学術研究科の教育改善のために、入学から卒業までの学生の学びや成長を一貫して把握

しながら構成員全員が議論・実践できるようサポートする。

≪②その他学部独自の取組（SD含む）≫

　 •「令和 3年度　秋季�総合コアプログラム」の開催（2021年 9 月18日開催）

　 •「令和 3年度　海洋実習」の実施

　三河湾において船舶による海洋観測を行い、愛知県水産試験場にて最新の海洋環境に関

連する研究を学ぶ予定であったが、対象の修士の学生が在籍していない等の理由により今

年度の実施を見送ることとした。

2 ．今後の課題、方向性

　教育改善に向けて構成員全員が議論・実践できるよう、教育検討部会を中心に検討を継続する。

より積極的に議論の場を設けることが今後の課題である。

3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 4月15日
「2020年度自己点検・評価報告書�兼�
事業報告書�（部署版）」等の作成につ
いて

SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木（委
任）、日比野、平松（委任）、森、
和田、衣斐（委任）、内田、志村、
神藤　計13名
陪席：鷲見、土橋、山内、中村　
計 4名

2 令和 3年 5月13日
2021年度事業計画書（部署版）の再
提出について

FD

田中、加藤（委任）、伊藤、景山、
鈴木、日比野、平松（委任）、森、
和田、衣斐（委任）、内田、志村、
神藤　計13名
陪席：鷲見、土橋、山内、中村　
計 4名

3 令和 3年 6月17日
秋季総合コアプログラム開催要領
（案）について

FD･SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤　計13名
陪席：鷲見、土橋、山内、中村　
計 4名

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 総合学術研究科	 ）
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回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

4 令和 3年 7月 8日
令和 3年度秋季総合コアプログラム
開催要領（案）について

FD･SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤　計13名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名

5 令和 3年10月28日
2022年度事業計画書（部署版）の作
成について

SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤（委任）計13名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名

6 令和 3年11月18日
2022年度事業計画書（部署版）の作
成について

SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤　計13名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名

7 令和 3年12月16日
総合学術特論Ⅰ・Ⅱの教員構成につ
いて

FD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤　計13名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名

8 令和 4年 1月20日
「2021年度自己点検・評価報告書�兼�
事業報告書（部署版）」等の作成につ
いて

SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤　計13名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名

9 令和 4年 2月24日
「2021年度自己点検・評価報告書�兼�
事業報告書（部署版）」等の作成につ
いて

SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
志村、神藤　計12名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名

10
令和 4年 3月 1日
（メール審議）

「2021年度自己点検・評価報告書�兼�
事業報告書（部署版）」等の作成につ
いて

SD

田中、加藤、伊藤、景山、鈴木、
日比野、平松、森、和田、衣斐、
内田、志村、神藤　計13名　
陪席：山田、土橋、山内、中村　
計 4名
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1 ．令和 3年度の活動報告

　今年度の活動方針は次のとおりである。

　本大学の教員養成理念は『謙虚で豊かな包容力と力強い実行力を持ち、誰からも信頼される

教員』を養成することにある。この教員養成理念に基づき、教職センター専任教員が担当する

教職に関する科目の授業内容・方法の改善を行う。

　この方針のもと、活動目標は次のとおりである。

　教員志望学生の実践的指導力の向上及び、教員採用試験合格者の確保を目標に、教職に関す

る科目の授業改善に向けた活動を企画し、運営する。

活動内容のうち「独自の取り組み」は次の二つである。

（ 1）教職センターFD・SD活動

（ 2）�研究内容や教育内容の発表・交流� �

なお、教職センターでは「学生の学習成果を可視化する」マクロな指標として、教員採

用試験の現役合格者数を採用している。

本年度の実績と具体的な取り組みは以下の通りである。

（ 1）本年度の教員採用試験の現役学生の合格者数は21名である。

（ 2）�教職センターでは、これまで教務委員会や教職センター会議内でカリキュラムの改定や

シラバスの見直しなどの授業改善に関わること（マクロレベルFD）を検討してきた。

これに加えて、平成28年度からは「教職センターFD活動報告」と称し、個々の授業の

改善についての方策（ミクロレベルFD）に各自取り組んできた。� �

平成30年度からは、教職センター会議前の 1時間を利用して、教職センター専任教員が、

各自の授業実践や教職課程に関する今後の動向などについての報告を行い、その報告を

もとに意見交換を行っている。昨年度からのコロナ禍における指導や、新学習指導要領

を踏まえつつ、自身が担当する授業の在り方、及び、教職課程全体に関わる在り方を考

え合う場となっている。

（ 3）�研究内容や教育内容の発表・交流活動として、教職センターFD推進委員会では、教職

センター懇談会による教職課程授業担当者（兼担教員、非常勤講師）への発信・交流及

び情報交換、『教職センター紀要』の公刊による研究成果のまとめと発表を行っている。

（ 4）�また、学内だけのFD活動に留まらず、学外のFDに関する学会や研修会にも積極的に

参加し、その知見を教職センターで共有し、センター教員の授業力の向上に努めている。

FD・SD活動報告

	 学部・研究科・センター（	 教職センター	 ）
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2 ．今後の課題、方向性

（ 1）�教職課程科目におけるオンライン指導と対面指導を効果的に組み合わせた指導について

考えていきたい。� �

　今後のコロナ禍を踏まえ、オンラインと対面指導の「ハイブリッドな指導法」の可能

性を考察していく。また学生の学習意欲を向上させ、教員を志望する学生の主体的な学

びを促進するために、積極的にアクティブ・ラーニング型授業を導入していく。オンラ

インによる指導も単に技術的な側面だけではなく、オンライン指導を利用することで、

より学習効果が上がる方法を模索していきたい。二つの指導（オンライン指導と対面指導）

をうまく組み合わせることによって、より主体的、対話的で深い学びを促進するような

授業展開・授業形態となるよう工夫していく。

（ 2）�「学生の学習成果を可視化する取り組み」について� �

　これまで、教職センターでは「学生の学習成果を可視化する」マクロな指標として、

教員採用試験の現役合格者数を採用してきた。ここ数年、教員採用試験の採用者数が年

度によらずほぼ一定であったためである。しかし、教員採用試験の採用者数は退職教員

数と関係しており、今後は年度により、大きく変動する可能性がある。� �

　このため、新たなマクロな指標が必要である。また、科目ごと、あるいは、年度ごと

の受講生の実力の伸びを見ることができるミクロな指標を導入することも必要である。

例えば、ある科目で授業内容・方法の改善を行ったとして、その科目を受講している学

生達の成績が前年度と比べて伸びたかどうか、あるいは、ある科目を履修したとして、

その学生達の教員としての資質・能力が伸長したかどうか、これらを定量的に評価する

ことが必要である。� �

　教職センターでは、平成28年度入学生から、学習ポートフォリオ「教職課程履修カルテ」

を導入した。このカルテでは、教職課程履修生に修得科目の確認を行わせるとともに、個々

の教職に関する科目に対する振り返りを行わせている。また、学年ごとに教員としての

資質の自己評価を行わせている。これらの情報を用いることにより、学生の学習成果を

可視化する新たな指標を開発できる可能性がある。
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3 ．活動記録

回 日　程 活動内容
FD・SD
区分

出席者

1 令和 3年 9月14日
令和 2年度
FD�活動について

FD・SD
曽山、井中、平山、片山、竹内、
木村、谷口、嶋口

2 令和 3年 9月18日
第 1回�FD�活動
（嶋口准教授）

FD
曽山、井中、平山、竹内、木村、
谷口、嶋口

3 令和 3年10月12日�
第 2 回�FD�活動
（木村准教授）

FD
曽山、井中、平山、竹内、木村、
谷口、嶋口

4 令和 3年10月26日
第 3回�FD�活動
（谷口准教授）

FD
曽山、井中、平山、竹内、木村、
谷口、嶋口

5 令和 3年11月 4 日
大学教育開発センター主催
FD・SDフォーラム

FD・SD 井中、平山、木村、嶋口

6 令和 3年11月 9 日
第 4回�FD�活動
（平山准教授）

FD
曽山、井中、平山、竹内、木村、
谷口、嶋口

7 令和 3年11月23日
第 5回�FD�活動
（竹内教授）

FD
曽山、井中、平山、竹内、木村、
谷口、嶋口

8 令和 3年12月 4 日 教職センター懇談会 FD・SD
教職センター教員、
教職課程授業担当兼担教員、非常
勤講師、事務職員

9 令和 3年12月 7 日
第 6回�FD活動
（井中教授）

FD
曽山、井中、平山、片山、竹内、
木村、谷口、嶋口

10 令和 3年12月21日
第 7回�FD�活動
（曽山教授）

FD
曽山、井中、平山、片山、竹内、
木村、谷口、嶋口

11 令和 4年 1月18日
第 8回�FD�活動
（片山教授）

FD
曽山、井中、平山、片山、竹内、
木村、谷口、嶋口



6．トピックス
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名城大学 第 23回  FD・SDフォーラム 
  

日時：2021年 11月 4日(木) 13：30～16：00 
方 法：ZOOMによるオンライン 

テテーーママ：：内内部部質質保保証証のの実実質質化化とと恒恒常常化化をを目目指指ししてて                
――認認証証評評価価をを目目前前にに考考ええるる――  

 
近年の科学技術の一層の発展、産業構造の変化、社会から求められている人材の変化等により、大学における学位の質や学修成果

は今まで以上に重要視されています。大学には教育の質が一定水準にあることをステークホルダーに客観的に説明するとともに、教
育の質向上を継続的に行うことが求められています。 
第三期認証評価のポイントは「全学的な内部質保証システムの構築」であり、大学における教育・学修活動、活動の検証、検証結

果を踏まえた改善プロセスの適切な展開と運営は、大学の歴史、規模、分野などの特性に応じて異なるため、各大学ならではの仕組
みとプロセスが求められています。 
本フォーラムでは、教職員が認証評価を通じて内部質保証の全体像と本質を理解するとともに「アクティブ・ラーニング」、「ル

ーブリック評価」など様々な取り組みについても、改めて考える機会を提供します。 

基調講演 

「内部質保証の実質化と恒常化を目指して」 

田代 守氏 （公益財団法人大学基準協会 評価研究部 部長） 

【申込方法】(定員：300名) 

下下記 URL または QR コードからお申し込みくだ
さい。お申し込み後、参加方法の詳細が自動メー
ルにより送付されます。 

https://us06web.zoom.us/meeting/register/t

ZMucu6qrDsiHNCqSw62WJDeOefiKhbKc6B5 

事例報告 

「プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証」 
栗本 英和氏 （名古屋大学教養教育院 教授・副院長（質保証担当）） 

 

 

【お問い合わせ先】名城大学 大学教育開発センター 

 E-Mail : edcenter@ccmails.meijo-u.ac.jp 

TEL : 052-838-2032（内線：2653） 
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第23回 FD・SDフォーラム実施報告

「内部質保証の実質化と恒常化を目指して－認証評価を目前に考える－」

1．実施概要
・日　　時：令和 3 年11月 4 日（木）13：30～16：00

・開催方法：Zoom によるオンライン開催

・基調講演テーマ：内部質保証の実質化と恒常化を目指して

・基 調 講 演 講 師：田代 守 氏（公益財団法人　大学基準協会　評価研究部　部長）

・事例報告テーマ：プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証

・事 例 報 告 講 師：栗本 英和 氏（名古屋大学　教養教育院　教授・副院長（質保証担当））

・参加者数：193人

　（本学専任教員88人、本学事務職員24人、他大学教員23人、他大学職員42人、その他16人）

2 ．アンケート方法等
・アンケート方法：Google フォーム

・質問項目：以下のとおり

①所属をお知らせください。

②基調講演「内部質保証の実質化と恒常化を目指して」の内容は、理解できましたか？

③基調講演「内部質保証の実質化と恒常化を目指して」の満足度について教えてください。

④基調講演「 内部質保証の実質化と恒常化を目指して」において、関心を持ったポイント、重

要だと感じたポイントを教えてください。

⑤事例報告「プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証」の内容は、理解できましたか？

⑥事例報告「 プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証」の満足度について教えてく

ださい。

⑦事例報告「 プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証」において、関心を持ったポ

イント、重要だと感じたポイントを教えてください。

⑧企画内容について、ご意見や感想がありましたら、ご記入ください。

・回答者人数：62人

・質問④、⑦、⑧については主な意見のみを示しています。（※一部抜粋・改稿を含む）
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3 ．アンケート結果
①所属をお知らせください。　　　　　　　　　② 基調講演「内部質保証の実質化と恒常化を目

指して」の内容は、理解できましたか？

③ 基調講演「内部質保証の実質化と恒常化を目  

指して」の満足度について教えてください。

④ 基調講演「内部質保証の実質化と恒常化を目指して」において、関心を持ったポイント、重要

だと感じたポイントを教えてください。

・評価と保証の継続性関連性。

・大学の自治と第 3 者評価の関係がはじめて理解できた。

・大学の多様性を考慮した評価。

・ スライド15頁の全学的観点からの評価について、学部学科の評価を集約ではなく、総括する

こと。

・PDCA サイクルを上手く取り入れていくことが大事だと感じた。

・内部質保証の定義。

・質を向上させるプロセスそのものが質保証であると考えるといろいろわかりました。

・ 機械的に PDCA サイクルを回すのではなく、目的（検証結果をちゃんと改善に結びつけ、

学生の教育に結び付けていくこと）を意識して PDCA サイクルを回すことが、内部質保証

の実質化、継続にとって重要だと感じた。

・ やらされる過酷な評価作業ではなく、日々先生方があたりまえのように、よりよい働き方を

目指して行われている取り組みの集積が大事なのだと確認することができ、とても勉強にな

りました。

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できなかった

ほとんど理解できなかった

4.8% 0.0%

40.3%

54.8%64.5%11.3%

8.1%

14.5%

1.6%
名城大学専任教員

名城大学事務職員

他大学所属教員

他大学所属職員

その他

（契約職員・派遣職員含む）

満足
やや満足
どちらともいえない
やや不満
不満

56.5%37.1%

4.8%
1.6%

0.0%
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⑤ 事例報告「プログラムレベル、授業レベル

で考える内部質保証」の内容は、理解でき

ましたか？

⑥ 事例報告「プログラムレベル、授業レベル

で考える内部質保証」の満足度について教

えてください。

⑦ 事例報告「プログラムレベル、授業レベルで考える内部質保証」において、関心を持ったポ

イント、重要だと感じたポイントを教えてください。

・ 概念を表す言葉について、共通理解が乏しく、言葉に振り回されている面があるとの指摘は、

目からうろこでした。共感します。

・内部質保証で用いられる外国語と日本語のあいだの「ズレ」を自覚的に把握するという点は

重要な観点であると思います。

・シームレスな PDCA サイクル。

・シラバスからの点検の必要性と、授業内の中で PDCA という考え方が適応されるという発

想がなかったので、今後はそのように考えてシラバスを作成していきたいと思う。シラバス

の中で、予習・復習などを時間だけは記入していたが、具体的にどのようなものをする必要

があるかを記述すると良いと思った。

・教育の質保証システム　 3 層構造での質確保。

・「標準化など、持続可能な形に軽量化する」という考え方がとても勉強になりました。実際

に担当者は人事異動などで変わりますので、保全、保守しやすいしくみをつくっていくこと

は非常に重要だと思います。あと、評価を「やらされる作業」ではなく、「課題抽出」のた

めにやることだととらえることは、モチベーションを維持するうえでもポイントだと思いま

した。

・これまでに受けた中で最もわかりやすく、疑問や誤解を解消してくれるお話でした。

・SDCA、PDSA サイクルという考え方は重要であると感じる一方、内部質保証サイクルにど

のように組み込むのか、使い分けが難しいと感じました。

・外部評価、内部質保証の起点が、大学の自治を重視するために大学の設立理念があるという

点。

⑧企画内容について、ご意見や感想がありましたら、ご記入ください。

・こういうことに対するマインドが若干変わりました。

・PDCA は、Do-CAP のような方法でも達成可能という点は、我々にとっても馴染みやすいも

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できなかった

ほとんど理解できなかった

40.3%
58.1%

1.6% 0.0%

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

不満

59.7%
35.5%

4.8% 0.0% 0.0%
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のと感じました。

・内部質保証に関する仕組みは理解できつつあるので、測定方法等の具体的な PDCA におけ

る CA の箇所に関する企画の検討をお願いできればと思います。今日はありがとうございま

した。

・今回の内容について、現実にあてはめるとどうなるのか、どうしていけばいいのかをもっと

考えていかないといけないと思いました。実際にどうしていけばよいのか等について考えを

めぐらすことが可能になった内容ですので、今回の企画を拝聴できてとても満足しておりま

す。質保証について、今後もこのような企画がありましたら大変ありがたいです。本日はあ

りがとうございました。

・両方のご講演とも次年度に向けた学部の今後の取り組みに対して大変重要なご示唆をいただ

きました。本日の内容をぜひ学部内でも広く共有していきたいと存じます。





当日配布資料
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内部質保証の実質化と恒常化を目指して

名 城 大 学 FD ・ＳＤ フォーラム 企画
2021年11月4日（木）
公益財団法人 大学基準協会
評価・研究部 田 代 守

1 2

Ⅰ．大学評価（第３期認証評価）
Ⅰー１ 評価システムの概要

Ⅰー２ 第３期認証評価のポイント

Ⅱ．内部質保証

Ⅲ．第三期認証評価から見えてきた

長所事例・改善事例

アウトライン

Ⅰ. 大学評価（第３期認証評価）

１ 評価システムの概要

3 4

大学評価の目的
① 本協会が定める「大学基準」に基づき大学の諸側面を包
括的に評価することを通じて、大学の教育研究活動の質
を社会に対し保証すること（質の保証）。

② 評価を通じて大学の社会的存在理由を明らかにすること
に貢献し、大学が社会に対して説明責任を果たしていくこ
とを支援すること（説明責任への支援）。

③ 大学評価結果の提示及び評価を通じて見出された改善
を要する事項（「改善課題」、「是正勧告」）に関する
報告書（「改善報告書」）の検討とその結果の提示に
よって、大学の改善・向上を継続的に支援すること

④ （改善・向上への支援）。

5

認証評価第２期から認証評価第３期へ

 認証評価第１期 （平成16年度～平成22年度）
– 自己点検・評価の実質化を目指す評価

 認証評価第２期 （平成23年度～平成29年度）
– 内部質保証システムの構築を目指す評価

 認証評価第３期 （平成30年度～）
– 内部質保証システムの有効性に着目する評価

 大学基準の構成の変更

6

大学評価の基準

　　　   ≪第２期≫ 　　  　≪第３期≫

１．理念・目的 １．理念・目的

２．教育研究組織 ２２．．内内部部質質保保証証

３．教員・教員組織 ３．教育研究組織

４．教育内容・方法・成果 ４．教教育育課課程程・・学学習習成成果果

  (1) 教育目標、学位授与方針、

      教育課程の編成・実施方針

  (2)　教育課程・教育内容

  (3)　教育方法

  (4)　成果

５．学生の受け入れ ５．学生の受け入れ

６．学生支援 ６．教員・教員組織

７．教育研究等環境 ７．学生支援

８．社会連携・社会貢献 ８．教育研究等環境

９．管理運営・財務 ９．社会連携・社会貢献

　(1)　管理運営 10．大大学学運営・財務

　(2)　財務   (1)　大大学学運営

10．内部質保証   (2)　財務

3

5

4

6
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7

9

11

8

10

12

7

大学評価のプロセス
①自己点検・評価
（～大学評価実施前年度）

⑧「改善報告書」の検
討及び結果通知・公表
（報告書提出次年度５月）

②書面評価
（大学評価実施年度５～９月）

⑦「改善報告書」の作
成・提出 （３年後の７月）

③実地調査
（同９～10月）

⑥大学評価結果の通
知・公表（同３月）

④「大学評価結果（委
員会案）」大学へ提示

（同12月）

⑤意見申立
（同１月）

8

大学評価の実施体制

大学評価委員会→２０名
大学評価分科会→５名

9

大学評価の結果

※ 学校教育法の改正により、２０２０年度より
「保留」制度は廃止。

Ⅰ. 大学評価（第３期認証評価）

２ 第３期認証評価のポイント

10

内部質保証システムの有効性に着目する評価!!

学習成果の重視!!

全学的観点からの評価!!

基礎要件確認シートの導入による目的の達成状
況に焦点をあてた評価!!

11

評価システムの変更ポイント

Point 
1

Point 
２

Point 
３

Point 
４

 内部質保証システムの有効性を示す
・基準２「内部質保証」だけでなく、その他の基準においても、
内部質保証を意識して点検・評価を行い、報告書を記述
する。

定期的に自己点検・評価を行い、その結果を改善に生かし
ていることや、活動の成果が表れていることを大学自身が証
明する。
例）自己点検・評価の実施記録（委員会の開催年月日と主な議

題のリスト等）、成果を示す数値データやアンケート結果等

※エビデンス(根拠資料)の収集が重要。
12

内部質保証システムの有効性に
着目する評価

Point 
1
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13

15

17

14

16

18

13

「点検・評価項目」の構成 （例：基準４）

①授与する学位ごとに、学位授与方針を定め、公表しているか。

②授与する学位ごとに、教育課程の編成・実施方針を定め、公表してい
るか。

③教育課程の編成・実施方針に基づき、各学位課程にふさわしい授業科
目を開設し、教育課程を体系的に編成しているか。

④学生の学習を活性化し、効果的に教育を行うための様々な措置を講じ
ているか。

⑤成績評価、単位認定及び学位授与を適切に行っているか。

⑥学位授与方針に明示した学生の学習成果を適切に把握及び評価して
いるか。

⑦教育課程及びその内容、方法の適切性について定期的に点検・評価
を行っているか。また、その結果をもとに改善・向上に向けた取り組みを
行っているか。

方針

取り組
み

点検・
評価、
改善・
向上

（「大学評価ハンドブック」2021年改訂版 89頁～）
 学習成果に関する「基準」とその変化

・・・・・・・学習成果のより一層の重視へ
14

学習成果の重視

＜第２期＞
大学は、学
習成果を的
確に評価す
るために、そ
の評価方法
や評価指標
の開発に努
めなければ
ならない。

＜第３期＞
大学は、学位授与方針に示した知識、技能、
態度等の学習成果を学生が修得したかどうか
を把握し、評価することが必要である。そのた
めに、学習成果を様々な観点から把握し評
価する方法や指標を開発し、それらを適用す
る必要がある。
大学は、教育課程及びその内容・方法の適
切性について定期的に点検・評価し、その結
果を改善・向上に結びつける必要がある。そ
の際、把握し、評価した学生の学習成果を
適切に活用することが重要である。

Point 
２

15

学部・学科、研究科ごとに自己点検・評価が行われること
は前提。
それぞれの「教育研究上の目的」、「教育課程・学習成果」、
「学生の受け入れ」、「教員・教員組織」を中心に。

各学部・研究科が行う自己点検・評価を単に集約。
各学部・研究科における自己点検・評価を踏まえた
うえで、大学として全学の現状を総括し、優れた点や
問題点を整理し、将来に向けた方策を見定める。

そのうえで、

Point 
３ 全学的観点からの評価

全学的観点からの自己点検・評価は、教学マネジメントの一環であり、内
部質保証の有効性の判断材料にもなる。

 基礎要件確認シート（様式６）を導入

・ページ制限のある点検・評価報告書において、基礎的な要件の説
明を簡素化し、目的の達成状況、方針に基づいた活動状況など
を中心に記述することが可能。

16

基礎要件確認シートの導入
Point 
４

Ⅱ．内部質保証

17

内部質保証を
どのように理解するか？

内部質保証とは、

 自己点検・評価の実質化？

 自己点検・評価結果をうまく改善に反映させること？

それも大事 でも、 内部質保証 ≠ 自己点検・評価

18
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19

21

23

20

22

24

19

内部質保証の定義

内部質保証の主たる対象は教育活動であり、その目的の中心
には、学生の学習の充実と学習成果の向上がある。

・ 学習成果の測定とその結果（具体的な根拠）に基づく教
育の改善・向上が重要

「内部質保証とは、PDCAサイクル等を適切に機能させ
ることによって、質の向上を図り、教育、学習等が適切
な水準にあることを大学自らの責任で説明し証明してい
く学内の恒常的・継続的プロセスのこと」

（大学基準「基準２内部質保証」より抜粋）

20

大学は本来自主的、自律的な機関であることから、大学は自らの
責任で教育活動等の質保証を第一義的に担っていく必要がある
（教育基本法第７条第２項「大学については、自主性、自律
性その他の大学における教育及び研究の特性が尊重されなけれ
ばならない」）

予測困難な時代（少子化・グローバル化・多様化）にあり、改め
て大学に高等教育機関としての人材養成機能の強化が求められ
ている状況下では、内部質保証が特に問われる

内部質保証を重視する背景、理由 １

21

機関別認証評価機関に対し、評価基準に「教育研究活動
等の改善を継続的に行う仕組みに関すること」を含めることを
義務化（平成28年３月31日）

かんがえてみてください。
自分の健康を維持するのは自分自身、自分の身体を治す
のは自分自身

向上心のない学生を伸ばすのは非常に困難

内部質保証を重視する背景、理由 ２

22

内部質保証のための主要なポイント①

① 「内部質保証の方針及び手続」の設定
自らの大学の内部質保証をどのように行っていくのかを明確に
する
 内部質保証に関する大学の基本的な考え方
 全学内部質保証推進組織の権限と役割
 全学内部質保証推進組織と学部・研究科その他の組織
との役割分担

 教育の企画・設計、運用、検証及び改善・向上のための
指針 等

※大学の規模や特性等を考慮し、方針と手続を設定する。

23

② 「大学全体として内部質保証の推進に責任を負う組織」
の整備
適切な教学マネジメントを行っていくための組織整備

 構成メンバー、全学組織の権限を定めた規定の整備
 同組織を支える事務局機能の確立

役割：全学的な基本方針に基づく、教育活動の展開とその有効性
の検証

（３つの方針の確認→教育活動の把握及び促進→教育活動の有効性の検
証→検証結果を踏まえた改善プロセスの運営）

内部質保証のための主要なポイント②

24

③方針の明確化
【学位授与方針】
【教育課程の編成・実施方針】
【学生の受け入れ方針】
上記以外の方針

内部質保証のための主要なポイント③

方針の明確化により、組織的な質保証の基盤構築と、取
り組みにおける具体的な目標の策定、自己点検・評価、
改善・向上に至るＰＤＣＡサイクルが可能に。
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25 26

25

内部質保証のための主要なポイント④
 ３ポリシーを起点に、（P）
 学生の学習成果（学修目標）を主軸とした学位プログラムの
体系的編成（D）

 効果的な教育方法の開発とその運用（D）
 定期的な検証（C）
 検証結果を踏まえた改善・改革（A）

 内部質保証体制の中でマネジメントができているか

26

④ＰＤＣＡサイクルの有機的結びつき
内部質保証のための主要なポイント⑤

全学内部質保証推進組織のＰＤＣＡサイクルと、
学部・研究科等のＰＤＣＡサイクルとの結びつきが
重要。

 全学内部質保証推進組織は、学部・研究科等に
おけるＰＤＣＡサイクルのマネジメントを行うなどの
役割を果たすことが必要。

27

全全学学
内内部部質質保保証証
推推進進組組織織

各各
学学
部部

D

P

C

A

各各
研研
究究
科科

D

P

C

A

運運営営・・支支援援

自自己己点点検検・・評評価価
のの結結果果をを報報告告

P内部質保証のための
全学的な方針・手続に
基づく教学マネジメント
に関わる目標・計画等
の設定

D
各学部・

研究科その他
の組織に対す
る教学マネジ
メント

C教学マネジメントの
適切性、有効性の検証

A検証結果をもと
にした改善・向
上のための行
動計画の作成、
運用へ

内部質保証システムのイメージ

28

3Pの設定

学位プログラ
ムの体系化

効果的教育と学生
の学修の活性化

単位認定・成績
評価・学位授与

プログラム・
レビュー

教育目的・教
育目標の設定 プログラムのモニ

タリング

APに則した入学者
の確保

シラバス・チェック

授業評価アンケート

教員相互による
授業参観

授業の目標設定 シラバスの
作成

検証結果を踏まえた
プログラムの改善

3Pの見直し

授業改善効果的授業
の実施

PLAN DO CHECK ACT

・教育内容・方法、カリキュラム、
教員組織、等の検証
・学修成果の可視化

大学・短大の理
念・目的

大
学
レ
ベ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル

授
業
レ
ベ
ル

全学に関わる事項

・国際化の推進
・地域連携、地域貢献、等

全学に関わる事
項の検証

・外部評価の実施、等

検証結果を踏ま
えた改善・改革

内部質保証システムの仕組み（例）

29

Ⅲ．第三期認証評価から見えてきた

長所事例・改善事例

30

内部質保証－提言の状況（2018～2020）
（ 改善課題 ）
（方針・手続、体制）
 新たな内部質保証の責任主体と既存の内部質保証に係る会議体との役割分担が不

十分。
 内部質保証の責任主体と自己点検・評価に係る各種委員会との組織間連携・役割

分担が不十分。
 規程上の体制と実際の内部質保証との乖離。
（システムの有効性）
 全学的な観点で評価を行うとしている「内部評価委員会」がその役割を果たしておらず、

自己点検・評価が十分に機能していない。
 毎年の自己点検・評価を実施し、それに基づく改善は各学科等が実施しているものの、

その他の教育研究活動に関する委員会報告はそれぞれを所管する審議会が点検・評
価するにとどまっており、自己点検・評価の結果を用いて改善・向上に取り組むプロセス
が築かれていない。

 「自己点検・評価委員会」は各学部・研究科による自己点検・評価の結果報告を受
け、その内容を共有すること等にとどまっているなど、各学部・研究科の点検・評価結果
を踏まえた改善・向上に向けた取組を全学的に推進しているとは言い難い。

 各学部・研究科等による自己点検・評価の結果に対し、内部質保証に責任を負う組
織である「自己点検・評価運営委員会」は、「総括」に改善が必要な事項を記載する
にとどまり、改善支援が不十分である。

→ 内部質保証の責任主体による各学部・研究科等へのマネジメント不足。

27 28

29 30
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31

33

35

32

34

36

31

内部質保証－提言の状況（2018～2020）
（ 長 所 ）
 「「教学ガイドライン」を活用した実質化」：全学的な内部質保証
推進組織とその下の６部会、学部・研究科の３階層と各委員会
が連携した内部質保証体制を構築。「教学ガイドライン」等を活用
して各学部・研究科への教学マネジメントを行い、教育の質保証に
連携。さらに、各学部・研究科では専門分野別外部評価を実施し、
外部有識者からなる「大学評価委員会」が内部質保証システムの
適切性を評価するとともに、学生による参画を制度化することで客
観性を担保。（立命館大学）

 「自己点検・評価活動を事業計画に連動させ確実に改善を図る
工夫」：自己点検・評価の結果、優れた取組みを一覧化した「Ｇ
Ｐリスト」と、課題を一覧化した「タスクリスト」を作成し、全学で共
有・管理することによって、各教育研究組織の事業計画等の改善・
向上に向けた取組みの確実な実施を支援。（関東学院大学）

32

内部質保証－提言の状況（2018～2020）
（ 長 所 ）
 「自己点検・評価に基づく改善計画の監理と外部評価による客
観的な内部質保証の推進」：各部局の自己点検・評価結果に
改善事項を付す「評価委員会」と、改善の進捗を監理する「推進
委員会」を中心とした内部質保証体制を構築。自己点検・評価に
関与していない教職員や学外者を含めることで幅広い視点を確保。
（東京理科大学）

33

学習成果 －提言の状況（2018～2020）

（改善課題）
学位授与方針に、修得すべき知識、技能、能力など
当該学位にふさわしい学習成果を示していない。

各学部・研究科の学位授与方針に則した学習成果の
測定方法・指標が確立されているとはいえない。

※ とりわけ 大学院研究科の取り組みの弱さが際立ってい
る。

34

学習成果 ー提言の状況（2018～2020）
（ 長 所 ）
 「ルーブリックの活用」：学位授与方針に掲げる力と対応させたルーブリッ
クを活用して、その結果に基づいた教育方法等の改善に取り組んでいる。
（淑徳大学）

 「教学ＩＲプロジェクト」：各学部・研究科のニーズを組み込んだ学生調
査（入学時調査、パネル調査、卒業時調査、卒業後調査等）の統一
的な設計・実施。（関西大学）

 「考動力コンピテンシー」：各学位プログラムの学位授与方針を集約し、
身につけるべき資質・能力を５つの力、10の能力に分解して明示。→思
考力・判断力・表現力等の能力や学習に取り組む態度の習得状況を測
定。（関西大学）

 「学びと成長調査」：学生による自らの「学習経験、学習過程、学習成
果」の認識把握。→正課・学生生活の満足度、正課・正課外活動への
意欲、進路・将来への見通しに関わる多様な設問への自己評価を、入試
種類別、学年別、ＧＰＡ別、専攻別等で集計。（立命館大学）

35

学習成果 ー提言の状況（2018～2020）
（ 長 所 ）
 「評価ツールの確立」：学位授与方針と各授業科目の
関係を「関与度一覧表」として明示し、アセスメント・ポリ
シーを策定したうえで、学位授与方針と対応した成績評
価を行うためのガイドラインや主体性を評価するための全
学共通のルーブリックなどの評価ツールを確立。（福岡工業
大学）

 「学生・教員双方による測定」：学位授与方針と各科
目の対応を示した「ＤＰ到達目標管理表」を策定し、
各科目の到達目標をシラバスに掲載したうえで、到達度
及びその評価基ｆ準を明示した「学科ルーブリック」を用
いて、学生が自己評価するとともに、担当教員も同じ
ルーブリックを用いて評価。（武蔵野大学）

36

学習成果 ー提言の状況（2018～2020）
（ 長 所 ）
 「学生の能力をレーダーチャートで可視化」：学位授与
方針に示した各能力に関する学生個々の修得状況を
レーダーチャートで可視化した「ディプロマ・チャート」を教
職協働によって開発し、各学部に提供。（関東学院大学）

 「学修ポートフォリオと教務システムとの統合による履修
支援」：学修ポートフォリオと教務システムの統合により、
「学位授与方針」と対応関係にある各科目の「到達目
標」の修得状況をレーダーチャートで表示。学修ポート
フォリオから伸長させたい到達目標を選択すると、対応す
る履修可能な科目が表示され、履修登録までワンストッ
プで実施可能。（甲南大学）
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37

学習成果 ー提言の状況（2018～2020）
（ 長 所 ）
 「ルーブリック型評価表等の多面的な指標の活用」：予め
設計された学部ごとのルーブリック型評価表を用いて卒業論
文（必修）を評価。これら卒論研究での取り組みや能力を
記載したディプロマ・サプリメントを学生に対して発行。（東京薬
科大学）

参考

38

大学基準 点検・評価報告書（申請大学） 評価（大学基準協会）

基準１
理念・目的

変更なし 変更なし

基準２
内部質保証

内部質保証推進組織等は、内部質保
証システムを機能させる観点から、内部
質保証に関する手続や全学及び学部
等を単位としたPDCAサイクルの運営など
において、COVID-19への対応・対策と
してどのような措置を講じたかを記述。
【必須】

内部質保証推進組織等が行った
COVID-19への対応・対策は、教育を中
心とした大学の質の維持・向上の観点から
適切であるか。

基準３
教育研究組織

附置機関等において、全学的な
COVID-19への対応・対策を行っている
場合は、その内容を記述。【任意】

附置機関等における全学的なCOVID-
19への対応・対策は、教育・研究を中心
とした諸活動の質を維持し、円滑に行う上
で適切であるか。

基準４
教育課程・学習成果

各学部・研究科等は、通常の教育課程
や教育方法に加え、COVID-19への対
応・対策として、教育内容、教育方法、
成績評価等の一連の教育活動において
どのような工夫を講じたかを記述。また、こ
うした教育活動の効果についても記述
【必須】

各学部・研究科等の教育活動に係る
COVID-19への対応・対策は、教育の質
の維持・向上の観点から適切かつ有効で
あるか。

COVID-19を受けて、2021年度申請大学に追加して要請した
点検・評価事項

参考

39

大学基準 点検・評価報告書（申請大学） 評価（大学基準協会）

基準５
学生の受け入れ

入試において、COVID-19への対応・対策とし
てどのような措置を講じたかを記述。【必須】

入試において大学が講じたCOVID-19への対
応・対策は、入試の公平性・公正性の観点から
適切であるか。

基準６
教員・教員組織

教員組織の編制やＦＤ等において、COVID-
19への対応・対策を行っている場合は、その内
容を記述。【任意】

教員組織の編制やＦＤ等において講じた
COVID-19への対応・対策は、教員組織の充
実や教員の資質向上の観点から適切であるか。

基準７
学生支援

学生支援（修学支援、生活支援、進路支援
等）におけるCOVID-19への対応・対策を記
述。【必須】

学生支援（学習支援、経済支援、就職支援
等）におけるCOVID-19への対応・対策は、学
生の安定した学生生活の確保の観点から適切で
あるか。

基準８
教育研究等環境

学生の学習環境や教員の教育研究環境の整
備におけるCOVID-19への対応・対策を記述。
【必須】

教育研究等環境整備におけるCOVID-19への
対応・対策は、学生の学習及び教員の教育研
究活動の円滑な実施の観点から適切であるか。

基準９
社会連携・社会貢献

社会連携・社会貢献において、COVID-19へ
の対応・対策を行っている場合は、その内容を
記述。【任意】

社会連携・社会貢献において講じたCOVID-19
への対応・対策は、知識・技術等の還元の観点
から適切であるか。

基準10
大学運営・財務

大学運営、ＳＤ等において、COVID-19への
対応・対策を行っている場合は、その内容を記
述。【任意】

大学運営、ＳＤ等において講じたOVID-19への
対応・対策は、教職員の大学運営に関する資質
向上の観点から適切であるか。

参考

40

今後の評価資料等、変更について

2022年度より、教職課程を設置する大学の全学的な組織体制
の充実及び当該組織による教職課程の自己点検・評価（教育
職員免許法施行規則 の一部改正）

何らかのかたちで確認する予定

• ご質問は随時受け付けております。

・ 本日の説明、その他内部質保証や大学評価一般に関わること：
→ 評価研究部 企画・調査研究課

Tel 03-6228-1315
E-mail kikaku@juaa.or.jp

・ 資料の作成、その他大学評価の具体的な申請に関わること：
→ 評価事業部 評価第１課

Tel 03-5228-2200、2112
E-mail info@juaa.or.jp

大学基準協会ウェブサイト http://www.juaa.or.jp

41

お問い合わせ先
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FD学習会実施概要（第13回～第15回）

（ 1）第13回 FD学習会
日　　時：令和 3 年 7 月20日（火）13：00～14：00

開催方法：Zoom によるオンライン開催

テ ー マ：数理データサイエンス・AI 教育の必要性と実践

内　　容：理工学的観点からデータサイエンスの必要性等について

講　　師：齊藤 公明 教授（名城大学　理工学部）

（ 2）第14回 FD学習会・第 3回新任教員FD研修会
日　　時：令和 3 年 8 月25日（水）13：30～14：45

開催方法：Zoom によるオンライン開催

テ ー マ：大学で教えるためのルーブリック（基礎編）

内　　容：ルーブリックの役割や 4 つの構成要素等について

講　　師：加藤 真紀 教授（名古屋大学　高等教育研究センター）

（ 3）第15回 FD学習会
日　　時：令和 3 年 9 月 2 日（木）10：00～11：30

開催方法：Zoom によるオンライン開催

テ ー マ：大学の授業運営における著作権への考え方について

内　　容：改正著作権法第35条の説明、令和 3 年度版ガイドライン等について

講　　師：木村 友久 教授（帝京大学　共通教育センター　センター長）
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2021年

７７月月２２００日日((火火))
1133：：0000～～1144：：0000

Zoomによる
オンライン開催

日時

理⼯学部
⿑藤公明

教授

学内教職員
⾮常勤講師
⼤学院⽣

ビッグデータが活⽤されるようになった結果、
⽇常⽣活においても、急速に様々なものが「現在進⾏形で

便利になっている」ことを実感している⼈は、多いのではないでしょうか。
今後の社会においては、この動きがさらに進化していくものと考えられます。

また、この進化により、今後は⼀般常識及び職業レベルにおいても必要と
される「数理データサイエンス・AI」に関する⼒の必要性が、より強く

叫ばれることになるでしょう。
本学は、現在、数理データサイエンス・AI教育への第⼀歩を

踏み出そうとしています。
その⼀歩を踏み出すため、今回は実践経験の

ある⿑藤先⽣にご講演いただきます。

第１３回FD学習会

【申込⽅法】
下記URL
もしくは
QRコードから
お申し込みください。
https://is.gd/eFSadU
お申し込み後、参加⽅法の詳細が
⾃動メールにより送付されます。

⼤学教育開発センター
TEL: 052-838-2032（内線：2653）

趣旨

対象

特に「「確確率率過過程程ととデデーータタササ
イイエエンンスス～～時時系系列列デデーータタのの
分分析析～～」」は、興味深くご聴
講いただけるかと思います
ので、皆様ぜひご参加くだ

さい。

「確率解析学」の分野に
おいてホワイトノイズ理
論の研究をされています。

数理・データサイエン
スにも関連しています。
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第13回 FD学習会

「数理データサイエンス・AI 教育の必要性と実践」
アンケート結果報告について

1．実施概要
・日　　時：令和 3 年 7 月20日（火）13：00～14：00

・開催方法：Zoom によるオンライン開催

・テ ー マ：数理データサイエンス・AI 教育の必要性と実践

・講　　師：理工学部　齊藤 公明 教授

・参加者数：95人（専任教員72人、非常勤講師 0 人、事務職員19人、大学院生 4 人）

2 ．アンケート方法等
・アンケート方法：Google フォーム

・質問項目：以下のとおり

①所属をお知らせください。

②本日の内容は、理解できましたか？

③本日学んだことを、学部や個人の教育活動に活かしてみたいと感じましたか？

④本学習会の満足度について教えてください。

⑤何が決め手となって、この学習会に申し込みをされたかお聞かせください。

⑥テーマ、ご希望の講師（学内外問わず）について、ご意見ご希望がありましたらお聞かせください。

・回答者人数（質問①～④）：57人

・質問⑤、⑥については主な意見のみを示しています。（※一部抜粋・改稿を含む）

3 ．アンケート結果
①所属をお知らせください。
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②本日の内容は、理解できましたか？　　　　③ 本日学んだことを、学部や個人の教育活動に活

かしてみたいと感じましたか？

④本学習会の満足度について教えてください。

⑤何が決め手となって、この学習会に申し込みをされたかお聞かせください。

・データサイエンスを全学で教えることになったので、背景を知りたかった。

・AI・データサイエンス技術を研究にも利用しており、学生教育にも活用したいと考えてい

るため。

・来年度からの情報工学部の科目との関係性を知るため。

・来年度から始まる全学共通科目として行われるデータサイエンスに関して興味があった。

・本学におけるデータサイエンス教育と新学部設置の展望を知りたかった。

・来年度開講科目の「データサイエンス・AI 入門」の一部担当となったため。

・色々な分野でデータサイエンスがどのように扱われているのか学びたいと考えて申し込みし

ました。

・授業で Deep Learning に関する話題を扱っているため。

・数理データサイエンス・AI 教育とは何か？がよく分かっていないための情報収集。

・数理データサイエンス・AI 教育の必要性は以前から強く感じていたため。

・教員評価のポイントになっている。

⑥ テーマ、ご希望の講師（学内外問わず）について、ご意見ご希望がありましたらお聞かせくだ

さい。

・データサイエンスについて学内の共同研究を促すような仕組みをつくってもらえるとありが

たい。マッチングのような。どの分野でも機械学習が盛んに用いられるようになってきてい

る。短時間でというよりは、合宿形式、 1 日～ 2 日の集中形式で機械学習の講習会を開い

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できなかった

既に実践している

是非活かしてみたい

あまり活かせそうにない

現在の業務・教育内容と
関係がない

21.1%

63.1%

15.8% 10.5%

68.4%

17.5%

3.6%

やや満足

満足

どちらともいえない

やや不満

44.6%

35.7%

17.9%

1.8%
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てくださったら、この分野のスキルを研究に活かすことができるし、学内での新たなネット

ワークも構築できそう。

・データサイエンスのビジネス・政策への利活用の状況を知りたいので、実際利活用している

会社、国、自治体の関係者に講演していただきたい。

・文系学生に対して、いかにデータサイエンスを学ばせるか。

・本学は総合大学なので、理系、文系それぞれの立場からデータサイエンスに対する考えを聞

いてみたい。（文系の方は消極的なのかどうか？）

・文系教員としては、果たして学生がデータサイエンス教育にどこまでついていけるのかとい

う不安があります。本学文系と同レベルの他大学の取り組みの状況と困難について、紹介し

ていただけると大変助かります。

・他学および高校等の動向等興味深い内容で、大変勉強させていただきました。ありがとうご

ざいました。

・教員・研究者向けのバイオインフォマティクス講座や研究会の発足など、データサイエンス

に関する内容を実施して欲しい。

・ 機械学習のみならず、ベイズ推定やゲーム理論に関しても学べる講師がいらっしゃると良い。



129129

1

3

5

2

4

6

データサイエンスの必要性と実践
～理工学的観点から～

名城大学理工学部数学科

齊藤 公明

令和3年7月20日 1

背背景景１１

●第 5 期科学技術基本計画：2016 年 1 月 22 日閣議決定
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf
●大学の数理・データサイエンス教育強化方策：2016 年 12 月 21 日公
表

文部科学省として喫緊に取り組むべき方策

1 数理・データサイエンス教育研究センター (仮称) の整備
2 標準カリキュラム・教材の在り方
3 実践教育に関する産学連携ネットワークの整備

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html
「数理及びデータサイエンスに係る教育強化」の拠点校の選定

北海道・東京・滋賀・京都・大阪・九州（6 国立大学）
データ関連人材育成プログラム（D-DRIVEb）2017 年度～
「大学における数理・データサイエンス教育の全国展開」の協力校の選
定

3

背背景景３３

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム

●北海道大学：https://www.mdsc.hokudai.ac.jp
●東京大学：http://www.mi.u-tokyo.ac.jp
エクステンション株式会社 https://www.utokyo-ext.co.jp/
●滋賀大学：https://www.ds.shiga-u.ac.jp/dscenter/
●京都大学：http://ds.k.kyoto-u.ac.jp
●大阪大学：http://www-mmds.sigmath.es.osaka-u.ac.jp
●九州大学：http://mdsc.kyushu-u.ac.jp
●神戸大学：http://www.cmds.kobe-u.ac.jp

5

本本日日のの話話題題

１１．．背背景景

「「数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・ＡＡＩＩ教教育育ププロロググララムム」」認認定定制制度度

数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII教教育育のの必必要要性性

２２．．自自己己紹紹介介

研研究究分分野野，，重重心心揺揺動動モモデデルル

３３．．デデーータタササイイエエンンススがが学学べべるる大大学学

４４．．数数理理資資本本主主義義／／数数学学イイノノベベーーシショョンン

５５．．理理工工学学部部ででのの数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AI教教育育
６６．．確確率率微微分分方方程程式式ののデデーータタササイイエエンンスス

ブブララウウンン運運動動，，ホホワワイイトトノノイイズズ，，YYUUIIMMAA

７７．．数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育のの検検討討事事項項

８８．．数数理理情情報報関関係係のの科科目目，，研研究究指指導導科科目目ででのの実実践践

９９．．ままととめめ 2

背背景景２２

●経済産業省：産業技術環境局大学連携推進室等 2019年3月
・数理資本主義の時代 ∼数学パワーが世界を変える

●統合イノベーション戦略推進会議（首相官邸・政策会議）

・人間中心の AI 社会原則：2019 年 3 月 29 日
・AI 戦略 2019 ∼人・産業・地域・政府全てに AI∼ 2019 年 6 月

目標 1：文理を問わず、全ての大学・高専生 (約 50 万人卒/年) 
が、課程にて初級レベルの数理・データサイエンス・AI を習得

目標 2：多くの社会人 (約 100 万人/年) が、基本的情報知識と、
データサイエンス・AI 等の実践的活用スキルを習得できる機会
をあらゆる手段を用いて提供

目標 3：大学生、社会人に対するリベラルアーツ教育の充実 (一面
的なデータ解析の結果や AIを鵜呑みにしないための批判的思
考力の養成も含む） 4

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム」
認定制度

●「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」の

認定について： 文部科学省

令和3年度「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレ
ベル）」の認定結果 について (mext.go.jp)
名城大学では授業科目「データサイエンス・AI入門」を全学で導入．
●「数理・データサイエンス・AI （応用基礎レベル） 」
モデルカリキュラム～ AI×データ活用の実践～
2021年3月数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム

6
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デデーータタササイイエエンンテティィスストト

●定義： 「データサイエンス力、データエンジニアリ ング力
をベースにデータから価値を創出し、ビジネス課題に答えを
出すプロフェッショナル」

●求められるスキル：「ビジネス力、データサイエンス力、
データエンジニアリング力」

・ビジネス力：「課題背景を理解した上で、ビジネス課題を整
理し、解決する力」

・データサイエンス力：「情報処理、人工知能、統計学などの
情報科学系の知恵を理解し、使う力」

・データエンジニアリング力：「データサイエンスを意味のあ
る形に使えるようにし、実装、運用できるようにする力」

7

数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII教教育育のの必必要要性性

●AI、ビッグデータ、IoTに代表される第4次産業革命の
基盤技術が広く社会に取り入れられることによりSociety 
5.0が実現する。
●現在、それらの技術を支えるデータサイエンティストが
不足している。

●今後は、あらゆる人にデータリテラシーと呼ばれる
データサイエンスに関する教養が求められる。

●統計学における汎データサイエンス教育のフロンティ
ア分野横断的な教育は、滋賀大学、横浜市立大学、およ
び武蔵野大学などにおいて実践され、人材育成の成果
が期待されている。また、それらの大学はデータサイエン
スに関する大学院の設置を進めており、さらに高度な専
門性を備えた人材の輩出が期待される。

8

数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII教教育育のの必必要要性性

●初等中等教育における学習指導要領の変更を通じて少し時間は
掛かるが着実に成果を出すことが期待される。

●中学指導要領の数学に「資料（データ）の活用」が含められ、箱ひ
げ図などが移行された。

●高等学校数学Ⅰに「データの分析」が含められ、記述統計を超え
て「仮説検定の考え方」が導入され、情報Ⅱではデータサイエンス
教育が導入される。大学における教養教育としての統計科目に影
響を与える。

参考：高高等等学学校校情情報報科科「「情報Ⅱ 」」教教員員研研修修用用教教材材(本本編編)
●新たな高等学校学習指導要領では記述統計はもちろん、推論統
計も学習する。大学はそれらの学生を預かり、4年間を通じてデー
タリテラシーを身につけた人材として社会に輩出することが求めら
れるが、その教育システムは今後の課題となる。

9

自自己己紹紹介介

履履歴歴：： 昭昭和和６６２２年年 名名城城大大学学理理工工学学部部助助手手

平平成成１１２２年年 名名城城大大学学理理工工学学部部教教授授

Editor: Journal of Stochastic Analysis
https://digitalcommons.lsu.edu/josa/

研研究究助助成成：：・・科科学学研研究究費費助助成成事事業業（（学学術術研研究究助助成成基基金金助助成成金金））

「「超超汎汎関関数数空空間間のの構構成成にに基基づづくく無無限限次次元元確確率率解解析析のの新新展展開開及及びび量量子子
情情報報論論へへのの応応用用」」 研研究究代代表表者者 他他

・・平平成成9年年度度私私立立大大学学学学術術フフロロンンテティィアア事事業業「「量量子子情情報報論論かかららのの生生命命へへ
のの接接近近」」（（H9～～13年年度度））研研究究分分担担者者．．ここのの事事業業ににおおいいてて，，5回回のの国国際際会会
議議,ササママーーススククーールル，，ウウィィンンタターーススククーールル他他をを開開催催

10  

研研究究分分野野

ゆらいだ世界を記述解明するための数学創りをしています．あまり
分野に拘らず研究を行っております．

●確率過程論, ゆらぎ現象の解析, 確率解析学
●超汎関数論, ホワイトノイズ理論, 関数解析学
●量子情報論, 量子確率論, 数理ファイナンス,シミュレーション論等

11

重重心心揺揺動動モモデデルル

12
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13

15

17

14

16

18

デデーータタササイイエエンンススがが学学べべるる大大学学

デデーータタササイイエエンンススがが学学べべるる学学部部、、学学科科、、ココーーススがが最最
近近設設置置さされれたた（（さされれるる予予定定のの））大大学学

11 南南山山大大学学 理理工工学学部部 デデーータタササイイエエンンスス学学科科

22  中中央央大大学学 ビビジジネネススデデーータタササイイエエンンスス学学科科

33 立立正正大大学学 44  大大阪阪工工業業大大学学 55  阪阪南南大大学学

66  立立教教大大学学 77  東東京京工工科科大大学学 88  静静岡岡工工科科大大学学

99  成成城城大大学学 1100  北北海海道道大大学学 1111  九九州州情情報報大大学学

1122  武武蔵蔵野野大大学学 1133  東東京京都都市市大大学学 1144  広広島島大大学学

1155  京京都都産産業業大大学学 1166  横横浜浜市市立立大大学学

13

デデーータタササイイエエンンススがが学学べべるる大大学学

1177  滋滋賀賀大大学学 1188  立立命命館館大大学学 1199  琉琉球球大大学学

2200  東東京京電電機機大大学学 2211  津津田田塾塾大大学学 2222  山山形形大大学学

2233  武武蔵蔵大大学学 2244  東東京京大大学学 2255  東東京京理理科科大大学学

2266  工工学学院院大大学学

14

高高等等学学校校ののデデーータタササイイエエンンスス教教育育

高高等等学学校校「「情情報報ⅡⅡ」」のの身身にに付付けけるるべべきき資資質質・・能能力力はは「「知知識識・・技技
能能」」「「思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等」」「「学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性
等等」」のの３３柱柱。。以以下下のの５５章章でで構構成成さされれるる。。括括弧弧内内はは「「情情報報ⅠⅠ」」。。

参考：高高等等学学校校情情報報科科「「情報Ⅱ 」」教教員員研研修修用用教教材材(本本編編)
11．．情情報報社社会会のの進進展展とと情情報報技技術術

（（情情報報社社会会のの問問題題解解決決））

22．．ココミミュュニニケケーーシショョンンととココンンテテンンツツ

（（ココミミュュニニケケーーシショョンンとと情情報報デデザザイインン））

33．．情情報報ととデデーータタササイイエエンンスス

（（ココンンピピュューータタととププロロググララミミンンググ））

44．．情情報報シシスステテムムととププロロググララミミンンググ

（（情情報報通通信信ネネッットトワワーーククととデデーータタのの活活用用））

55．．情情報報とと情情報報技技術術をを活活用用ししたた問問題題発発見見・・解解決決のの探探究究（（ななしし））15

学学びびのの広広ががりりをを制制限限ししなないい

●英語： ・データの取得, コマンド, プログラミング
・マニュアル, ヘルプ, Q & A, （ユーザ）コミュニティへの
アクセス

・オンライン・コース，オンライン・ツールの利用

●数学： ・基本的な式変形など，中学数学および, 
・高校数学 I, II, A, B,C の必要な部分の学習
・確率・統計：データ・サイエンスの中で少しずつ学習

・理系で数学を学んだ学生が、教える経験をもつ

●コンピュータ：

・データ・サイエンスのためのソフトによるスクリプトの活用

・プログラミングへの関心

16

数数理理資資本本主主義義／／数数学学イイノノベベーーシショョンン

●Society5.0 社会においては、広範囲かつ目的に整合したデータ
の取得を前提として、それらのデータに内在する本質的構造を見
極め、数理的思考に基づいて解析・問題解決を行う能力、つまり
データサイエンスを活用して新たな価値を生み出し、有用なシステ
ム構築につなげる能力が求められている。

●このため、数理的思考力とデータ分析・活用能力を持つ人材の
育成が必須となっており、社会に価値やサービスを生み出すとい
う目的に合致した大学教育システムの構築が急務となっている。

●文部科学省では、全ての学生がどの学部に進学しても数理的
思考力とデータ活用能力を身に付けることができる教育体制の構
築を目指し、大学における数理及びデータサイエンス教育の強化
の方策を検討するため、平成 28 年度（2016 年度）に「数理及び
データサイエンス教育の強化に関する懇談会」を設置し、議論の
取りまとめを公表した。

17

数数理理資資本本主主義義／／数数学学イイノノベベーーシショョンン
文文部部科科学学省省・・経経済済産産業業省省：：「「理理数数系系人人材材のの産産業業界界ででのの活活躍躍にに向向けけたた

意意見見交交換換会会 報報告告代代数数学学書書：：数数理理資資本本主主義義のの時時代代」」

現現代代のの様様々々ななデデジジタタルル技技術術はは数数学学がが左左右右ししてていいるる。。

18

代代数数学学

解解析析学学
幾幾何何学学
数数理理情情報報
（（確確率率論論・・統統計計
学学・・OORR等等））
計計算算機機科科学学

特特異異モモデデルル選選択択
非非線線形形次次元元削削減減
モモデデルル正正則則化化
暗暗号号化化
自自動動推推論論・・異異常常検検知知
ググララフフ解解析析
機機械械学学習習全全般般
計計算算複複雑雑系系解解析析
アアルルゴゴリリズズムム全全般般
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19

21

23

20

22

24

理理工工学学部部ででのの数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII教教育育

★★理理工工学学部部各各学学科科ににてて，，数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII関関連連のの教教育育はは既既にに

そそれれぞぞれれのの教教育育科科目目のの中中でで実実施施さされれてていいるる．．

・・基基礎礎科科目目：：語語学学,,  微微分分積積分分,,  線線形形代代数数,,  ココンンピピュューータタリリテテララシシーー,,  

ププロロググララミミンンググ演演習習（（CC,,  CC++++,,  MMaattllaabb,,MMaappllee,,……  ））

デデーータタササイイエエンンスス基基礎礎，，デデーータタエエンンジジニニアアリリンンググ基基礎礎，，……

・・数数理理情情報報::確確率率・・統統計計のの基基礎礎,,  確確率率論論,,  統統計計学学のの基基礎礎理理論論とと応応用用,,  

確確率率過過程程論論,,  オオペペレレーーシショョンンズズ・・リリササーーチチ,,  数数理理フファァイイナナンンスス……

・・計計算算機機科科学学：：PPyytthhoonnのの基基礎礎とと電電子子素素子子のの基基礎礎,,アアナナロロググ電電子子回回路路,,  CC言言語語のの

応応用用,,アアルルゴゴリリズズムム・・デデーータタ構構造造,,  CC++++にによよるるオオブブジジェェククトト指指向向ププロロググララ

ミミンンググ,,ネネッットトワワーーククととママルルチチメメデディィアア,,通通信信技技術術のの理理論論ととJJaavvaaSSccrriippttにに

よよるる演演習習,,符符号号理理論論,,暗暗号号理理論論,,デデーータタ解解析析,,空空間間デデーータタのの統統計計解解析析, ニニュューー
ララルルネネッットトワワーークク，，MATLABにによよるる数数値値計計算算法法,

・・人人工工知知能能：：音音声声認認識識,,画画像像認認識識,,感感性性処処理理,,デデーータタママイイニニンンググ,,機機械械学学習習（（教教

師師あありり学学習習,,教教師師ななしし学学習習,,強強化化学学習習,,デディィーーププララーーニニンンググ）） 19

理理工工学学部部ででのの数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII教教育育

・・制制御御工工学学，，ソソフフトトウウェェアア工工学学, 信信号号処処理理工工学学,ママテテリリアアルルズズイインンフフォォママテティィククスス,,      

ババイイオオイインンフフォォママテティィククスス,,ロロボボテティィククスス,,……

・・情情報報工工学学科科（（→→情情報報工工学学部部））：：情情報報工工学学全全般般ににわわたたるる科科目目配配置置ががさされれてていいるる．．

★★リリテテララシシーー教教育育ににおおいいてて，，MMAATTLLAABBにによよるる教教育育ををMMaatthhwwoorrkkss社社とと

共共同同ししてて検検討討中中．．

MATLAB/Simulinkは様々な理工学分野の教育・研究に活用され，自動
車，航空宇宙，通信，エレクトロニクスなどの様々な業界での研究開発
用の基本ツールとしても使用されている．さらに，金融サービス，情報
生命科学といった分野においても活用されている。文系学部，理工系
学部双方において，このMATLAB/Simulinkを用いたアクティブラーニン
グ型教育は有益であり，多くの学生のキャリア形成に役に立てることが
できる．

20

機機械械学学習習

21

機機
械械
学学
習習

教教師師
ななしし
学学習習

ククララススタタ
リリンンググ

教教師師
あありり
学学習習

回回帰帰

分分類類

機機械械学学習習

●●教教師師ななしし学学習習：：入入力力デデーータタののみみにに基基づづいいててデデーータタ

ををググルルーーププ化化しし解解釈釈すするる．．

デデーータタにに内内在在すするる隠隠れれたたパパタターーンンやや固固有有のの構構造造をを見見いいだだすす．．
ララベベルル付付けけさされれたた応応答答ををももたたなないい一一連連のの入入力力デデーータタかからら推推論論をを
導導きき出出すすたためめにに用用いいるる．．

・・遺遺伝伝子子配配列列分分析析,,  市市場場調調査査,,  物物体体認認識識 ……

●●教教師師あありり学学習習：：入入出出力力デデーータタのの両両方方にに基基づづいいてて予予

測測モモデデルルをを構構築築すするる．．

不不確確実実ささががああっっててもも証証拠拠にに基基づづいいてて予予測測をを行行ええるるモモデデルルをを構構
築築すするる．．アアルルゴゴリリズズムムはは，，既既ににああるる一一連連のの入入力力デデーータタととそそれれにに
対対すするる応応答答（（出出力力））をを用用いいててモモデデルルをを訓訓練練しし，，新新ししいいデデーータタへへ
のの応応答答をを予予測測ででききるるよよううににすするるもものの．．

★★ 分分類類問問題題 ★★ 回回帰帰問問題題 にによよりり予予測測モモデデルルをを作作成成すするる．．

22

機機械械学学習習

★★分分類類問問題題

電子メールが迷惑メールか否か，腫瘍が癌か良性かといった離
散的な応答の予測．入力データを複数のカテゴリーに分類する．

・用途：画像診断，音声認識，信用度評価，・・・

★★回回帰帰問問題題

温度変化や電力需要の変動など，連続的な応答の予測．

・用途：電力負荷予測，アルゴリズム取引，・・・

23

カカーーネネルル法法

関関数数解解析析学学：：再再生生
核核ヒヒルルベベルルトト空空間間

確確率率過過程程論論：：ガガウウ
スス過過程程

確確率率微微分分方方程程式式ののデデーータタササイイエエンンスス

24

確確率率微微分分方方程程式式にによよるる解解析析
dX(t)=a(t,X(t))dt+b(t,X(t))dB(t) 
a(t,x), b(t,x):有有界界なな連連続続関関数数

ホホワワイイトトノノイイズズ汎汎関関数数のの解解析析
X(t)=f(t, dB(u)/du; u ∊∊ T) 

ささままざざままなな現現象象

時時間間のの離離散散化化

極極微微のの世世界界へへ

現現象象論論
的的観観点点

情情報報論論
的的観観点点

離離散散時時間間確確率率過過程程のの解解析析
自自己己回回帰帰移移動動平平均均過過程程,・・・・・・

時時系系列列
デデーータタ
解解析析

数数理理フファァ
イイナナンンスス
数数理理医医
学学・・・・・・

デデーータタ
ササイイエエ
ンンスス

量量子子情情報報
論論

ナナノノササイイ
エエンンスス・・・・・・
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25 26

ブブララウウンン運運動動

ブラウン運動 {B(t); t ≧0} のパスは確率１で至るところ微
分不可能であり，その増分が独立となる．

25

ホホワワイイトトノノイイズズ

26

  
現現象象論論的的観観点点                                                                    情情報報論論的的観観点点  

ブブララウウンン運運動動のの汎汎関関数数                            ホホワワイイトトノノイイズズのの汎汎関関数数  

𝐟𝐟(𝐁𝐁 𝐭𝐭 ;−∞ < 𝐭𝐭 < ∞)                                                            𝛗𝛗(𝐁𝐁  𝐭𝐭 ;−∞∞ < 𝐭𝐭 < ∞∞)    
  

  
 

ホホワワイイトトノノイイズズ

27

 
             IInnppuutt                            DDeevviiccee  ((SSyysstteemm))                                    OOuuttppuutt  
        𝐁𝐁  𝐭𝐭 ,−∞ < 𝐭𝐭 <  ∞                            𝝋𝝋                                  𝝋𝝋 𝐁𝐁  = 𝝋𝝋 𝐁𝐁  𝐭𝐭 ;  −∞ < 𝐭𝐭 <  ∞   

 

ホホワワイイトトノノイイズズ

28

         ホホワワイイトトノノイイズズ微微分分  𝛛𝛛𝐭𝐭 =  𝛛𝛛
𝛛𝛛𝐁𝐁 (𝐭𝐭)  がが数数学学ととししてて定定式式化化さされれ，，  

                          𝒇𝒇𝒏𝒏 𝒕𝒕𝟏𝟏, … , 𝒕𝒕𝒏𝒏 = 𝟏𝟏
𝒏𝒏! 𝑬𝑬 𝛛𝛛𝒕𝒕𝒏𝒏 ∙∙∙ 𝛛𝛛𝒕𝒕𝟏𝟏𝝋𝝋 ,,  𝒏𝒏  ==  00,,11,,22,,……  

   
      量量子子ホホワワイイトトノノイイズズ理理論論               無無限限次次元元確確率率解解析析                                                
    𝛛𝛛𝐭𝐭のの共共役役作作用用素素  𝛛𝛛𝒕𝒕

∗  をを用用いいてて                                （（ホホワワイイトトノノイイズズ超超汎汎関関数数理理論論））                        

    量量子子ホホワワイイトトノノイイズズはは                          𝐁𝐁  𝒕𝒕 = (𝛛𝛛𝐭𝐭 + 𝛛𝛛𝒕𝒕
∗)𝟏𝟏  がが基基本本素素子子  

𝐐𝐐  𝐭𝐭 = 𝛛𝛛𝐭𝐭+ 𝛛𝛛𝒕𝒕
∗とと表表さされれ，，理理論論                            ・・確確率率解解析析のの拡拡張張  

    のの基基本本素素子子ととななるる．．                            ・・数数理理フファァイイナナンンススへへのの応応用用  

                                    ・・確確率率共共鳴鳴現現象象ののモモデデルル化化  

                                        ・・生生命命科科学学へへのの応応用用    ななどど  

  

             時時間間をを離離散散化化ししてて工工学学へへ応応用用  

時系列データ

29

𝜔𝜔𝜔𝜔

確確率率過過程程ののデデーータタササイイエエンンスス「「YYUUIIMMAA」」

●YUIMA：確率過程に対する統計解析およびシミュレーションのため

のRパッケージ．

●R上で “install.packages(“yuima”)” と入力すれば、入手可能．

●PC やスマートフォンのブラウザから、一部機能を利用可能なイン

ターフェースである yuimaGUI も公開されている．

●● The YUIMA Project
Open source academic software for computational statistics
https://yuimaproject.com/

30

27 28

29 30
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31

33

35

32

34

数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育のの検検討討事事項項

現現状状

・・各各学学科科ででのの専専門門科科目目のの中中でで数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス教教育育にに関関連連すするる科科目目はは

既既にに開開講講さされれてていいるる．．

・・学学科科内内授授業業科科目目がが多多くく設設定定さされれてていいるるたためめ，，ここれれ以以上上科科目目のの増増加加はは困困難難．．

・・数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス関関係係のの科科目目がが少少なないい学学科科ももああるる．．

検検討討課課題題

●● 数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス推推進進室室のの設設置置

・・講講演演，，集集中中講講義義,,教教育育ププロロググララムム等等のの企企画画

・・他他大大学学，，研研究究機機関関ととのの連連携携

・・企企業業ととのの連連携携 ななどど

●● 横横断断的的教教育育シシスステテムムのの構構築築

・・他他学学科科, 他他学学部部履履修修
・・講講義義科科目目のの共共同同開開講講

・・自自由由科科目目, 大大学学院院共共通通科科目目等等へへのの導導入入
・・副副専専攻攻制制度度のの利利用用 ななどど

31

数数理理情情報報関関係係のの科科目目

2年次：数理情報Ⅰ【前期】（確率の初歩）

数理情報Ⅱ【後期】（統計の初歩）

3年次：数理情報Ⅲ【前期】, Ⅴ【後期】（確率論の基礎理論）
数理情報Ⅳ【前期】（確率論の具体的な応用）

数理情報Ⅵ 【後期】 （統計学、情報量統計学など）

経営情報論【後期】 （ファイナンス,線形計画法などへの応用）

4年次：数理情報Ⅶ 【前期】 , Ⅷ 【前期】

（確率論・統計学における発展：確率過程論, 確率解析学, 
複雑系理論など）

32

研研究究指指導導科科目目ででのの実実践践

数数学学講講究究

今今年年度度ののテテーーママ

・・確確率率解解析析学学，，超超関関数数論論（（22名名））

・・数数理理フファァイイナナンンスス（（22名名））

・・ママルルココフフ連連鎖鎖モモンンテテカカルルロロ法法（（22名名））

MMAATTLLAABB,,CCをを用用いいててシシミミュュレレーーシショョンン，，数数値値計計算算等等をを実実施施．．

確確率率及及びび量量子子情情報報論論講講究究

今今年年度度ののテテーーママ

・・代代数数的的統統計計モモデデルルのの構構築築，，量量子子確確率率論論（（博博士士前前期期１１年年））

・・フフララククシショョナナルルポポアアソソンンノノイイズズにに基基づづくく確確率率解解析析

（（博博士士前前期期２２年年））
33

ままととめめ

●● 全全学学ににおおいいてて授授業業科科目目「「デデーータタササイイエエンンスス・・AAII入入門門」」

をを導導入入ししたた．．情情報報工工学学部部のの設設置置もも併併せせてて，，名名城城大大学学

かからら数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAII教教育育をを外外部部にに向向けけてて

発発信信すするる．．

●● 成成果果をを求求めめてて数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAIIのの視視点点かからら

教教育育がが変変わわっっててききたた．．

●● そそれれぞぞれれのの専専門門ににおおいいててデデーータタササイイエエンンススががどどののよようう

にに関関わわるるかかをを考考ええるる．．視視点点をを変変ええれればばデデーータタササイイエエンン

ススととのの繋繋ががりりがが見見ええててくくるる．．

●● 数数理理・・デデーータタササイイエエンンスス・・AAIIのの教教育育にに関関すするるセセミミナナーー

をを開開催催すするる．．

●● 専専門門的的なな分分野野ににどどののよよううににつつななげげるるかか横横断断的的教教育育

ププロロググララムムのの構構築築をを検検討討すするる．．
34

35

ごご清清聴聴有有難難ううごござざいいままししたた。。
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第14回 名城⼤学ＦＤ学習会・新任教員FD研修会

■⽇ 時 2021年 8⽉ 25⽇（⽔） 13:30〜14:45
■講 師 加藤 真紀 教授

（名古屋⼤学 ⾼等教育研究センター）
■会 場 Zoomによるオンライン開催
■対 象 令和3年度新任教員（参加必須）

学内教職員、⾮常勤講師、⼤学院⽣

≪お問い合わせ≫

名城大学 大学教育開発センター

TEL: 052-838-2032（内線：2653）

大学で教えるためのルーブリック
（基礎編）

下記URL 等からお申し込みください。
https://bit.ly/3wt7K0A
お申し込み後、参加⽅法の詳細が ⾃動メールにより送付されます。

申し込み方法

企画趣旨

こんな方にオススメ

○パフォーマンス課題に対して厳格な評価を行いつつも、採点時間を短縮したい方
○レポート、プレゼンテーション、ディスカッションの評価を苦手とする方
○オムニバス科目や、同一名称科目の採点に関わる方

近年学校教育において、学修成果に係る評価基準の明確化と公表は一層重視され
るようになっています。本学では、シラバスにおいて到達目標の記述が必須化され
ていますが、評価基準毎に求められている学生の具体的な行動や到達水準の明確化
については、今後の課題となっています。

今回のFD学習会では、「ルーブリック」といわれる成績評価の客観性を担保でき

る手法を紹介します。成績評価は、学生の学修の動機付けにも影響を及ぼす要因の
一つであるため、是非ご参加をお願いいたします。
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第14回 FD学習会・第 3回新任教員FD研修会

「大学で教えるためのルーブリック（基礎編）」
アンケート結果報告について

1．実施概要
・日　　時：令和 3 年 8 月25日（水）13：30～14：45

・開催方法：Zoom によるオンライン開催

・テ ー マ：大学で教えるためのルーブリック（基礎編）

・講　　師：名古屋大学　高等教育研究センター　加藤 真紀 教授

・参加者数：60人（専任教員52人、非常勤講師 0 人、事務職員 8 人、大学院生 0 人）

2 ．アンケート方法等
・アンケート方法：Google フォーム

・質問項目：以下のとおり

①所属をお知らせください。

②本日の内容は、理解できましたか？

③本日学んだことを、学部や個人の教育活動に活かしてみたいと感じましたか？

④本学習会の満足度について教えてください。

⑤講演の感想をお聞かせください。

⑥何が決め手となって、この学習会に申し込みをされたかお聞かせください。

⑦テーマ、ご希望の講師（学内外問わず）について、ご意見ご希望がありましたらお聞かせく

ださい。

・回答者人数（質問①～④）：33人

・質問⑤～⑦については主な意見のみを示しています。（※一部抜粋・改稿を含む）

3 ．アンケート結果
①所属をお知らせください。　　　　　　　　　　　②本日の内容は、理解できましたか？

本学専任教員

本学事務職員
（契約職員・派遣職員含む）

よく理解できた

ある程度理解できた

9人(27.3%）

32人(97.0%）
24人(72.7%）

1人（3.0%）
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③ 本日学んだことを、学部や個人の教育活動

に活かしてみたいと感じましたか？

④本学習会の満足度について教えてください。

⑤講演の感想をお聞かせください。

・ルーブリックというのは聞いたことがあるだけだったので、大変勉強になりました。

・作成には時間がかかるかと思いますが、演習等で採用したいと思います。

・FD 学習会に初めて参加させていただきました。非常に有意義で、今後も参加したいと思い

ます。

・基礎編でしたので、すごく分かりやすくよかったと思います。ただ、これから自分の授業に

どう有効的に活かすかという課題を感じました。

・もう一度ルーブリックに取り組んでみようと思った。ゼミ程度の人数ならいいが大講義では

WebClass での返却が困難なので、期末試験の採点などから生かしてみたい。

・ルーブリックはなんとなくのイメージで論じられてしまう傾向があるように思います。ルー

ブリックを「具体的な評価基準リスト」だと捉えれば、教員は（半ば無意識的に）それを普

段から行っているわけですから、ルーブリックそれ自体に対する拒否感もだいぶ減少するか

もしれません。その意味で、今回のご講演は大変有意義だったと思います。

・Stevens and Levi（2013）の「ルーブリックの必要性」に挙げられているレポート採点時の

思いには強く共感しました。

⑥何が決め手となって、この学習会に申し込みをされたかお聞かせください。

・ルーブリックをもともと使っているので再確認のため。

・講義等の評価方法に悩み、受講させていただきました。

・自己流でルーブリックを使ったことがあったがうまく使いこなせなかったと感じていたた

め。

⑦ テーマ、ご希望の講師（学内外問わず）について、ご意見ご希望がありましたらお聞かせくだ

さい。

・学部または専門分野毎にルーブリックの原型があると良いかもしれません。各教員が、適宜

それを修正して使用することができれば、導入時の作成コストも低減するかと思います。

是非活かしてみたい

既に実践している

あまり活かせそうにない

現在の業務・教育内容と
関係がない

満足

やや満足

どちらともいえない

4人(12.1%）

4人(12.1%）

24人(72.7%）
20人(60.6％）

12人(36.4％）

1人（3.1%） 1人（3.0%）
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・近年聞かれる「成績評価基準の平準化」について、今回のように初心者向けにご説明いただ

けるようなテーマがあるとありがたいです。

・現在の名城大学の WebClass では、レポートでルーブリックを使用できるのですが、「評価

の観点」の点数の重みづけができません（評価尺度の点数は任意に設定できる）。また、講

師の先生の話にあったように、評価基準の項目にチェックをつけたり、評価基準の文言の一

部を丸で囲んだりして、ルーブリックの評価を返却できるようになると、より使いやすいで

す。WebClass のアップデートを期待しています。
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第15回 名城⼤学ＦＤ学習会

■⽇ 時 2021年 9⽉ 2⽇（⽊） 10:00〜11:30
■講 師 ⽊村 友久 教授

（帝京⼤学 共通教育センター⻑）
■会 場 Zoomによるオンライン開催
■対 象 学内教職員、⾮常勤講師、⼤学院⽣

≪お問い合わせ≫

名城大学 大学教育開発センター

TEL: 052-838-2032（内線：2653）

大学の授業運営における
著作権への考え方について

下記URL 等からお申し込みください。
https://00m.in/Plevg
お申し込み後、参加⽅法の詳細が ⾃動メールにより送付されます。

申し込み方法

企画趣旨

こんな方にオススメ

○著作物の教育利用に不安がある方
○対面・遠隔授業に役立つ著作権の基本を学びたい方
○改正著作権法第35条運用指針を確認したい方

新型コロナウィルス感染拡大に伴い、全国の大学では遠隔授業が多く行われまし
た。このような背景のもと、2020年4月28日には改正著作権法第35条が施行され、
2021年4月からは授業目的公衆送信補償金制度が本格的にスタートし、この間は

多くの教育関係者から注目を集めました。しかし、教育と著作物は元々密接な関わ
りがあるにも関わらず、内容が複雑であるため把握してきれていない方も多いと言
われています。本FD学習会では、様々な事例を通し、対面・オンラインのいずれ
の授業にも役立つ内容をご講演いただきます。是非ご参加をお願いいたします。
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第15回 FD学習会

「大学の授業運営における著作権への考え方について」
アンケート結果報告について

1．実施概要
・日　　時：令和 3 年 9 月 2 日（木）10：00～11：30

・開催方法：Zoom によるオンライン開催

・テ ー マ：大学の授業運営における著作権への考え方について

・講　　師：帝京大学　共通教育センター　センター長　木村 友久 教授

・参加者数：124人（専任教員87人、非常勤講師21人、事務職員16人、大学院生 0 人）

2 ．アンケート方法等
・アンケート方法：Google フォーム

・質問項目：以下のとおり

①所属をお知らせください。

②本日の内容は、理解できましたか？

③本日学んだことを、学部や個人の教育活動に活かしてみたいと感じましたか？

④本学習会の満足度について教えてください。

⑤講演の感想をお聞かせください。

⑥何が決め手となって、この学習会に申し込みをされたかお聞かせください。

⑦テーマ、ご希望の講師（学内外問わず）について、ご意見ご希望がありましたらお聞かせく

ださい。

・回答者人数（質問①～④）：69人

・質問⑤～⑦については主な意見のみを示しています。（※一部抜粋・改稿を含む）

3 ．アンケート結果
①所属をお知らせください。　　　　　　　　　②本日の内容は、理解できましたか？

72%

15%

12%

1%

本学専任教員

非常勤講師

本学事務職員
（契約職員・派遣職員含む）
その他

69%

25%

6% 0%

ある程度理解できた

よく理解できた

あまり理解できなかった

ほとんど理解できなかった
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③ 本日学んだことを、学部や個人の教育活動

に活かしてみたいと感じましたか？

④本学習会の満足度について教えてください。

⑤講演の感想をお聞かせください。

・興味深いテーマをわかりやすく説明して下さったが、テーマが豊富すぎてスピードは速く、

理解が追いつけないところがあった。

・本当にとてもわかりやすかった。もう一度見直したい。

・自分にとってはやや難解で、どこまで理解できたか自信はないが、自分が行っているあるこ

とが著作権の侵害にあたることがわかり、改善していきたいと思った。

・実例の紹介だけでなく、実例と条文解釈および法概念との関連性が説明されていて、勉強に

なりました。

・現状の教育環境において重要な内容だったと思います。ただ、情報量が多く十分理解できて

いない部分もあるので、もう少し勉強する必要があると思いました。

・少しレベルが高く感じました。初心者向けに、遠隔授業で実際に何が使えて何がダメかの実

例に絞った基礎的な説明もいただければ、有難く思いました。

・分かりやすい説明でしたが、内容が膨大で十分消化しきれていません。また勉強して行きま

す。

・授業と授業以外、35条とそれ以外の考え方があることがわかり有意義であった。

・微妙な問題が多くあり、よりいっそう気を付けないといけないと思った。

・具体例が参考になりました。同一性保持権については、具体的にどのような場合に侵害にな

るのかについて、もう少し詳しい話をうかがいたいと感じました。

・最後のご挨拶でも指摘されていたように、財産権だけでなくて人格権にも配慮すべき、など

は大変重要なことだと改めて思いました。

・ 1 回では学びきれない充実した内容でした。複数回に分けてでも学習会を受けたいです。

⑥何が決め手となって、この学習会に申し込みをされたかお聞かせください。

・著作権については、学生にも指導をするので、しっかりした理解が必要と感じたため。

・公衆送信と著作権との関係を理解したかったから。

・本テーマについて不安を持って仕事をしていたため。

・オンライン授業が持続しそうなため、どのようにすれば良いかと思いまして参加しました。

91%

6% 3% 0%

是非活かしてみたい

既に実践している

あまり活かせそうにない

現在の業務・教育内容
と関係がない

49%
42%

6%
2% 1%

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満

不満
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・講義資料の作成で外部資料を引用するときの注意点を知るため。

・You tube の取り扱いについて知りたかったから。

・知らないうちに著作権を侵害しないようにと思って。

・授業運営に当たって著作権や公衆送信権の考え方や具体的事例について知りたかったから。

・WebClass の講義資料において、どの程度まで公開資料を引用できるのかわからなかったた

め。

⑦ テーマ、ご希望の講師（学内外問わず）について、ご意見ご希望がありましたらお聞かせくだ

さい。

・コロナ禍での効果的なアクティブラーニング手法の研究。

・コロナ禍にて教育環境の激変に対してセンターのお仕事が大変なご苦労かと存じます。心よ

り感謝しております。今後ともご指導頂ければと存じます。ありがとうございました。

・同じ先生または同程度に専門家である先生による、同じテーマでの講習。

・今回のような著作権に関することは、今後の授業を行う上で不可欠なものですので、今後も、

特に遠隔授業に関する法令等についてレクチャーしていただけますとありがたく存じます。

・本日も少しお話しがありましたが、書籍、論文、雑誌などへの著作物の引用についての注意

点などを講演いただけると幸いです。

・講義に出席している学生の多様性にどのように配慮するか、というテーマがあればと思いま

す。たとえば外国人その他「マイノリティ」の属性をもつ学生にハラスメントにならないよ

うに、など。また色弱の人にもわかりやすい色使いについても、最近自分では気を付けて調

べたうえで使うようになりましたが、自分が色弱でない限り、気が付きにくいのではないか

と思います。そういうことも含めて一つのテーマとして学習できる機会があるとよいのでは

ないでしょうか。
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大大学学のの授授業業運運営営ににおおけけるる
著著作作権権へへのの考考ええ方方ににつついいてて

第第15回回 名名城城大大学学ＦＦＤＤ学学習習会会
2021年年9月月2日日（（土土）） 10時時00分分～～11時時30分分

帝帝京京大大学学共共通通教教育育セセンンタターー長長 教教授授 木木村村友友久久／／山山口口大大学学知知的的財財産産セセンンタターー 特特命命教教授授

著作権法３５条および
ガイドライン説明
に入る前の整理

3

●授業実務を考えると著作権法を含む知的財産法だけではない

他の法領域も関係する

5

著作権法

意匠法
不正競争
防止法

商標法
民法

(肖像権)

民法
(パブリシ
テイ権)

有名人の
芸名・写
真等

伝統的な
個人の権

利

民法（番組のフォー
マット権等)・契約

商品写真
商標の図
等々

2

目 次

１．説明に入る前の整理

２．著作権法の確認

３．著作権法35条以外の権利制限・・・条文で検討

４．改正著作権法35条の説明

５．令和3年度版ガイドライン説明

具体的な対応事例

異時公衆送信教材の実例と考え方

６．その他補足説明

初等中等教育機関との相違点・学生の行動変容

７．まとめ・今後の検討事項

大学の想定リスク

広報活動
著作権

広報活動
商標

広報活動
肖像権

広報活動

パブリシテ
ィの権利

教育活動
著作権法
３５条等

教育活動
公開講座

教育活動

映像タイム
シフト

研究活動
研究データ

研究活動

オーサー
シップ

研究活動

二重投稿
等

研究活動
研究契約

研究活動
出版契約

産学連携
活動

不実施補償

利益相反
責務相反

不正競争行為
等々・・・

4

教育活動

教員免許
更新講習

教科書作成時のやりとり・・・契約との整合性

商標

ネーミング
は商標

商標

商標

車の形態
は意匠

ホーム
ページは
著作物

ＣＭは
著作物

ＣＭ90秒

販売日

ＣＭ30秒

車の技術
は発明
（特許）

ドメイン名
スズキ株式会社
の名は商号

●桃色の吹き出しの裏に何があった？

6

出所：http://www.suzuki.co.jp/car/lapin_chocolat/
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2021．5「法学Ⅰ（共通基礎科目）」の授業スライドから

●映画「ローマの休日」の一場面を使いさんまの映像を重ねる
・創味食品「ハコネーゼのＣＭを企画する際に、
クリアーすべき権利関係を検討して下さい。
ＣＭは下記ＹｏｕＴｕｂｅサイトで閲覧できます。

ヒント：「ローマの休日」封切りは西暦１９５３年
映画の著作権が公開後５０年間から７０年間に延長されたの
は、２００４年１月１日施行の改正著作権法。

【検討事項】
１．クリアーすべき知的財産権のリストアップ

２．具体的な権利関係の調査

7

https://www.youtube.com/watch?v=WoH-GfzkB-o&list=PL784Ndu0cuKWJZiSSXdMRCLqMoB1qnMqs&index=1

●画像検索の素材

Google等の画像検索の利用

①約半年間（Ｈ25/7/5～H26/1/15）、写真６点を被告が運営するウェブサイトで掲載

②原告は、本件写真の著作権者，独占的利用権者又は著作者であると主張。被告に
対し，不法行為に基づく損害賠償請求と，当該請求の一部と選択的に不当利得返
還請求をした事案。

原告

株株式式会会社社
アアママナナイイメメーージジズズ

設 立：昭和５９年１０月２５日

事業形態：ビジュアル・コミュニケーション事業，
エンタテインメント映像事業等を行う株式会社
であり，そのウェブサイトにおいて，写真，イラ
スト，映像素材など2500万点以上のコンテンツ
を揃えて，利用者が これらのコンテンツを購入，
ダウンロードできるサービスを提供

弁護士法人 Ａ

設 立：平成＊＊年＊＊月＊＊日

事業形態：訴訟事件，非訟事件及び行
政庁に対する不服申立事件に関す る

行為その他の一般の法律事務等を目
的に設立された弁護士法人

被告

損害賠償
不当利得返還

9

ウェブサイト上の素性がわから
ない素材は使わない方が良い

必ず許諾条件を確認！

●フリー素材だと思って使ったのに・・

・「知らなかった」では済まない
・「指摘されてすぐ消した」でもダメ

Google等の画像検索の利用

11

●ロバート秋山の動画
https://www.youtube.com/watch?v=YLFxrqEezuk

１．ワークシート⓪に感想を記入してください。

２．ロバート秋山が収益を上げるために、何をすればよいでしょうか。

３．利益を独占するためには、どのような方法があるでしょうか

2021．4「法学Ⅰ（共通基礎科目）」の授業スライドから

8

公式サイト

●画像検索の素材

Google等の画像検索の利用

写真・イラスト・映像素材の
ダウンロード販売サイト

無料サンプル版入り口
ページ（低解像度）

有料版入り口
ページ（高解像度）

ダウンロードページ ダウンロードページ

課金ページ

画像検索サイトから検索した結果は、課金
ページの下にあるページに直接リンクされ
ているケースが多い。

10

著作権法の確認

12

7

9

11

8

10

12
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13

15

17

14

16

18

●著作物 思想又は感情を創作的に表現したもので「文芸」
「学術」「美術」又は「音楽」の範囲に属するもの。

著作物とは何か

著作権法は
１．著作物を創作した者（著作者）の権利
２．著作物を伝達する者の権利
３．出版社の権利 を定めています

13

●タコの滑り台の著作物性が争われた事件
・２０２１年４月２８日に、第一審判決が東京地裁で出された。

長年に渡り、公園のタコ型遊具（滑り台）を製作してきた会社が原告
となり、類似遊具を制作した会社を著作権侵害で訴えた事件。第一
審判決文はまだ公開されていないため、詳細な判示内容は不明。報
道では、「遊具としての性質があるにすぎないとして、『美術品』とは
認めず、著作物性が否定された」とされた模様。
※タコの滑り台は芸術品？ 類似遊具を訴えた裁判で判決 朝日新聞デジタル2021年4月28日記事

https://www.asahi.com/articles/ASP4X6V2BP4XUTIL06J.html

著作物→→思想又は感情を創作的に表現したもので「文芸」「学術」
「美術」又は「音楽」の範囲に属するもの。

タコの滑り台事件のスライド教材作成例と考え方

15

足立区北鹿浜公園に設置されているタコの滑り台

出所：https://parks.prfj.or.jp/kitashikahama/facilities/

著著作作者者人人格格権権

著著作作（（財財産産））権権
権権利利期期間間
著著作作物物創創作作時時点点かからら
著著作作者者死死後後7００年年間間
映映画画著著作作物物はは公公表表後後
７７００年年間間

★公表権 著作権法１８条
★氏名表示権 著作権法１９条
★同一性保持権 著作権法２０条

★複製権 著作権法２１条
★上演権及び演奏権 著作権法２２条
★上映権 著作権法２２条の２
★公衆送信権等 著作権法２３条
★口述権 著作権法２４条
★展示権 著作権法２５条・・原作品展示
★頒布権 著作権法２６条・・映画の著作
物をその複製物により頒布する権利
★譲渡権 著作権法２６条の２・・映画除く
★貸与権 著作権法２６条の３
★翻訳、翻案権 著作権法２７条
★二次的著作物に対する原著作者の権利

著作権法２８条

支支分分権権

権権利利制制限限規規
定定３３００～～５５００条条

著作者の権利

17

ＴＴＢＢＳＳ
ＨＨＰＰ

原原告告
書書籍籍

14

著作物性の判断

コンセプト・思想そのものは
著作物ではない

※他に，大地の子事件，江差追分事件，地獄のタク
シー事件等々

著著作作者者人人格格権権

著著作作（（財財産産））権権

著著作作隣隣接接権権

出出版版権権権利制限規定
３０条～５０条

この二つをまとめ
て、簡易に「著作
権」と呼ぶことも
あります。

著作権法で規定する権利

●著作権のみを規定している法律ではない

（１）著作者の権利

（２）著作物を伝達する者の権利

（３）出版者の権利

16

2018年12月30日以降の著作（財産）権の権利期間

著作権の有効期間

△
著作物を創作
（著作権発生）

存続期間
満了は、

著作者の
死後70年

権権利利期期間間
著著作作物物創創作作時時点点かからら著著作作者者死死後後７７００年年間間
映映画画著著作作物物はは公公表表後後７７００年年間間

死後 70年

２２００１１５５年年１１月月１１日日

カカウウンントト開開始始
※※死死亡亡ししたた年年のの翌翌年年

のの１１月月１１日日かからら

△

２２００１１００年年５５月月２２日日

（（始始期期））

２２００１１４４年年７７月月７７日日

△

著作者の死亡

２２００８８４４年年１１２２月月３３１１日日

△

（（終終期期））

存続期間満了
※※必必ずず12月月31日日

にに権権利利消消滅滅

●保護期間（戦時加算の説明は省略）

18
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19

21

23

20

22

24

著著作作隣隣接接権権
権利期間
実実演演、、音音のの固固定定
をを行行っったたととききにに始始ままりり、、
翌翌年年かからら７７００年年間間

たただだしし、、放放送送事事業業者者とと
有有線線放放送送事事業業者者のの
権権利利ににつついいててはは、、
放放送送ああるるいいはは有有線線放放送送
をを行行っったたととききかからら50年年

★実演家の権利
著作権法９０条の２～９５条の３
氏名表示、同一性保持、録音録画、放
送、送信可能化、商業用レコード二次
利用、貸与権等

★放送事業者・有線放送事業者の権利
著作権法９８条～１００条の５
複製、放送、有線放送、伝達（放送を受
信し、影像を拡大する特別の装置を用
いてその放送を公に伝達する権利）

★レコード製作者の権利
著作権法９６条～９７条の３
複製、送信可能化、商業用レコード二次
利用、譲渡、貸与等

著作物を伝達する者の権利

音音をを最最初初
にに固固定定ししたた

者者

19

Ａ氏が作詞

複合的な事実関係←←◆→→対応する権利

Ｂ氏が作曲

ＨＰ公開

ＡＡ氏氏かからら演演奏奏
権権利利用用許許諾諾

●あなた（Ｘ）が管理しているホームページから音楽を公開する場合
１．どのような「行為」？
２．「行為」に対応する「権利」

Ｘ歌唱
Ｘ演奏

Ｘ録音

Ｘアップ
ロード

公衆視聴

スストトリリーーミミンンググ
ののみみ

保保存存

ＢＢ氏氏かからら演演奏奏
権権利利用用許許諾諾

ＡＡ氏氏かからら複複製製
権権利利用用許許諾諾

ＡＡ氏氏かからら公公衆衆送送
信信権権利利用用許許諾諾

ＸＸ氏氏のの送送信信
可可能能化化権権ＢＢ氏氏かからら複複製製

権権利利用用許許諾諾

ＢＢ氏氏かからら公公衆衆送送
信信権権利利用用許許諾諾

行為

著作隣接権

著作権

21

●森のくまさんの権利者

・日本音楽著作権協会（Ｊａｓｒａｃ）の楽曲検索システムで調べると

著作者人格権は35条の権利制限の射程外

23

１ 馬場祥弘 訳詞 JASRAC

２ アメリカ民謡 作詞 P.D. ←パプリックドメイン

３ 玉木宏樹 編曲 JASRAC

４ アメリカ民謡 作曲 P.D.

※パプリックドメイン
著作権の保護期間経過により誰でも利用できる。

出出版版権権

「複製権者」が、そ
の著作物を文書又
は図画として出版
すること等を引き受

ける者に対し
与える権利。

★出版権の内容等
複製権等保有者は、その著作物につい

て、文書若しくは図画として出版すること
（電子計算機を用いてその映像面に文書
又は図画として表示されるようにする方式
により記録媒体に記録し、当該記録媒体に
記録された当該著作物の複製物により頒
布することを含む。）又は当該方式により記
録媒体に記録された当該著作物の複製物
を用いて公衆送信を行うことを引き受ける
者に対し、出版権を設定することができる。
★出版権者の義務
６か月以内に出版する義務
継続して出版する義務（著作権法８１条）

出版者の権利

出版者

20

●パーマー大佐の「森のくまさん事件」

・パーマー大佐（太田プロ所属）が、「森のくまさん」の訳詞を
パロディ化した歌詞で歌唱。

・訳詞者の馬場氏が、訳詞の著作権と著作者人格権を根拠に提訴
→→最終的に和解に至る。

著作者人格権は35条の権利制限の射程外

22

現訳詞
パーマー大佐
側の歌詞

現訳詞

事実関係?
権利関係？

https://www.youtube.com/watch?v=tbmhHiLDlps

著作権法35条以外の
権利制限条文で検討する

24
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25

27

29

26

28

30

25

●著作権法３８条（営利を目的としない上演等）
第３８条 公表された著作物は、営利を目的とせず、かつ、聴衆又は観
衆から料金（いずれの名義をもつてするかを問わず、著作物の提供
又は提示につき受ける対価をいう。以下この条において同じ。）を受
けない場合には、公に上演し、演奏し、上映し、又は口述することが
できる。ただし、当該上演、演奏、上映又は口述について実演家又は
口述を行う者に対し報酬が支払われる場合は、この限りでない。

２ 放送される著作物は、営利を目的とせず、かつ、聴衆又は観衆から
料金を受けない場合には、有線放送し、又は専ら当該放送に係る放
送対象地域において受信されることを目的として自動公衆送信（送信
可能化のうち、公衆の用に供されている電気通信回線に接続してい
る自動公衆送信装置に情報を入力することによるものを含む。）を行
うことができる。

※３項から５項は省略

著作権法３８条の適用可能性←かなり厳しい

27

●著作権法４１条（時事の事件の報道のための利用）

第４１条 写真、映画、放送その他の方法によつて時事の事件を報道
する場合には、当該事件を構成し、又は当該事件の過程において見
られ、若しくは聞かれる著作物は、報道の目的上正当な範囲内にお
いて、複製し、及び当該事件の報道に伴つて利用することができる。

著作権法４１条の適用可能性←これは使えない

著作権法３０条の２の適用可能性←これは使える

●写真の撮影・録音又は録画時に結果的に同時記録された著作物

形式的には著作権者等の許諾が必要となるが，一定条件の下に許
諾不要となった（平成２５年１月１日から施行された法律改正）。

著作権法30条の2（付随対象著作物の利用）

１ 写真の撮影，録音又は録画の方法によって著作物を創作するに当
たって，当該著作物に係る写真の撮影等の対象とする事物又は音か
ら分離することが困難であるため付随して対象となる事物又は音に係
る他の著作物（当該写真等著作物における軽微な構成部分となるもの
に限る。以下この条において「付随対象著作物」という。）は，当該創作
に伴って複製又は翻案することができる。ただし，当該付随対象著作
物の種類及び用途並びに当該複製又は翻案の態様に照らし著作権者
の利益を不当に害することとなる場合は，この限りでない。
2 前項の規定により複製又は翻案された付随対象著作物は，同項に

規定する写真等著作物の利用に伴って利用することができる。ただし，
当該付随対象著作物の種類及び用途並びに当該利用の態様に照らし
著作権者の利益を不当に害することとなる場合は，この限りでない。

29

結果としての写り込み

26

●著作権法４０条（政治上の演説等の利用）
第４０条 公開して行われた政治上の演説又は陳述及び裁判手続（行
政庁の行う審判その他裁判に準ずる手続を含む。第四十二条第一
項において同じ。）における公開の陳述は、同一の著作者のものを
編集して利用する場合を除き、いずれの方法によるかを問わず、利
用することができる。

２ 国若しくは地方公共団体の機関、独立行政法人又は地方独立行政
法人において行われた公開の演説又は陳述は、前項の規定による
ものを除き、報道の目的上正当と認められる場合には、新聞紙若しく
は雑誌に掲載し、又は放送し、若しくは有線放送し、若しくは当該放
送を受信して同時に専ら当該放送に係る放送対象地域において受
信されることを目的として自動公衆送信（送信可能化のうち、公衆の
用に供されている電気通信回線に接続している自動公衆送信装置
に情報を入力することによるものを含む。）を行うことができる。

３ 前項の規定により放送され、若しくは有線放送され、又は自動公衆
送信される演説又は陳述は、受信装置を用いて公に伝達することが
できる。

著作権法４０条の適用可能性←これも厳しい

28

●著作権法４１条（検討の過程における利用）
第３０条の３ 著作権者の許諾を得て、又は第６７条第１項、第６８条第
１項若しくは第６９条の規定による裁定を受けて著作物を利用しよう
とする者は、これらの利用についての検討の過程（当該許諾を得、又
は当該裁定を受ける過程を含む。）における利用に供することを目的
とする場合には、その必要と認められる限度において、いずれの方
法によるかを問わず、当該著作物を利用することができる。ただし、
当該著作物の種類及び用途並びに当該利用の態様に照らし著作権
者の利益を不当に害することとなる場合は、この限りでない。

著作権法４１条の適用可能性・・・？？？

ＦＤ、ＳＤ、学内の会議等？

●「引用」の考え方

著作権法３０条の２の適用可能性←積極的に使うべき

第３２条（引用）

１ 公表された著作物は，引用して利用することができる。この場合に
おいて，その引用は，公正な慣行に合致するものであり，かつ，報道，
批評，研究その他の引用の目的上正当な範囲内で行なわれるもの
でなければならない。

２２ 国若しくは地方公共団体の機関，独立行政法人又は地方独立

行政法人が一般に周知させることを目的として作成し，その著作の
名義の下に公表する広報資料，調査統計資料，報告書その他これ
らに類する著作物は，説明の材料として新聞紙，雑誌その他の刊行
物に転載することができる。ただし，これを禁止する旨の表示がある
場合は，この限りでない。

30
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31

33

32

34

35 36

●「引用」の判断

１．引用が公正な慣行に合致する

２．報道，批評，研究その他の引用の目的上正当な範囲内で
行なわれる

【従来からの判断基準】
明瞭区別性・・・引用側と被引用側が明瞭に区別されている

主従関係・・・・・引用側が主で，被引用側が従

出典明示・・・・・明示方法が公正慣行の範囲内であるか否かの
判断は著作物の種類で異なる

必要最小限・・・ 同 上

但し，文字の著作物ではその通りであるが，音楽の著作物などでは
引用として扱われる局面は限定される。

公公正正なな慣慣行行

正正当当なな範範囲囲内内をを
判判定定すするる基基準準

引用の判断

31

「大学の授業は，選択することができる。それは，学生が主体的に学問に取り
組めるということである。」（１），と言われるように，一般的に大学では高校とは異
なり，学生が自らの選択により能動的に学習することが求められる。そして，能
動的学習を通じて，社会人として必要な基礎力，例えば，行動力，考え抜く力，コ
ミュニケーション力などを身につけることにもつながる。

注

（１）山口太郎，『入学前に知っておきたい大学での学び』第6版，山口出版者，2010年，p125．

＜ポイント＞

(1) 引用の箇所は，「 」 等で囲む（明瞭区別性）。 ※「 」等内の文章は勝手に変えない

(2) 質的量的共に，自説が主に，引用箇所が従になるようにする（主従関係）。

(3) 参考とした書籍や文献等と該当ページを明記する（出典明示）。

(4) 自説を補強等するために必要な箇所のみを引用する（必要最小限）。

33

●レポートの場合

引用の判断

● 新聞記事の場合
「・・・・・引用部分・・・・・・・・・・・となった。」1）とある。

1） 山大知財新聞 2014年4月24日朝刊 「全学生への知財教育必修化スタート」

出典明示：
新聞名，記事が掲載された日付，
朝夕刊の別， 「記事のタイトル」

● Ｗｅｂページ（インターネットのページ）の場合

「・・・・・引用部分・・・・・・・・・・・となった。」1）という見解もある。

1） 山口大学 「全学生への知的財産教育必修化スタート」
http://www.yamaguchiu.ac.jp/library/user_data/upload/Image/topics/2013/130422-1.pdf
2014年4月24日アクセス

出典明示：
作成者， 「Ｗｅｂページのタイトル」，
アドレス（URL)， アクセスした日付

35

引用の判断

●個別事例の検討

１．文章の場合・・・・
２．標語の場合・・・・
３．写真の場合・・・・
４．表の場合・・・・・・
５．図の場合・・・・・・
６．動画の場合・・・・
７．音楽の場合・・・・

引用について，いろいろな
ケースを考えて検討してみよう！

音楽の著作物
の引用？？？

32

引用の判断

● 単行本の場合
「・・・・・引用部分・・・・・・・・・・・になる。」1）とする説も
ある一方，「・・・・・引用部分・・・・・・・・・である。」 2）と
する説もある。
しかし，私は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・であると考える。

1） 山大 花子 2001年 「特許権」 ○○書房 pp.82-83
2） 山大 太郎 1999年 「特許の歴史」 ○×出版 p.124

出典明示：
著者名， 出版年， 「書名」，
出版社， 引用ページ

● 論文集に掲載された論文の場合

「・・・・・引用部分・・・・・・・・・・・である。」1）という見解もある。
しかし，私は・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・であると考える。

1） 山大 花子 1997年「特許権でビジネスを守る」 月刊知財第26号 p.38 山大知財センター編 ○○印刷株式会社

出典明示：
著者名 ， 出版年， 「論文のタイトル」，
論文の掲載された本・雑誌名，
掲載雑誌の巻数・号数，引用ページ，
論文集等の編者と出版社

明瞭区分性：
カギ括弧で引用部を区分する

主従関係：
引用側が主で，被引用側が従

必要最小限：
必要最小限の引用とする

34

引用の判断

● 写真あるいは図の場合・・・考え方

・基本的には，引用の４条件「明瞭区別性」「主従関係」「出典明示」

「必要最小限」を素直に読むと，引用概念を適用することは難しい。

・前述の東京美術倶楽部事件を，引用の観点から「一般化した解釈（

絵画，写真，図その物の引用可）として解釈するか，絵画鑑定書の

ような特殊事例として認められたと解釈するのか意見が分かれて

いる。

・現時点では，写真・図の引用は，そこに比較配置しなければ説明が

不可能な場合を除き極力控えた方が良いと考えられる。あるいは，

権利者からの許諾を受けて掲載することが望ましい。

・学会により扱いは微妙に異なるが，一般的に自然科学系の論文で

は他人の写真を引用で使用することは少ない（許諾を取る）。

36

引用の判断
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39

41

38

40

42

改正著作権法35条
２０２０年４月２８日施行

37

39

●従来存在していた主要なグレーゾーンがおおおおむむねね消滅した
条文を素直に解釈すると、施行日以降は補償金管理団体との契約な

しの異時公衆送信は個別の権利処理が必要になる。

グレー部分が黒と白に変化（2020年4月28日施行）

授業の過程で利用する公表された著作物の複製

従来通り無許諾かつ無償で複製可能

遠隔授業における同時公衆送信（対面授業の延長線上）

従来通り無許諾かつ無償で公衆送信可能

一定の異時公衆送信

補償金徴収分配団体への補償金の支払いで利用可能

無無許許諾諾のの
利利用用ははででききなないい

手手続続ききがが
必必要要

異時公衆送信

授業で使用する
スライド等をササ
ーーババにに蔵蔵置置、、事事
前前にに取取得得ささせせるる

事前取得したス
ライド等を閲覧
したことを前提
に授業を進める

授業前 授業時

異時公衆送信

41

38

●改正条文 第３５条（学校その他の教育機関における複製等）
１ 学校その他の教育機関（営利を目的として設置されているものを除く。）に
おいて教育を担任する者及び授業を受ける者は、その授業の過程における
利用に供することを目的とする場合には、その必要と認められる限度におい
て、公表された著作物を複製し、若しくは公衆送信（自動公衆送信の場合に
あつては、送信可能化を含む。以下この条において同じ。）を行い、又は公
表された著作物であって公衆送信されるものを受信装置を用いて公に伝達
することができる。ただし、当該著作物の種類及び用途並びに当該複製の
部数及び当該複製、公衆送信又は伝達の態様に照らし著作権者の利益を
不当に害することとなる場合は、この限りでない。
２ 前項の規定により公衆送信を行う場合には、同項の教育機関を設置する
者は、相当な額の補償金を著作権者に支払わなければならない。
３ 前項の規定は、公表された著作物について、第1項の教育機関における授
業の過程において、当該授業を直接受ける者に対して当該著作物をその原
作品若しくは複製物を提供し、若しくは提示して利用する場合又は当該著作
物を第38条第1項の規定により上演し、演奏し、上映し、若しくは口述して利
用する場合において、当該授業が行われる場所以外の場所において当該
授業を同時に受ける者に対して公衆送信を行うときには、適用しない。

グレー部分が黒と白に変化（2020年4月28日施行）

40

●まとめ表

授業目的公衆送信補償金規程

出所 https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/pdf/92746401_01.pdf

異時公衆送信

授業で必要
な知知識識項項目目
をを事事前前にに

映映像像でで学学習習

事前学習し
た知識項目
を前提に深深
くく議議論論する

授業時の深
い議論を進
めて考えを
まとめる等

授業前 授業後授業時

知識項目を
講義で説明

する

知識項目を
前提に考え
をまとめる

授業後授業時

×
授業前

異時公衆送信

従従
来来
のの
授授
業業

反反
転転
授授
業業

42
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43

45

44

46

47 48

異時公衆送信

授業映像等
収録

↓
ササーーババにに蔵蔵置置

サーバに蔵置さ
れた映像等を

↓
閲覧（ダウンロ

ード）する

授業時 授業後

異時公衆送信

43

45

施行後の取り扱い

●権利処理イメージ

35条条のの補補償償金金契契約約

35条条かからら外外れれたた部部分分のの契契約約

令令和和3年年度度版版ガガイイドドラライインン 37頁頁以以降降
※「SARTRASライセンス」として準備中

47

●補償金
第3条(授業目的公衆送信の回数に関わらず支払う補償金の額)
→児童生徒学生等の人数／年

幼稚園60円 小学校120円 中学校180円 高等学校420円
高等専門学校
－1学年～ 3学年420円 4学年～5学年720円

大学720円 省庁等大学校720円
特別支援学校
－幼稚部30円 小学部60円 中学部90円 高等部210円

保育所60円 放課後児童クラブ60円

第5条3項
通信制教育機関において授業目的公衆送信が行われる場合であ

って、第3条の規定を適用するときは 、該当する補償金算定対象者
の総数に乗じる1人当たりの補償金額 （年額）を、第3条第1項に定め
る額の50％の額とする。

授業目的公衆送信補償金規程

44

施行後の取り扱い

●権利処理イメージ

異時公衆送信
※クローズでも
一定数以上であ
れば「公衆」送信

動画
図

書籍・テキスト
ワークシート

問題集
音楽
楽譜
・
・

文化庁指定の
補償金管理

団体

（料金規定）

大学が包括手続

分配

分配

分配

公益
事業

各権利者団体

各権利者団体

各権利者
大学がコンテンツ毎
に権利者と契約

個別契約の場
合・・・海外権利
者は高額な要

求か？

https://sartras.or.jp

一一般般社社団団法法人人
授授業業目目的的公公衆衆送送信信
補補償償金金等等管管理理協協会会

ＡＡ
とと
ＢＢ
かか
らら
選選
択択

ＡＡ

ＢＢ ※一定規模以上の大学では、
実務上、Ｂパターンの管理は困難。

46

●授業目的公衆送信補償金を受ける権利の行使
第１０４条の１１
① 第３５条第２項（第１０２条第１項において準用する場合を含む。第
１０４条の１３第２項及び第１０４条の１４第２項において同じ。）の補償
金（以下この節において「授業目的公衆送信補償金」という。）を受ける
権利は、授業目的公衆送信補償金を受ける権利を有する者（次項及
び次条第４号において「権利者」という。）のためにその権利を行使す
ることを目的とする団体であって、全国を通じて一個に限りその同意を
得て文化庁長官が指定するもの（以下この節において「指定管理団
体」という。）があるときは、当該指定管理団体によってのみ行使するこ
とができる。
② 前項の規定による指定がされた場合には、指定管理団体は、権利
者のために自己の名をもって授業目的公衆送信補償金を受ける権利
に関する裁判上又は裁判外の行為を行う権限を有する。

補償金を受ける権利の行使

但し書きに該当する場合は権利者が権利行使

48

●補償金
第3条2項

教育機関が行う公開講座又は免許状更新講習や、社会教育施設
及び教育センターが行う授業において授業目的公衆送信を行う場合
、本条第1項の規定に基づく補償金の支払いとは別に、 授業目的公
衆送信する著作物等の種類や授業目的公衆送信の回数にかかわら
ず､300円に、4月1日から9月30日まで（前期）、及び10月1日から翌年
の3月31日まで（後期）に分けた期毎の授業数 を乗じて得た額を支払
うものとする。
(1) 授業数とは、前期、後期それぞれの期間中に授業目的公衆送
信を行う講座又は講習の総定員数（期毎に行う講座又は講習単
位に、1回あたりの定員の数に開催回数を乗じて延べ定員数を算
出し、その結果を合計した数）を30で除した数（余りがある場合は1
授業として加算する）をいう。 ・・・以下、省略。

授業目的公衆送信補償金規程
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49

51

53

50

52

54

49

●補償金
(前条によらない場合の補償金の額）
第4条 前条にかかわらず、教育機関で授業目的公衆送信を行う都度、
当該教育機関の設置者が補償金を支払う場合は、授業目的公衆送
信を行った（イ）著作物､（ロ）実演による音声及び映像、（ハ）レコード
に固定された音声、（ニ）放送による音声及び映像、及び（ホ）有線放
送による音声並びに映像ごとに10円とし、これらを合算した額に、当
該授業目的 衆送信を受信した履修者等の総数を乗じて得た額（個
別）とする。
本本条の適用を受けようとする設置者は、4月1日から9月30日まで

（前期）、及び10月1日から翌年の3月31日まで（後期）の期毎に、当
該教育機関・・・以下、省略。

授業目的公衆送信補償金規程

51

●フォーラム構成員

著作物の教育利用に関する関係者フォーラム

＜教育関係団体＞
全国都道府県教育委員会連合会 全国市町村教育委員会連合会 日本私立小学校連合
会 全国連合小学校長会 日本私立中学高等学校連合会 全日本中学校長会 全国

高等学校長協会 日本私立高等専門学校協会 一般社団法人国立大学協会 日本私
立大学団体連合会 公益財団法人私立大学通信教育協会 一般社団法人公立大学協会
一般社団法人大学 ICT 推進協議会 独立行政法人国立高等専門学校機構 全国公立
短期大学協会 全国専修学校各種学校総連合会
＜権利者団体＞
一般社団法人日本写真著作権協会 一般社団法人日本書籍出版協会 日本放送協会
協同組合日本脚本家連盟 一般社団法人日本雑誌協会 公益社団法人日本芸能実演家
団体協議会 一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 一般社団法人日本音楽著作権協
会 一般社団法人日本レコード協会 一般社団法人日本民間放送連盟 一般社団法人
日本新聞協会 一般社団法人日本美術著作権連合 公益社団法人日本文藝家協会
一般社団法人学術著作権協会 一般社団法人教科書著作権協会 一般社団法人超教育
協会
【オブザーバー（関係省庁）】
文化庁著作権課 文部科学省総合教育政策局政策課 文部科学省初等中等教育局情報
教育・外国語教育課 文部科学省高等教育局高等教育企画課

●改正著作権法第３５条運用指針（令和３（２０２１）年度版）
https://sartras.or.jp/wp-content/uploads/unyoshishin_20201221.pdf

53

●従来議論があった箇所が明確になった

・公表された著作物であって公衆送信されるもの

・受信装置を用いて公に伝達することができる。

・大教室であっても受講者全員と教員分

・公開講座、教員免許更新講習、履修証明プログラムがガイドライン中
に記述された←←但し、学生数ベースの単価とは別算定

・①送信された著作物の履修者等による複製
②授業用資料作成のための準備段階 や授業後の事後検討におけ
る教員等による複製

③自らの記録として保存しておくための教員等または履修者等による
複製は、授業の過程での行為とされた。
④授業参観における保護者への印刷物配布

令和３年版ガイドラインの説明

令和3年度版ガイドライン
※正式名称は「改正著作権法第３５条運用指針」

50

52

●基本的考え方の方向性

基本的考え方

改正３５条の施行により異時公衆送信が可能となった

３３５５条条１１項項のの但但しし書書ききがが厳厳密密にに適適用用さされれるるででああろろうう

『ただし、当該著作物の種類及び用途並びに当該複製の
部数及び当該複製、公衆送信又は伝達の態様に照らし
著作権者の利益を 不当に害することとなる場合は、この
限りでない。』対面、同時・異時公衆送信を問わない

従来の「対面型」授業とほぼ同等のことが
異時公衆送信で実現できるようなった

しかしながら、異時公衆送信の特性に合わせて
一定の配慮が求められる箇所がある

54

●複製の定義が示された
手書き、キーボード入力、印刷、写真、複写、録音、録画その他の方法によ

り、既存の著作物の一部又は全部を有形的に再製することをいいます（著作
権法第２条１項１５号 。著作物だけでなく、実演、レコード、放送・有線放送の
利用についても同様です。
該当する例
・黒板への文学作品の板書
・ノートへの文学作品の書き込み
・画用紙への絵画の模写
・紙粘土による彫刻の模造
・コピー機を用いて紙に印刷された著作物を別の紙へコピー
・コピー機を用いて紙に印刷された著作物をスキャンして変換したＰＤＦファ
イルの記録メディアへの保存

・キーボード等を用いて著作物を入力したファイルのパソコンやスマホへの
保存

・パソコン等に保存された著作物のファイルのＵＳＢメモリへの保存
・著作物のファイルのサーバーへのデータによる蓄積（バックアップも含む）
・テレビ番組のハードディスクへの録画

令和３年版ガイドラインの説明
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55

●授業の範囲が示された
【該当例】
・講義 、実習、演習、ゼミ 等（名称は問わない）
・初等中等教育の特別 活動 学級活動 ・ホームルーム活動 、 クラブ活
動、児童・生徒会活動 、学校行事、その他）や部活動、 課外補習授業
等
・教育センター、教職員研修センターが行う 教員に対する教育活動
・教員の免許状更新講習
・通信教育での面接授業、通信授業、 メディア授業等
・学校その他の教育機関が主催する公開講座（自らの事業として行う
もの。収支予算の状況などに照らし、事業の規模等が相当程度になる
ものについては別途検討する）
・履修証明プログラム
・社会教育施設が主催する講座、講演会等（自らの事業として行うも
の）

令和３年版ガイドラインの説明

57

●参加主体の説明が示された
【教育を担任する者】
・授業を実際に行う人 （以下、「教員等」という）を指します 。

→該当する例 ・教諭、教授、講師等 （名称、教員免許状 の有無、常
勤・非常勤などの 雇用形態は問わない
※教員等の指示を受けて、事務職員等の教育支援者及び補助者ら
が、学校内の設備を用いるなど学校の管理が及ぶ形で 複製や公
衆送信を行う場合は、教員等の行為とする 。

【授業を受ける者】
・教員等の学習支援を受けている人、または指導下にある人（以下、
「履修者等」という）を指します 。
→該当する例 ・名称や年齢を問わず、 実際に学習する者（児童、生
徒、学生、科目等履修生、受講者等）
※履修者等の求めに応じて 、事務職員等の教育支援者及び補助者
らが、学校内の設備を用いるなど学校の管理が及ぶ形で複製や公
衆送信を行う場合は、履修者等の行為とする 。

令和３年版ガイドラインの説明

59

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
〇この規定により著作権者等の許諾を得ずに著作物を複製又は公衆
送信する場合、複製又は公衆送信できる分量については、「授業に
おいて必要と認められる限度において」と定められています。市場で
の流通を阻害するような利用が著作権者等の利益を不当に害するこ
ととなりかねないことを考えると、著作物の種類によっては著作物の
全体が利用できるのか、部分の利用に限られるのかが異なることも
あります。このことについてどの著作物の種類が全部の利用ができ
るか、あるいはそうでないかを網羅的・限定的に示すことは困難です
が、例を挙げながらその考え方を示します。
まず、短文の言語の著作物などの場合、表現形式によっては一つ

の著作物の全体の利用をせざるを得ないことや、また、主に鑑賞を
目的とした絵画や写真の著作物の場合は部分的に複製又は公衆送
信することによって同一性保持権の侵害になるとの考え方もあります。
そのような種類の著作物であれば、一つの著作物の全部を複製又は
公衆送信をしても著作権者等の利益を不当に害するとは言えない可
能性があります。

令和３年版ガイドラインの説明

56

●授業の範囲が示された
【該当しない例】
・入学志願者に対する学校説明会、オープンキャンパスの模擬授業等
・教職員会議
・ 大学でのＦＤ、ＳＤとして実施される、教職員 を対象としたセミナーや
情報提供
・高等教育での課外活動（サークル活動等）
・自主的なボランティア活動（単位認定がされないもの）
・保護者会
・学校その他の教育機関の施設で行われる自治会主催の講演会、 ＰＴ
Ａ主催の親子向け講座等

令和３年版ガイドラインの説明

58

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
○著作物の種類によって、そもそもこの規定を適用することが適切で
はないものがあります。例えばコンピュータのプログラミングの授業を
行うために市販のアプリケーションソフトを複製して学生に提供したり
公衆送信したりすることは、プログラムの著作物という種類に照らし
て著作権者の利益を不当に害する可能性が高いと考えられます。
もっとも、ソースコードを書面にプリントアウトしたりその書面を公衆送
信したりするような場合であれば、アプリケーションソフトの市場での
流通を阻害するとは言えないと考えられます。

令和３年版ガイドラインの説明

60

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
また、論文の著作物の場合、小部分の利用にとどまる場合ばかりで
はなく、全文を通読する必要がある授業もあり、その論文が市場に流
通していないような場合には、一つの論文の全部を複製又は公衆送
信しても、著作権者等の利益を不当に害することとなる可能性は低
いと考えられます。
なお、この項でいう「複製又は公衆送信」は、授業に供する著作物

を単体で利用する場合について述べたものであり、授業風景や解説
の中継映像や動画の中で影像の一部として、又は背景的にこれらの
著作物が利用されている場合（専ら著作物等自体を提供するような
行為にならない場合）は、著作物の種類に関わらず、著作物の全部
が複製又は公衆送信されていても著作権者等の利益を不当に害す
る可能性は低いと考えられます。

令和３年版ガイドラインの説明
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63

65

62

64
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61

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
〇厳密には「著作物の種類」という観点での区別ではありませんが、著
作物の種類とも関連して著作物が提供されている状況や著作物を入
手する環境によって、授業の目的で著作物の全部を複製することが、
著作権者等の利益を不当に害することになったり、そうでなかったり
することもあります。以下はそのような観点から考え方を説明します。
・一つのコンテンツの中に複数の著作物が含まれている場合、コンテ
ンツと著作物の相互関係によって著作権者等の利益を不当に害する
かどうかの分量が異なることもあり得ます。例えば、放送から録画し
た映画や番組であれば、通常、全部を複製することは著作権者等の
利益を不当に害する可能性が高いので、そのうちの必要な一部分に
とどめて複製することが考えられます。その一部分に音楽や言語の
著作物等が素材として含まれていた場合、その一部分の利用が授業
のために必要な範囲（専ら当該素材としての著作物等自体を提供す
るような行為にならない場合）であれば、その素材としての著作物等
については全部の複製をしていても著作権者等の利益を不当に害す
ることとなる可能性は低いと考えられます。

令和３年版ガイドラインの説明

63

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
の判断基準としては、従来であればその著作物（出版物）が絶版と
なっているかどうかが一つの分かりやすい目安とされていましたが、
電子書籍の普及によって絶版になる可能性は低くなり、サブスクリプ
ションや電子図書館その他の様々なサービスで利用可能になってい
る場合があります。ICTを活用した教育活動の展開や学生自身の学
修の充実のためには、そのような選択肢が拡大することは望ましいと
いえます。もしコンテンツの新たな提供方法の開発により、学生自身
の費用負担も少なく容易に論文全部の入手ができるような環境がで
きれば、この規定を活用して論文を複製する際に全部利用も可能と
なるような基準は限定的に考えることができるかもしれませんが、現
時点では個別に判断せざるを得ないと考えられます。

令和３年版ガイドラインの説明

65

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
●主に鑑賞を目的とする写真、絵画（イラスト、版画等を含む。）、彫刻
その他の美術の著作物、及び地図又は学術的な性質を有する図面、
図表、模型その他の図形の著作物

●マークなどにより、事前の個別許諾手続きを不要とする著作権者の
意思表示（条件が明示されているものを含む。）がなされた上で、又は
そのような取り扱いがルール化された環境で提供されている著作物

令和３年版ガイドラインの説明

62

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
以上のことを踏まえると、論文等を全部複製することについては、

当面は、
①当該論文が市場に流通していないこと、
②論文集などの編集物に収録されている他の論文が授業とは関係
ないものであること、
③定期刊行物に掲載された論文等の場合、発行後相当期間を経過
していることといった基準で著作権者等の利益を不当に害しない範
囲を判断することが適当と考えられます。

・著作権者等の利益を不当に害しないようにするためには、まず教育
機関における著作権に関する意識の啓発が必要ですが、それと同時
に教育関係者がその著作物を一般的な手段で入手することができる
かどうかが一つのカギになります。
容易に入手できる場合には、それを全部複製することは著作権者

等の利益を不当に害する可能性が高くなり、逆に入手困難な場合に
は、その可能性が低くなることになります。この場合、入手の困難性

令和３年版ガイドラインの説明

64

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の種類
（全部を複製又は公衆送信しても著作権者等の利益を不当に害するこ
ととはならない可能性が高い例）
●俳句、短歌、詩等の独立した短文の言語の著作物

●新聞に掲載された記事等の言語の著作物

●雑誌等の定期刊行物で発行後相当期間を経過したものに掲載され
た記事等の言語の著作物

●上記に関わらず、論文の著作物であって専門書、論文集等に掲載さ
れたものについては、授業の目的に照らして全文が必要と認められ
る場合であって、出版物全体に占める当該論文等の分量、当該出版
物の流通の状況や当初の出版時に想定された読者対象かどうか、
その出版物が出版後相当期間を経過しているか、入手が容易である
かなどを勘案して、個々の履修者が購入することが必ずしも合理的
ではない場合

令和３年版ガイドラインの説明

66

●高等教育部分の説明から抜粋→著作物の用途
〇その著作物がどのような目的で作成され、市場でどのように供給さ
れているかによって、著作権者等の利益を不当に害することもありま
す。
例えば、学部の授業の内容がある資格試験と関連がある場合に、

主として当該資格試験を受験しようとする者に向けて販売されている
問題集を、授業の過程で演習問題として学生に解かせるために複製
又は公衆送信するようなことは、当該著作物の本来の流通を阻害す
ることになります。

○授業の履修に当たり、学生が手許に持っている教科書に掲載されて
いるグラフ等の図版を授業の過程でスクリーンに投影して説明する
ために複製するような場合であれば、本来教科書の複製は、特にそ
れを学生に提供する場合には、授業の過程といっても著作権者等の
利益を不当に害する可能性が高いと考える必要がありますが、これ
はその教科書に掲載されている個々の著作物をスクリーンに投影す
るために複製する中間的な行為に過ぎないので、教科書からの複製
であっても不当に害することとはならないと考えられます。

令和３年版ガイドラインの説明
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67

●高等教育部分の説明から抜粋→番組等、複製・公衆送信・伝達の
態様
○番組を録画したものの一部を授業の中で再生して視聴させる場合、
一般的には、教員のメインの機械から大型ディスプレイに投影したり、
個々の学生が開いているPCのモニターに投影したりすれば足りるで
しょう。したがって、学生にその録画物によって何らかの操作をさせた
りするような特別な学修形態でない限り、学生の人数分の複製物を
作成して配付するようなことは著作権者等の利益を不当に害する可
能性が高いと考えられます。

〇「公衆送信の態様」に照らして著作権者等の利益を不当に害する場
合の例としては、ＬＭＳで学生の履修状況を管理するのではなく、
ホームページなどオープンなネットワーク環境で履修者以外にも誰で
も受信できるような態様で公衆送信することが考えられます。アクセ
スするためのＩＤとパスワードで管理することも一つの方法ですが、授
業の過程で利用することを実質的にコントロールできているかどうか
が重要です。

令和３年版ガイドラインの説明

69

●高等教育部分の説明から抜粋

ている場合であって 、 問題の解説等を行う目的で付加的に複製等
を行うことは許容される余地がある。）

●美術 、 写真等であって 、 必要と認められる範囲で全部の利用が認
められている著作物を 、 市販の商品の売上に影響を与えるような品
質で複製したり製本したりして提供すること

●授業のために利用するかどうか明確でないまま素材集を作成するよ
うな目的で 、 組織的に著作物をサーバへストック（データベース化）
すること

●ＭＯＯＣｓ （大規模公開オンライン講義 、 誰でもアクセスできる）のよ
うな態様で 、 著作物を用いた教材を公衆送信すること

令和３年版ガイドラインの説明

71

●法学部専門科目「知的財産法Ⅰ（特許法）」

対応事例

Blackboard Learn

授業日のみダウンロード可能

68

●高等教育部分の説明から抜粋
＜著作権者の利益を不当に害する可能性が高い例＞
●文書作成ソフト 、 表計算ソフト 、 PDF 編集ソフトなどのアプリケー
ションソフトを授業の中で使用するために複製すること

●授業の中ではそのものを扱わないが 、 学生が読んでおいた方が参
考になると思われる文献を全部複製して提供すること

●授業を担当する教員等及び当該授業の履修者等の合計数を明らか
に超える数を対象として複製や公衆送信を行うこと

●授業の中で回ごとに同じ著作物の異なる部分を利用することで 、
結果としてその授業での利用量が小部分ではなくなること

●授業を行う上で 、 教員等や履修者等が通常購入し 、 提供の契約
をし 、 又は貸与を受けて利用する教科書や 、 一人一人が演習のた
めに直接記入する問題集等の資料（教員等が履修者等に対して購
入を指示したものを含む。）に掲載された著作物について 、 それらが
掲載されている資料の購入等の代替となるような態様で複製 や公衆
送信を行うこと（ただし 、 履修者全員が購入していることが確認され

令和３年版ガイドラインの説明

70

●高等教育部分の説明から抜粋

引き続きフォーラムで検討しているもの
① 著作物レンタルや、デジタルサービス（デジタル教材、データベース、
ワークシート、フォトサービス等）、コンテンツ配信契約、有料放送、有
料音楽配信等のうち、教育利用であるか否かに関わらず複製、公衆
送信して利用することが禁止されていることを定めている契約を、そ
れぞれのサービスを提供する者との間締結した場合において、当該
契約により入手した著作物を利用すること。

② コピーやアクセスの制限をかけられた著作物の複製又は公衆送信
利用。例）Ｂｌｕ－ｒａｙ Ｄｉｓｃ／ＤＶＤ などの映画の著作物等上

令和３年版ガイドラインの説明

72

●当初無料放送であった番組が有料のネット配信に移行した場合

・無料放送時に教員が録画した場合

・有料のネット配信のみとなった場合
→ストリーミングのみ
→ダウンロードタイプ

・有料のネット配信と再放送が併用されている場合

境界線上の検討例

但し書き『権利者の経済的利益』毀損への対応・・・
→授業内容との関連性 →有料配信の価格
→ストリーミングへの操作 →コンテンツ内容の性格
→コンテンツの全部か一部の利用か →授業の速報性
→再放送頻度 →授業の専門領域 →コンテンツの市場性
等々の要素を総合判断
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73

75

77
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76

78

73

●知的財産全般を扱う「法学Ⅰ」・・・動画部分

異時公衆送信教材の開発例

フリーの素材集から
ここは実際の商品
35条必然性? 
32条引用?

75

●近隣大学の大学院科目一コマ

異時公衆送信教材の開発例

35条必然性? 
32条引用?

77

●他大学の学部科目一コマ

異時公衆送信教材の開発例

公的機関の
HP画像は

引用で通る
範囲が広い

35条必然性? 

74

●近隣大学の大学院科目一コマ

異時公衆送信教材の開発例

判決文
中の図?
公報?

76

●他大学の学部科目一コマ

異時公衆送信教材の開発例

法令の内容
とありふれ
た説明

78

●他大学の学部科目一コマ

異時公衆送信教材の開発例

公的機関のデ
ータベースも引
用で説明でき
る範囲が広い

35条必然性? 
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79

●他大学の学部科目一コマ

異時公衆送信教材の開発例

公的機関が普
及用に用意し
ているサイトは
引用で通る範
囲が広い

35条必然性
???? 

81

●令和３年度版ガイドライン３７頁以降・・・具体的な制度設計の途中
・３５条の補償金制度の境界線から多少外側に位置し、教育遂行上
の観点からはライセンス等による担保で使われることが望ましい領域
を補完する。補償金制度と、その周縁部にあるSARTRASライセンス
が一体運用されることで教育現場の利便性を上げることができる。

※ここから先の文章はガイドラインから抜粋・・
・許諾の対象となる著作物等・・・著作権者又は著作隣接権者の団体
又は著作権等管理事業者から、本協会が教育機関等の利用につ
いて管理の委託又は再委託を受けた著作物等

・許諾の対象となる利用の範囲・・・教育機関等において、以下の各
項に規定される利用と著作物等の範囲において行われる教育に係
る著作物等利用（以下「教育目的利用」という。）のうち、著作物等を
公衆送信（送信可能化を含む。）し、受信装置を用いて伝達し、複
製し、又は当該複製物を譲渡する以下の各号に定める利用（以下
「複製・公衆送信利用等」という。）

改正３５条とSARTRASライセンスの境界

83

●令和３年度版ガイドライン３７頁以降
（ウ）教職員研修（FD、SDとして実施される、教育機関の教員その他
の職員を対象としたセミナーや情報提供等を含む。教育機関等の教
職員以外の関係者等が対象に含まれているものを除く。）において教
育目的利用するために、教職員が当該研修で使用する資料の複製・
公衆送信利用等をすること。
ただし、当該資料の複製数又は公衆送信の受信者数が、当該教職

員研修に参加する資格を有する者及び講師の数を超える複製・公衆
送信利用等は除く。また、複製・公衆送信利用等をする当該資料は
、当該教職員研修の会議中に実際に検討又は参照する部分に限る。

改正３５条とSARTRASライセンスの境界

80

●法学部専門科目「知的財産法Ⅰ（特許法）」・・・授業時収録

異時公衆送信教材の開発例

35条必然性?
＋対面との比
較

82

●令和３年度版ガイドライン３７頁以降
② 高等教育を対象とした許諾の対象となる利用
（ア）教育機関において、履修者等が当該授業の履修終了後も当該授
業の過程において使用に供された教材を継続して利用できるよう、
教員が当該教材の複製・公衆送信利用等をすること。ただし、当該教
材等の複製数又は公衆送信の受信者数が、当該授業の履修者等の
数を超える複製・公衆送信利用等は除く。また、継続して利用できる
期間は 、当該履修者等の当該教育機関への在学中であり、かつ利
用許諾契約の有効期間内に限る。

（イ）教育機関等の教職員が、教職員会議等それぞれの組織内で実施
される会議における教育目的利用のために当該会議で使用する資
料の複製・公衆送信利用等をすること。ただし、当該資料の複製数又
は公衆送信の受信者数が、当該教職員会議等に参加する資格を有
する者の数を超える複製・公衆送信利用等は除く。また、複製・公衆
送信利用等をする当該資料は、当該教職員会議等の会議中に実際
に検討又は参照する部分に限る。

改正３５条とSARTRASライセンスの境界

その他補足等

84
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●受信配信にYouTubeを利用する場合の考え方

・受信について（公に伝達・直接受信）
改正３５条施行により『公表された著作物であって公衆送信される
ものを受信装置を用いて公に伝達することができる。』ようになった。
したがって、受信画像を授業で伝達（教室ディスプレー等で直接視
聴）することができる。また、LMS等でURL情報を伝えて、その情報
を元に学生が視聴することはYouTubeの本来の使い方であり、問
題はない。URLは著作物ではない。

YouTube利用

但し、違法にアップロードされた画像を視聴させる、あるいはURL情報
を提供することは、但し書きの『権利者の利益を不当に害する』に該当
する可能性がある。公式サイトであれば問題がないが、それ以外のサ
イト利用時はどうしても使う必要がある場合に限定して一部分を視聴さ
せる等の配慮が必要。特に、明らかに違法アップロードされたものが分
かる場合は原則として利用を控えた方がよい。
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●受信配信にYouTubeを利用する場合の考え方
・配信（アップロード）について

YouTube利用

更に、下記部分に『または法的な権限がある場合を除いて、』の前ス
ライド文言はかからないと解釈します（項目番号が異なるため）。
『本サービスにコンテンツを提供することにより、お客様は YouTube 
に対して、本サービスならびに YouTube（とその承継人および関係
会社）の事業に関連して当該コンテンツを使用（複製、配信、派生物
の作成、展示および上演を含みます）するための世界的、非独占的
、サブライセンスおよび譲渡可能な無償ライセンスを付与するものと
します。これには、本サービスの一部または全部を宣伝または再配
布することを目的とした使用も含まれます。』

他人の著作物を利用したコンテンツをアップロードした場合、この点
で大きな問題・矛盾が発生します。

89

●山口大学全学必修知財科目1単位の演習等を強化した2単位版

帝京大学八王子キャンパス法学Ⅰ（木村担当）の概要

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

個別権利制限・・・私的複製

●私的使用のための複製に関する権利制限（著作権法３０条1項）
著作権の目的となっている著作物は，
個人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において
使用すること（以下「私的使用」という。）を目的とするときは，
次に掲げる場合を除き，その使用する者が複製できる。

レンタルレコード店から音楽ＣＤを借りてきて，
自分で複製する行為は？

ＴＴＵＵＴＴＡＡＹＹＡＡ ＤＤＩＩＳＳＣＣＡＡＳＳササーービビスス利利用用規規約約・・・・・・・・ツツタタヤヤのの利利用用規規約約でで説説明明すするるとと
第第１１６６条条（（ササーービビスス転転用用のの禁禁止止））
１１．．利利用用者者はは，，本本ササーービビススをを通通じじてて当当社社かかららレレンンタタルルししてていいるるレレンンタタルル商商品品おおよよびびネネッットト配配信信
さされれたた配配信信作作品品をを，，次次のの各各号号でで定定めめるる目目的的ままたたはは方方法法にによよりり使使用用すするるここととががででききまませせんん。。
（（１１））譲譲渡渡ままたたはは質質入入そそのの他他担担保保にに供供すするるこことと
（（２２））複複製製すするるこことと
（（３３））放放送送，，有有線線放放送送，，公公のの上上映映ままたたはは自自己己のの営営業業等等にに使使用用すするるこことと
（（４４））転転貸貸ままたたはは第第三三者者にに配配信信，，提提供供ももししくくはは使使用用ささせせるるこことと。。
（（５５））そそのの他他自自己己のの私私的的視視聴聴外外のの目目的的にに使使用用すするるこことと。。

23
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知的財産の活用例

商標

ネーミング
は商標

商標

商標

車の形態
は意匠

ホーム
ページは

著作物

ＣＭは
著作物

ＣＭ90秒

販売日

ＣＭ30秒

車の技術は
発明（特許）

ドメイン名

スズキ株式会社
の名は商号

●「知的財産」の活用

36

出所：http://www.suzuki.co.jp/car/lapin_chocolat/

●新聞紙面から著作物を探してワークシートに記入してみよう

著作物を探してみよう

写真

見出し

図

図表

写真（個人）

マーク

見出し

お知らせ

本文

ヒント：それって著作物??
判断基準としては、「創造されたも

の」、「アイディア」など。
だれが書いても同じことは「著作物」

とは呼べない。

出出典典：：産産経経新新聞聞ＮＮｅｅｔｔＶＶｉｉｅｅｗｗ

27
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曲の類似と依拠性が争われた事件

●どこまでも行こう ＶＳ 記念樹 事件

どこまでも行こう 記念樹

出出典典：：最最高高裁裁判判所所ＨＨＰＰ判判決決文文検検索索ＤＤＢＢ

著著作作権権

・著作権の基礎知識

・著作権法に定められた権利

・著作権の権利制限・研究者
マナー

産産業業財財産産権権

・特許制度

・意匠制度

・商標制度

・知財情報検索

知知的的財財産産のの全全体体像像

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

オワタトルコ行進曲の権利関係を考えてみよう

初音ミク Blazing
Angel22

モーツァ
ルト

Youtube

CRYPT
ON

オワタP
声優

ほほかかににどどののよよううなな

人人・・会会社社がが関関わわっってていい
たたとと考考ええらられれまますすかか？？

考考ええててみみままししょょうう

出出典典：：ＹＹｏｏｕｕＴＴｕｕｂｂｅｅ

61
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著作権法とパロディの関係を考える

●パロディ表現（原著作物の二次的著作物になる場合）を考える
【前提】
１．単なる「芸風」は思想または感情そのものであり，具体的に
「表現」されていない段階では著作物ではない。

２．踊りの振り付け(例えばＡＫＢの踊り)や具体的に表現された芸は，
「創作性」があれば著作物になる。

あなたの意見は？？ コロッケ キンタロー 松浦亜弥のものまね

パロディ（英語: parody，
ギリシア語: pa?? d?a）
は，現代の慣用におい

ては他の芸術作品を揶
揄や風刺，批判する目
的を持って模倣した作

品，あるいはその手法
のことを指す。
出所： wikipedia

ワーク③－３項

29
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著作権法とパロディの関係を考える

●山岳写真パロディ事件
【前提】原著作物・・・・パロディを二次的著作物として考える

白川義員氏撮影（裁判所の証拠資料・・・現物はカラー写真）

最高裁（一次）平成14年3月28日判決

白川義員（しらかわ よしかず）氏

が，昭和４１年４月にオーストリ
アで複数のスキーヤーが斜面を

滑降するカラー写真を撮影を撮
影。実業之日本社発行の写真
集「ＳＫＩ’６７第四集」にその写真

の複製を掲載。その後，保険会
社の広告カレンダーにも掲載さ

れた。白川氏は，本写真を撮影
するため，撮影地所在のオース
トリア国立スキー学校校長と２カ

月にわたる交渉の末に撮影の
許可を得るとともに，特に優秀な

スキー教師をモデルに使用する
便宜を与えられた，

32 ©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

個別権利制限・・・私的複製とダウンロード

25

従来から違法

違違法法アアッッププロローードド 例例: ＣＣＤＤのの楽楽曲曲ををアアッッププロローードド（（※※権権利利者者にに無無許許諾諾でで））

＋ 平成２２年 １月１日から違法

①①CDかからら楽楽曲曲デデーータタををリリッッピピンンググ

そそのの中中身身はは？？

②②リリッッピピンンググししたたデデーータタををアアッッププロローードド

複複製製権権侵侵害害（（著著作作権権）） 公公衆衆送送信信権権侵侵害害（（著著作作権権））

※※同同時時にに，，レレココーードド製製作作者者，，実実演演家家
のの著著作作隣隣接接権権侵侵害害ににもも

違違法法ダダウウンンロローードド 違違法法にに自自動動公公衆衆送送信信さされれたたデデジジタタルル録録音音・・録録画画とと知知りりななががらら

ダダウウンンロローードドすするる行行為為（（著著作作権権法法30条条１１項項３３））

＋ 平成２４年１０月１日から罰則強化

刑刑事事罰罰 ２２年年以以下下のの懲懲役役若若ししくくはは２２００００万万円円以以下下のの罰罰金金にに処処しし，，

又又ははここれれをを併併科科（（※※改改正正でで罰罰金金にに加加ええてて懲懲役役がが科科さされれたた））

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

裏面全体に鑑定した絵画の

カラーコピーが貼付されている

個別権利制限・・・引用

●引用の解釈に関する新しい流れ

東京美術倶楽部事件（知財高裁平成２２年１０月１３日判決）

本件絵画１の所有者である美術商
からの依頼に基づき，平成１７年４
月２５日付けの控訴人鑑定委員会
委員長名義で，本件絵画１に係る
「作品題名」，「作家名」，「寸法」等

が記載されたホログラムシールを
貼付した鑑定証書（鑑定証書番号０
０５－０４９５）と，その裏面に本件コ
ピー１（画面の大きさが縦１６．２㎝
×横１１．９㎝。面積１９２．７８? で

あって，原画である本件絵画１の面
積の約２３．８％）を添付し，パウチ
ラミネート加工されたもの。

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

「大学の授業は，選択することができる。それは，学生が主体的に学問に取り
組めるということである。」（１），と言われるように，一般的に大学では高校とは異
なり，学生が自らの選択により能動的に学習することが求められる。そして，能
動的学習を通じて，社会人として必要な基礎力，例えば，行動力，考え抜く力，コ
ミュニケーション力などを身につけることにもつながる。

注

（１）山口太郎，『入学前に知っておきたい大学での学び』第6版，山口出版者，2010年，p125．

＜ポイント＞

(1) 引用の箇所は，「 」 等で囲む（明瞭区別性）。 ※「 」等内の文章は勝手に変えない

(2) 質的量的共に，自説が主に，引用箇所が従になるようにする（主従関係）。

(3) 参考とした書籍や文献等と該当ページを明記する（出典明示）。

(4) 自説を補強等するために必要な箇所のみを引用する（必要最小限）。

46

個別権利制限・・・引用＿具体例

●レポートの場合

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

手持ち技術を他分野製品開発に転用した発明

大量に割ったときに生卵に殻が混入しないようにするには？

●大量の卵を使用する生産場面を想定して議論しよう

17
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特許情報から見えるもの

40
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?? 「「消消ししゴゴムム」」でですす

60

次の商品に関する特許について，調査してみましょう。

●例題 ③

特許電子図書館を利用した検索

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

他にもこんなものが意匠登録されています

ファミリーコンピューター（1986年）

シルバニアファミリー（2012）

カップヌードル（1972年）

iPhone 包装箱（2008年）iPhone（2008年）
ポテチの手（2010年）

ヴィッツ（1998年）

メタルファイト
ベイブレード
（2009年）

パンdeショコラ

（2008年）

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

●蒸気モップ事件（平成21年(ワ)第13219号東京地裁平成23年12月27日）

意匠権侵害事件

意匠権者：ユーロプロ社
意匠第第１３３４７３５号
出願日 平成２０年１月４日
登録日 平成２０年５月３０日

意匠に係る物品 蒸気モップ

（株）Ｏ

通販で国
内に販売

意匠権の
独占的通
常実施権

Ｆ（株）

類似デザ
イン商品
を通販に
より国内
輸入販売

27
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●商標は 標章（マーク）と形のある商品や役務（サービス）の合体

商 標

・「伊右衛門」で検索すると５件ヒット、うち４件は
（株）福寿園の商標。

・商標登録第４７６６１９５号で説明すると、

商品区分数は５区分で権利を取得している。

１ 標章（マーク）は伊右衛門 ＋ 商品は第３２区分「清涼飲料」
２ 標章（マーク）は伊右衛門 ＋ 商品は第３０区分「茶」
３ 標章（マーク）は伊右衛門 ＋ 商品は第２１区分 「ガラス基礎製品など」
４ 標章（マーク）は伊右衛門 ＋ 商品は第２０区分

「木製・竹製又はプラスチック製の包装用容器など」
５ 標章（マーク）は伊右衛門 ＋ 商品は第１６区分

「懐紙及びその他の紙類など」

39

標準テキスト「総合編」１２５頁

©2014 YAMAGUCHI UNIVERSITY  All rights reserved.

出出所所：：共共同同通通信信社社2011.11.28配配信信

●面白い恋人事件を検討する

称呼類似
外観類似

観念類似
・市場、需要者の重複・・・陳列場所等々

商標権の効力を考える

52

知財って意外と身近なも
のなんだ。それに思ってい
たよりおもしろいかも！
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●研究ノート
・自然科学系の研究では必須である。一方で，人文社会系では使用
されていない場合も多い。

・研究者が研究の事実関係あるいは推移を記録し，研究管理者がサ

インすることで事実関係と日時を認証する。
・研究の事実証拠として残し，研究不正行為がないことを証明する。

60

研究ノートに研究の事実関係・推移を記録する

86

●受信配信にYouTubeを利用する場合の考え方

・配信（アップロード）について
文化庁のガイドラインでは、視聴者が受講生限定であればYouTube
を利用した配信もよいという記述がある。
これは、法律所轄官庁の立場からの改正３５条解釈としては、その
通りであるが・・・・・・

YouTube利用

YouTubeの利用規約→お客様のコンテンツと行動→コンテンツのア
ップロード
『コンテンツをアップロードする際、本契約（YouTube のコミュニティ
ガイドラインを含みます）や法律を遵守していないコンテンツを本サ
ービスに投稿することはできません。たとえば、権利所有者から許諾
を得ている、または法的な権限がある場合を除いて、第三者の知的
所有権（著作物など）を含むコンテンツは投稿できません。お客様は
、本サービスに投稿するコンテンツに法的な責任を負います。』

88

●萩生田光一文部科学大臣記者会見録（令和3年6月15日）
https://www.mext.go.jp/b_menu/daijin/detail/mext_00170.html

初等中等教育との違い

大臣）
学校の運動会の様子をインターネットで配信する際、その会場で音楽
の楽曲等を利用することも著作権法上可能となっています。・・・・・これ
も学校の教育活動の一環なので、・・・・・結論から申し上げると問題な
く、リアルタイムで配信するものについては構わないと思います。・・・・・
留意点として、具体的に、教員、児童生徒、保護者といった必要な範囲
に限定すること、また、リアルタイムのストリーミング配信などにより行
っていただくことが必要でありまして、「必要と認められる限度」で「著作
権者の利益を不当に害する」ことのないようにご注意いただきたいと思
います。

初等中等教育だからいえること→大学の場合は異なる

学生への知財（著作権）教育も重要

90

●第１回授業スライドから抜粋

帝京大学八王子キャンパス法学Ⅰ（木村担当）の概要
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知的財産からみたポテチ専用マジックハンド ～商標～

■ネーミング（商品名）・ブランド

商標登録第5355970号
登録商標：ポテチの手
出願日：2010年1月21日
登録日：2010年9月24日
商品及び役務の区分の数：3

第８類 ピンセット，靴製造用靴型（手持ち工
具に当たるものに限る。），電気かみそり及び
電気バリカン，手動利器，手動工具，エッグス
ライサー（電気式のものを除く。），かつお節
削り器，角砂糖挟み，缶切，くるみ割り器，ス
プーン，チーズスライサー（電気式のものを除
く。），ピザカッター（電気式のものを除く。
），フォーク，パレットナイフ

第２１類 デンタルフロス，なべ類，コーヒー沸かし（電気式のものを除く。），鉄瓶，やかん，食
器類，菓子つかみ用トング，手型の菓子つかみ具，携帯用アイスボックス，米びつ，食品保存用ガ
ラス瓶，水筒，魔法瓶，アイスペール，菓子用トング，泡立て器，こし器，こしょう入れ，砂糖入
れ，塩振り出し容器，卵立て，ナプキンホルダー，ナプキンリング，盆，ようじ入れ，ざる，シェ
ーカー，しゃもじ，手動式のコーヒー豆ひき器及びこしょうひき，じょうご，すりこぎ，すりばち
，ぜん，栓抜，大根卸し，タルト取り分け用へら，なべ敷き，はし，はし箱，ひしゃく，ふるい，
まな板，麺棒，焼き網，ようじ，レモン絞り器，ワッフル焼き型（電気式のものを除く。），清掃
用具及び洗濯用具，寝室用簡易便器，トイレットペーパーホルダー，化粧用具

【商品及び役務の区分並びに指定商品又
は指定役務】

第２８類 手型のつかみおもちゃ，その他のおもちゃ，人形，囲碁用具，歌がるた，将棋用具，さい
ころ，すごろく，ダイスカップ，ダイヤモンドゲーム，チェス用具，チェッカー用具，手品用具，
ドミノ用具，トランプ，花札，マージャン用具，遊戯用器具，ビリヤード用具，運動用具

→ねらい（予想される効果）

・具体的な製品を題材にすることで、学生に興味・感心を持たせる（聞聞くく姿姿勢勢にに）
・実物を見せる、動画を見せる等により、学生の集中力を維持（学学習習効効果果のの向向上上）
・実製品と知的財産との関連性を把握（知知財財はは決決ししてて日日常常とと縁縁遠遠いいももののででははなないい）
・実社会における知的財産の価値を理解（ななぜぜ知知財財権権にによよるる保保護護がが必必要要ななののかか）

全授業スライド
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●ワークシート・小レポート等を用いた能動的学習

帝京大学八王子キャンパス法学Ⅰ（木村担当）の概要

個個人人ワワーークク
ペペアアワワーークク

ググルルーーププワワーークク
発発表表・・情情報報共共有有

質問等（毎回）
ＬＭＳ経由

ワークシート（毎回）
ＬＭＳ経由

×

今後の検討事項

93

ご清聴ありがとうございました

木村友久
kimlab@main.teikyo-u.ac.jp

【参考】
知財（創造）教育の話は、

1．日本知的財産協会月刊誌「知財管理（2021年7月号）」908～924頁
2．（株）ぎょうせい月刊誌「法律のひろば（2020年12月号）」51～60頁
をご参照下さい。
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●授業の基本的な流れ

帝京大学八王子キャンパス法学Ⅰ（木村担当）の概要

前回の振り返り
・特に重要な
部分を中心
に、振り返り
を（毎回）

質問回答

講義
（ワークを含む）

ワーク（小テスト）
の確認

（5分程度）

（15分程度）

（10分）

（60分）

・前回の学生からの質問等について回答

※1回の授業時間：90分

新新聞聞紙紙面面上上にに存存在在すす
るる著著作作物物にに丸丸をを付付けけ

るる演演習習

→文字のフォントは商標になりますか？
→文字を独創的に書いたら商標になりますか？
→おんせん県、うどん県のところで動画の人が「意識
していた」と発言していましたが自覚がある時点で
権利の侵害にならないのでしょうか。 悪意とまでは
いかないかもしれないけど？

→帝京大学の教授のオンデマンド授業を他大学の友
達と一緒に受けたら権利侵害になるのか？

→特許情報プラットフォームでは海外の特許を調べ
ることが出来ますか？
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●授業運営に伴う各種実務の組織的対応ないしは体制整備

●新たなリスクの探知
教職員間で共有して対応、できるだけ多くの境界事例をリストアップ。

●令和３年度暫定ガイドラインで先延ばしされた項目に対する
具体的な対応方法の検討

●令和３年度暫定ガイドラインで不合理な項目への対応
例えば、ＦＤ時の教材、教員会議等での扱い・・・

●補償金分配開始以降のリスク洗い出し

●大学発コンテンツの戦略構築・・・教材開発力向上の組織整備

今後の課題
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教育功労賞表彰報告

　教育功労賞制度は、学校法人名城大学職員規則第47条に基づき、各学部及び研究科等において、

教育活動及び教育改善に大きく貢献した者を表彰することにより、職員の教育改善に対する意識を

高め、組織の活性化を図り、本学の教育の質の向上に資することを目的として表彰するものです。

　表彰の種類は、各学部及び研究科等における教育活動及び教育改善に大きく貢献した者及びグ

ループを表彰する教育功労賞と、教育功労賞受賞者のうち、全学的な取組として波及できる可能性

のあるものを表彰する特別教育功労賞からなり、いずれも各学部及び研究科等から推薦された者に

ついて大学教育開発センター委員会において審査し、大学協議会での審議を経て学長が決定するも

のです。

　令和 3 年度は 1 件の推薦があり、大学教育開発センター委員会（令和 4 年 1 月 6 日開催）で慎重

に審査した結果、推薦のあった 1 件を教育功労賞候補者として相応しい旨を学長に報告した後、大

学協議会（令和 4 年 1 月28日開催）の総意を踏まえ、学長が承認しました。

　
教育功労賞表彰者について

候補者等氏名 所属学部 推薦対象となった活動・テーマ

佐藤　布武 理工学部
名城大学建築学科・大学院建築学専攻 
優秀作品集

※審査の結果、令和 3 年度特別教育功労賞については、該当なしとなりました。
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1 ．推薦理由

1 ）経緯

　建築学科には 5 つの専門分野（構造系／材料・生産系／環境・設備系／計画系／歴史・意匠系）

がある。これらは対象が建築・都市である点が共通するが、構造系／材料・生産系／環境・設備

系の 3 系は理工学部の他学科に近い工学的側面を有するが、計画系は芸術的側面、歴史・意匠系

は文科系的側面を有する。そのため、学科の研究や活動の成果について、一元的に在学生間で共

有すること、および受験希望者に的確に伝えることが難しかった。

2 ）名城大学建築学科・大学院建築学専攻 優秀作品集

　佐藤布武氏はこの状況に対し、2018年度より、次の構成からなる優秀作品集を発案・編集・創

刊した。

〇優秀論文：修士論文、卒業論文（工学部門／計画部門）

〇優秀作品：卒業設計、 2 ～ 4 年生の建築設計課題

　更に2020年度には、学生主体の編集委員会を設置し、上記に次の項目を加え大幅な質的向上を

図った。

〇若手教員による巻頭討論

〇 5 系ごとの学びの概要、研究活動、研究テーマと卒業論文・制作リスト

　なお、2018年度版は建築学科のホームページに掲載し、2019年度版および2020年度版は、本学

令和 3 年11月15日

教育功労賞候補者推薦書

大学教育開発センター委員会委員長　殿

学部・研究科・センター等 理工学部

　下記の教育職員（グループ）を「教育功労賞要項」に基づき、教育功労賞候補者として推薦します。

教育功労賞候補者

所属学部等 理工学部 建築学科 候補者氏名 佐藤　布武

取組タイトル 名城大学建築学科・大学院建築学専攻 優秀作品集

【グループの場合は、以下にグループ名等を記載してください。】

グループ名

学部等・氏名（代表）　 学部等・氏名

学部等・氏名 学部等・氏名



169

ウェブオープンキャンパスサイトに掲載し、更なる活用を開始した。

3 ）活用方法とねらいとする効果

　この優秀作品集は、全在学生と当該年度の修了生・卒業生に配布している。優秀論文と優秀作

品に選出され、優秀作品集に掲載されることは学生にとって大変名誉なことであり、彼らの学生

の学習意欲を大いに刺激する。

　また、学科ホームページやオープンキャンパスを訪れた高校生には閲覧してもらい、当学科の

取り組みと魅力の伝達を通じ、受験生の当学科の的確な理解と受験意欲を刺激している。

　以上の通り、佐藤布武氏の取り組みは、学生教育および学外広報に多大なる貢献をするもので

あり、ここに教育功労賞候補者として強く推薦する次第である。

2 ．取組の発展性について

　同一学科に工学・芸術・文科という 3 つの専門分野群が並走するのは、建築学科固有の特徴で

あろうが、本取り組みは次の 3 点において全学的な波及効果が期待できる。

1 ）優秀論文・卒業設計のみならず 2 ～ 4 年生の各課題も掲載していること

　高校生にとっては、入学後の成長過程をイメージでき、各学科の専門性に対する興味を促すこ

とができる。新入生にとっては、各学年における成長過程とスキルの到達目標をイメージでき、

学習意欲を刺激できる。在学生にとっては、各学年におけるスキルの到達目標をイメージさせる

とともに、競争意識と学習意欲を刺激できる。

2 ）ホームページやオープンキャンパスでの活用

　当学科について、受験生の理解や興味を刺激することができる。

3 ）学生主体の取り組みとすること

　優秀作品集の編集作業は多大なるエネルギーが必要である。内容と編集作業の基本形が明確に

なるまでは、佐藤布武氏のような尽力はやむを得ないが、これを持続可能な取り組みとするため

には、学生主体の取り組みとすることが不可欠である。本取り組みはそのモデルを示している。

3 ．その他教育活動に係る特記事項

　本取り組みに必要な優秀作品集の印刷費は、「学びのコミュニティ創出支援事業」の中の次の

取り組みとして支援いただいた。この場を借り、感謝の意を表す。

　　　　　　

　学科作品・論文集「イヤーブック」の編集による総合デザイン教育

　　　　　　





7．資　　　料
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大学教育開発センター要項

　（目的）

第 1条　大学教育開発センター（以下「本センター」という。）は、全学を対象としたファカルティ・

ディベロップメント（以下「FD」という。）活動の実施及び各学部、研究科へのFD活動・教育

の質向上の取組の支援により、本大学の教育改善を推進することを目的とする。

　（業務）

第 2条　本センターは、前条に定める目的を達成するため、次の業務を行う。

（ 1）　教育に係る調査・研究・提言に関すること

（ 2）　教員の教育力向上に関すること

（ 3）　入学前教育及び入学後の学修支援に関すること

（ 4）　高大連携及び接続教育に関すること

（ 5）　その他必要な事項に関すること

　（センター長）

第 3条　大学教育開発センター長は、学長の命を受けて本センターの業務を総括し、代表する。

　（委員会）

第 4条　本センターの業務に関する基本事項を審議し、実施するために、大学教育開発センター委

員会（以下「委員会」という。）を置く。

②　委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

（ 1）　大学教育開発センター長

（ 2）　学務センター長のうち 1名

（ 3）　各学部から選出された教育職員　各 2名

（ 4）　独立研究科から選出された教育職員　各 1名

（ 5）　教職センターから選出された教育職員　 1名

（ 6）　大学教育開発センター事務部長

（ 7）　学務センター事務部長

（ 8）　その他委員長が必要と認めた者

　（委員長及び副委員長）

第 5条　委員会に委員長及び副委員長を置く。

②　委員長は、大学教育開発センター長をもって充てる。

③　副委員長は、委員の互選による。
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　（任期）

第 6条　第 4条第 2項第 3号、第 4号、第 5号及び第 8号の委員の任期は 2年とする。ただし、再

任を妨げない。

②　委員が欠けた場合の補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（会議）

第 7条　委員会は、委員長がこれを招集し、その議長となる。

②　委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。

③　委員会は、委員の過半数の委員の出席により成立する。

④　委員会の議事は、出席委員の過半数により決し、可否同数の場合は、議長がこれを決する。

　（委員以外の出席）

第 8条　委員会が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くこと

ができる。

　（専門委員会）

第 9条　委員会は、必要に応じて専門委員会を置くことができる。

②　専門委員会の運営に関する事項は、委員会において別に定める。

　（事務）

第10条　委員会の事務は、本センターが分掌する。

　　附　則

①　この要項は、平成29年 4 月 1 日から施行する。

②　従前の「FD委員会要項」は、この要項の施行の日から、これを廃止する。
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令和 3年度　専任教職員　所属別FD活動参加状況

所属 所属
人数

R3前期
授業改善
アンケート

R3後期
授業改善
アンケート

第23回
FD・SD
フォーラム

FD学習会

教育
功労賞 教育年報

学外セミ
ナー・研
究集会等
への派遣

第13回
FD
学習会

第14回
FD学習会
・

新任教員
FD研修会

第15回
FD
学習会

学長 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0

教
員

法学部 45 41 39 8 6 7 8 0 0 6

経営学部 29 28 30 3 2 2 1 0 0 1

経済学部 29 28 30 14 3 1 7 0 0 6

理工学部 172 148 159 19 32 16 29 1 1 23

農学部 45 37 37 6 9 4 5 0 0 0

薬学部 67 19 24 15 11 9 16 0 2 2

都市情報学部 25 26 40 5 3 4 5 0 0 5

人間学部 22 22 23 6 3 4 8 0 1 1

外国語学部 20 25 28 7 1 5 3 0 2 3

教職センター 8 8 10 5 2 0 4 0 0 0

小計 463 382 420 88 72 52 86 1 6 47

職
員

監査室 2 0 1 2 2 0 0 0

総合企画部（愛知総合工科含む） 15 6 2 0 1 0 0 13

総務部 23 0 0 0 1 0 0 0

渉外部 8 0 0 0 0 0 0 0

財務部 12 0 0 0 0 0 0 0

施設部 9 1 0 0 0 0 0 0

東京オフィス 1 0 0 0 0 0 0 0

開学100周年事業室 1 0 0 0 0 0 0 0

入学センター 18 0 1 0 0 0 0 4

学務センター（保健センター含む） 30 7 1 1 1 0 0 0

教職センター 4 0 0 0 0 0 0 0

大学教育開発センター 4 3 1 1 2 0 0 29

学術研究支援センター 11 2 1 0 0 0 0 0

総合研究所 1 0 0 0 0 0 0 0

キャリアセンター 16 0 0 0 0 0 0 0

情報センター 5 1 1 0 1 0 0 0

社会連携センター 2 0 0 0 0 0 0 0

障がい学生支援センター 2 0 0 0 0 0 0 0

国際化推進センター 5 0 1 1 0 0 0 0

附属図書館 5 0 0 0 1 0 0 0

法学部 6 0 0 0 0 0 0 0

経営学部 5 0 1 0 0 0 0 0

経済学部 6 1 0 0 0 0 0 0

理工学部 13 0 2 0 0 0 0 0

農学部 15 0 0 1 0 0 0 0

薬学部 11 0 0 0 0 0 0 0

都市情報学部 1 0 0 0 0 0 0 0

人間学部 1 0 0 0 0 0 0 0

外国語学部 1 1 0 0 0 0 0 0

ナゴヤドーム前キャンパス事務室 12 1 2 0 0 0 0 0

附属高等学校 6 0 0 0 0 0 0 0

小計 251 0 0 23 14 6 9 0 0 46

計 714 382 420 111 86 58 95 1 6 93

※�本集計表は、専任教職員のみの参加状況集計表であり、「令和 3年度　FD・SD活動一覧」で記載した参加者数（非常勤講師・他大
学等参加者含む）とは必ずしも一致しない。





8．おわりに
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あ　と　が　き

大学教育開発センター

　本報告書は、令和 3年度の本学におけるFD・SD活動、正課外教育活動及びその詳細について

まとめたものです。

　本学のFD・SD活動は、各学部・研究科等を主体とし、大学教育開発センター委員会がサポー

トする形で企画運営、各種取組を推進しています。平成12年度から始めたこの活動は、一昨年度か

ら SD活動も含める形で新たにスタートし、発展しています。

　大学教育開発センターは、大学教育開発センター委員会とともに、国の文教政策の動向を踏まえ、

本学の発展のため、今後も引き続き教育改善に取り組みます。

　本報告書により、本学のFD・SD活動等の現状を確認いただき、次年度に向け、抱負を新たに

していただけますと幸いです。

　最後になりますが、各FD・SD活動の企画・運営、そして本報告書の企画・編集にご協力いた

だきました皆様方に、心より御礼申し上げます。





令和4年3月

発　行：名城大学 大学教育開発センター

編　集：名城大学 大学教育開発センター

住　所： 〒 4 6 8 - 8 5 0 2  
 名古屋市天白区塩釜口一丁目501番地

電　話：（ 0 5 2 ）8 3 8 - 2 0 3 3
ＦＡＸ：（ 0 5 2 ）8 3 3 - 5 2 3 0
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